
【

漢

検

漢

字

文

化

研

究

奨

励

賞

】

佳

作

構

文

的

特

徴

と

意

味

の

相

関

性

か

ら

み

た

漢

語

「

迷

惑

」

の

変

容

中

山

大

学

副

教

授

張

愚

一

、

序

論

語

彙

史

研

究

に

お

い

て

、

漢

語

の

受

容

と

変

容

は

比

較

的

研

究

の

蓄

積

が

あ

る

領

域

と

い

え

る

が

、

な

お

考

究

す

る

余

地

は

残

っ

て

い

る

。

た

と

え

ば

、

漢

語

の

意

味

変

化

が

そ

の

文

法

的

な

特

徴

と

ど

の

よ

う

に

関

わ

っ

て

い

る

か

を

究

明

す

る

こ

と

も

、

そ

の

一

つ

に

数

え

ら

れ

よ

う

。

漢

語

の

文

法

的

な

特

徴

を

通

時

的

に

記

述

す

る

と

き

、

和

語

の

研

究

と

決

定

的

に

異

な

る

点

は

、

漢

字

表

記

か

ら

は

個

々

の

語

形

が

直

接

に

は

現

れ

な

い

ケ

ー

ス

が

多

く

、

単

に

形

態

的

な

特

徴

か

ら

で

は

、

文

の

成

分

と

品

詞

を

定

め

に

く

い

例

が

し

ば

し

ば

見

受

け

ら

れ

る

こ

と

で

あ

る

。

殊

に

初

期

の

漢

文

体

資

料

に

お

い

て

は

、

そ

う

い

っ

た

特

質

が

よ

り

顕

著

に

看

取

さ

れ

よ

う

。

こ

れ

ら

の

資

料

に

は

、

日

本

語

の

形

態

的

特

徴

（

助

詞

、

助

動

詞

、

活

用

語

尾

な

ど

）

を

漢

字

で

表

記

し

て

い

る

も

の

が

極

め

て

限

ら

れ

て

お

り

、

た

と

え

記

録

体

の

よ

う

な

変

体

漢

文

に

お

い

て

も

、

「

そ

の

文

末

表

現

が

単

調

な

も

の

」

（

峰

岸

（

一

九

八

六

ｂ

・

五

二

頁

）

）

と

さ

れ

て

い

る

。

峰

岸

明

氏

の

提

唱

す

る

「

定

訓

」

を

求

め

る

作

業

に

よ

っ

て

、

平

安

・

鎌

倉

期

の

漢

字

表

記

語

の

語

形

・

訓

み

が

相

当

数

明

白

に

な

っ

た

と

は

い

え

、

多

く

の

語

に

対

し

て

の

品

詞

や

活

用

形

と

い

っ

た

文

法

的

な

特

徴

に

つ

い

て

は

、

な

お

一

通

り

に

推

定

で

き

な

い

の

も

現

状

で

あ

る

（

田

中

（

二

〇

一

四

・

二

三

頁

）

を

参

照

）
（

注

①

）

。

ま

た

、

漢

文

体

資

料

の

み

な

ら

ず

、

形

態

的

な

特

徴

の

観

察

が

比

較

的

容

易

と

さ

れ

る

訓

点

資

料

や

和

漢

混

淆

文

資

料

に

お

い

て

も

、

漢

語

の

文

法

的

な

振

る

舞

い

を

正

確

に

捉

え

る

こ

と

が

困

難

な

時

も

あ

る

。

た

と

え

ば

、

「

渡

唐

の

時

」

（

『

古

今

著

聞

集

』

神

祇

第

一

）

、

「

平

将

門

ヲ

追

討

ノ

賞

ニ

テ

」

（

『

神

皇

正

統

記

』

後

醍

醐

）

の

よ

う

に

、

サ

変

活

用

語

尾

を

伴

わ

な

く

て

も

動

詞

用

法

（

注

②

）

と

し

て

用

い

る

例

が

古

く

か

ら

見

ら

れ

、

ほ

か

に

は

「

能

く

衆

生

に

安

楽

の

〔

之

〕

事

を

與

ヘ

シ

メ

」

（

西

大

寺

本

・

金

光

明

最

勝

王

經

平

安

初

期

點

巻

六

・

八

ノ

二

八

～

二

九

）

と

あ

る

よ

う

に

、

単

な

る

接

辞

だ

け

で

は

、

名

詞

か

ノ

型

形

容

動

詞

（

鈴

木

（

一

九

八

三

）

参

照

）

か

を

判

定

し

に

く

い

ケ

ー

ス

も

多

く

存

在

す

る

（

注

③

）

。

さ

ら

に

、

借

用

元

の

中

国

語

と

受

容

側

の

日

本

語

が

構

造

の

面

で

は

大

き

く

異

な

る

ゆ

え

に

、

漢

語

の

受

容

前

後

の

文

法

情

報

が

把

握

さ

れ

に

く

い

と

い

っ

た

問

題

も

挙

げ

ら

れ

る

。

日

本

漢

語

は

一

部

の

唐

代

口

語

を

除

け

ば

、

殆

ど

が

文

章

語

と

し

て

受

容

さ

れ

た

た

め

、

原

語

と

の

つ

な

が

り

を

無

視

す

る

こ

と

は

や

は

り

で

き

な

い

。

漢

語

の

語

義

変

化

を

追

究

す

る

に

は

、

必

ず

原

語

の

意

味

に

遡

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

よ

う

に

、

本

来

で

あ

れ

ば

、

そ

の

文

法

情

報

の

通

時

的

な

様

相

を

捉

え

る

際

に

も

、

原

語

の

使

わ

れ

方

と

比

較

し

な

が

ら

見

て

い

く

必

要

が

あ

る

。

し

か

し

、

両

者

に

お

け

る

言

語

構

造

上

の

相

違

（

膠

着

型

言

語

に

お

け

る

孤

立

語

の

借

用

）

が

障

壁

と

な

り

、

そ

の

作

業

を

困

難

に

し

て

し

ま

う

（

拙

稿

（

二

〇

二

〇

）

）

。

こ

の

よ

う

に

、

（

一

）

形

態

的

標

識

の

少

な

さ

、

（

二

）

形

態

と

機

能

の

ズ

レ

、

（

三

）

構

造

の

面

に

お

―
3
1
―



け

る

原

語

と

の

相

違

、

以

上

の

三

点

が

、

日

本

語

史

に

お

け

る

漢

語

の

文

法

情

報

を

捉

え

に

く

く

す

る

要

因

と

な

っ

て

い

る

（

拙

稿

（

二

〇

二

一

）

）

。

従

来

の

研

究

は

、

受

容

さ

れ

た

後

の

借

用

語

の

使

わ

れ

方

に

重

点

が

置

か

れ

て

お

り

、

文

法

の

面

に

お

い

て

は

、

ド

ナ

ー

側

の

原

語

と

の

つ

な

が

り

が

そ

れ

ほ

ど

重

視

さ

れ

な

い

と

い

う

傾

向

が

あ

る

。

ま

た

、

文

脈

か

ら

切

り

出

さ

れ

た

語

の

接

尾

辞

の

み

に

注

目

す

る

こ

と

が

多

く

、

実

際

の

使

用

場

面

に

お

け

る

構

文

的

特

徴

に

つ

い

て

は

等

閑

視

さ

れ

て

き

た

面

は

否

め

な

い

。

人

的

交

流

や

口

語

と

し

て

伝

え

ら

れ

て

き

た

外

来

語

の

研

究

、

あ

る

い

は

同

じ

屈

折

語

同

士

の

借

用

研

究

（

注

④

）

な

ら

と

も

か

く

、

一

ま

と

ま

り

の

文

章

語

と

し

て

受

容

さ

れ

た

漢

語

の

文

法

情

報

を

考

え

る

と

き

、

そ

う

し

た

や

り

方

で

は

限

界

が

あ

る

よ

う

に

思

わ

れ

る

。

以

上

に

見

る

よ

う

に

、

文

の

成

分

や

品

詞

と

い

っ

た

文

法

情

報

は

汎

時

的

・

通

言

語

的

に

語

ら

れ

る

傾

向

に

あ

る

が

、

調

査

対

象

に

よ

っ

て

は

同

一

の

理

解

が

成

立

す

る

と

は

限

ら

な

い

。

漢

語

の

文

法

情

報

は

、

漢

語

の

性

質

に

則

し

て

記

述

、

解

釈

す

べ

き

で

あ

ろ

う

。

前

述

の

諸

事

例

を

見

て

も

分

か

る

通

り

、

漢

語

の

受

容

当

時

と

受

容

後

の

史

的

変

化

を

連

続

的

に

捉

え

る

に

は

、

日

本

語

内

部

の

形

態

的

な

特

徴

に

注

目

す

る

の

は

当

然

重

要

で

は

あ

る

が

、

そ

れ

だ

け

で

は

不

十

分

で

あ

る

（

注

⑤

）

。

実

際

の

文

脈

・

文

体

に

応

じ

た

漢

語

の

文

法

情

報

を

よ

り

正

確

に

捉

え

る

に

は

、

形

態

は

も

ち

ろ

ん

、

統

語

と

い

っ

た

面

に

つ

い

て

も

十

分

配

慮

し

て

お

く

必

要

が

あ

ろ

う

。

周

知

の

通

り

、

単

語

の

品

詞

分

類

に

関

し

て

は

、

一

般

に

形

態

的

な

特

徴

と

統

語

的

な

機

能

（

文

法

的

機

能

と

も

）

に

よ

る

方

法

が

あ

る

。

形

態

的

な

特

徴

は

、

品

詞

分

類

を

行

う

上

で

の

重

要

な

参

考

基

準

で

あ

る

こ

と

は

間

違

い

な

い

が

、

前

に

も

触

れ

た

よ

う

に

、

孤

立

型

言

語

（

分

析

的

言

語

と

も

）

の

中

国

語

に

は

極

め

て

乏

し

く

、

初

期

の

日

本

漢

文

体

資

料

や

、

形

態

的

な

特

徴

の

観

察

が

比

較

的

容

易

と

さ

れ

る

後

の

和

漢

混

淆

文

資

料

に

お

い

て

も

、

特

定

す

る

こ

と

が

困

難

な

時

も

あ

る

。

こ

う

い

っ

た

状

況

の

も

と

で

は

、

語

の

統

語

的

機

能

が

文

法

情

報

を

判

別

す

る

一

つ

の

手

掛

か

り

と

し

て

有

力

で

あ

ろ

う

。

漢

語

の

統

語

的

機

能

を

通

時

的

に

分

析

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

そ

の

構

文

的

特

徴

の

変

化

（

殊

に

品

詞

性

の

変

化

）

お

よ

び

、

意

味

変

化

と

の

関

わ

り

を

よ

り

明

確

か

つ

連

続

的

に

捉

え

る

こ

と

が

可

能

に

な

る

の

で

は

な

い

か

と

考

え

る

。

漢

語

の

構

文

的

特

徴

と

意

味

変

化

と

の

関

わ

り

に

つ

い

て

は

、

拙

稿

（

二

〇

一

四

）

な

ど

が

挙

げ

ら

れ

る

。

拙

稿

（

二

〇

一

四

）

で

は

、

漢

語

「

む

ざ

ん

（

無

慙

）

」

と

い

う

一

語

を

取

り

上

げ

、

そ

の

語

義

変

化

と

文

中

で

の

統

語

的

機

能

の

変

化

と

の

関

わ

り

合

い

に

注

目

し

、

日

本

語

史

に

お

け

る

そ

の

受

容

と

変

容

の

過

程

に

つ

い

て

考

察

し

た

。

考

察

を

通

し

て

明

ら

か

に

な

っ

た

の

は

、

「

む

ざ

ん

」

の

語

義

変

化

が

そ

の

文

中

で

の

統

語

的

機

能

の

変

化

に

深

く

関

わ

っ

て

い

る

と

い

う

こ

と

で

あ

る

。

「

む

ざ

ん

」

の

よ

う

な

、

同

一

品

詞

（

形

容

動

詞

）

に

お

け

る

文

成

分

（

叙

述

か

、

規

定

か

、

連

用

修

飾

か

）

と

そ

の

語

義

変

化

の

相

関

が

見

ら

れ

る

例

が

あ

る

一

方

で

、

異

な

っ

た

品

詞

で

用

い

ら

れ

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

語

の

意

味

が

変

化

す

る

例

も

存

在

す

る

。

例

え

ば

、

漢

語

「

迷

惑

」

は

そ

の

一

例

で

あ

る

。

現

代

語

で

は

、

他

者

の

不

適

切

な

言

動

に

対

し

、

不

快

・

非

難

の

気

持

ち

を

込

め

て

「

迷

惑

」

が

し

ば

し

ば

用

い

ら

れ

る

。

（

）

大

声

で

話

し

た

ら

迷

惑

だ

ろ

う

。

1
（

）

迷

惑

な

客

が

多

く

て

対

応

に

追

わ

れ

る

。

2

右

の

よ

う

に

、

「

迷

惑

」

は

対

人

関

係

の

場

面

に

使

用

さ

れ

て

お

り

、

話

者

自

身

の

不

快

の

念

を

表

す

際

に

、

（

）

（

）

の

よ

う

な

形

容

（

動

）

詞

表

現

《

「

困

る

」

の

意

に

あ

た

る

用

法

》

と

し

て

多

用

1

2

さ

れ

る

（

注

⑥

）

。

し

か

し

、

歴

史

的

に

は

、

次

に

挙

げ

る

（

）

の

よ

う

に

、

「

迷

惑

」

は

、

あ

る

厄

介

な

状

況

・

場

面

3―
3
2
―



に

直

面

す

る

第

三

者

の

心

情

表

現

に

使

用

さ

れ

て

お

り

、

動

詞

表

現

《

「

ま

ど

ふ

」

「

苦

し

む

」

の

意

に

あ

た

る

用

法

》

と

し

て

用

い

ら

れ

る

こ

と

が

多

い

（

注

⑦

）

。

（

）

〔

荊

軻

↓

始

皇

帝

〕

舞

陽

ま

（

ッ

）

た

く

謀

反

の

心

な

し

。

た

ゞ

田

舎

の

い

や

し

き

に

の

み

3
な

ら

（

ッ

）

て

、

皇

居

に

な

れ

ざ

る

が

故

に

心

迷

惑

す

（

『

平

家

物

語

』

巻

五

「

咸

陽

宮

」

龍

大

本

／

日

本

古

典

文

学

大

系

に

拠

る

）

本

稿

で

は

、

上

代

か

ら

中

世

の

文

献

に

見

ら

れ

る

「

迷

惑

」

の

使

用

状

況

に

注

目

し

、

そ

の

意

味

変

化

と

品

詞

な

ど

の

文

法

情

報

の

関

わ

り

に

つ

い

て

考

察

を

試

み

る

。

目

的

は

、

漢

語

「

迷

惑

」

が

形

容

詞

化

す

る

具

体

的

な

プ

ロ

セ

ス

（

）

↓

（

）

（

）

の

特

定

と

、

そ

の

変

化

を

引

き

起

こ

し

た

要

因

の

究

明

3

1

2

で

あ

る

。

ま

た

、

こ

の

よ

う

な

新

し

い

用

法

の

出

現

が

、

「

迷

惑

」

の

語

義

に

ど

の

よ

う

な

影

響

を

与

え

た

の

か

を

考

察

し

て

い

く

。

二

、

先

行

研

究

と

本

稿

の

立

場

「

迷

惑

」

と

い

う

漢

語

の

元

来

の

意

味

に

つ

い

て

は

、

早

く

か

ら

新

村

（

一

九

七

一

）

、

佐

藤

（

一

九

七

九

）

に

言

及

さ

れ

て

い

る

。

佐

藤

（

一

九

七

九

）

で

は

、

中

古

漢

語

の

概

観

の

中

で

、

「

ど

う

し

て

い

い

か

、

わ

か

ら

な

く

て

惑

う

、

道

に

迷

う

」

と

い

う

の

が

「

迷

惑

」

の

本

来

の

意

味

で

あ

る

こ

と

が

明

ら

か

に

さ

れ

て

い

る

。

ま

た

、

室

町

期

の

キ

リ

シ

タ

ン

資

料

と

『

古

本

能

狂

言

集

』

に

現

れ

た

用

法

に

つ

い

て

は

、

福

島

（

一

九

八

三

）

と

大

塚

（

一

九

八

三

）

、

同

（

一

九

九

〇

）
（

注

⑧

）

に

論

考

が

あ

る

。

福

島

（

一

九

八

三

）

は

、

キ

リ

シ

タ

ン

・

朝

鮮

資

料

の

原

書

に

見

ら

れ

る

「

迷

惑

」

の

用

例

を

取

り

上

げ

、

訳

本

や

外

国

辞

書

の

注

釈

に

従

っ

て

そ

の

語

義

を

定

義

し

て

い

る

。

福

島

（

一

九

八

三

）

は

、

十

六

、

十

七

世

紀

の

外

国

資

料

に

見

ら

れ

る

「

迷

惑

」

に

は

、

「

苦

痛

・

辛

苦

・

悲

哀

・

哀

傷

」

な

ど

の

意

味

が

あ

っ

た

と

主

張

す

る

が

、

こ

れ

ら

の

意

味

が

い

つ

か

ら

〈

用

例

（

）

（

）

〉

に

変

わ

っ

た

か

と

い

う

問

題

に

つ

い

て

は

、

「

今

後

、

1

2

語

史

の

上

か

ら

も

徹

底

的

に

し

ら

べ

て

ゆ

か

な

く

て

は

な

ら

な

い

」

（

五

八

頁

）

と

し

て

い

る

。

さ

ら

に

、

福

島

氏

の

資

料

に

基

づ

く

訳

語

の

解

釈

に

つ

い

て

、

大

塚

（

一

九

八

三

）

は

、

「

訳

語

の

問

題

を

も

ふ

く

め

、

キ

リ

シ

タ

ン

資

料

の

利

用

は

、

そ

れ

ほ

ど

簡

単

で

は

な

さ

そ

う

で

あ

る

」

と

、

賛

同

し

が

た

い

旨

を

次

の

よ

う

に

説

い

て

い

る

（

四

六

頁

）

。

＊

普

通

多

義

を

も

つ

語

（

こ

こ

で

は

ポ

ル

ト

ガ

ル

語

・

ス

ペ

イ

ン

語

の

よ

う

な

外

国

語

を

指

す

）

の

曖

昧

性

は

、

お

か

れ

る

文

脈

の

な

か

で

解

消

さ

れ

る

こ

と

が

多

い

。

し

か

し

、

こ

れ

ら

の

辞

書

に

お

い

て

、

あ

た

え

ら

れ

て

い

る

訳

語

は

ほ

と

ん

ど

が

単

語

か

そ

れ

に

近

い

ご

く

み

じ

か

い

も

の

に

す

ぎ

ず

、

語

義

を

さ

さ

え

る

文

脈

に

か

け

る

う

ら

み

が

あ

る

。

＊

そ

し

て

、

そ

の

ば

あ

い

、

多

義

を

一

義

に

み

ち

び

く

文

脈

の

か

わ

り

を

す

る

も

の

と

し

て

考

え

ら

れ

る

の

が

、

か

え

っ

て

究

明

を

う

け

る

対

象

と

な

っ

て

い

る

日

本

語

で

あ

る

と

い

う

事

情

が

生

じ

る

。

以

上

の

こ

と

、

す

な

わ

ち

、

ⅰ

ポ

ル

ト

ガ

ル

語

・

ス

ペ

イ

ン

語

に

お

け

る

多

義

に

よ

る

語

の

意

味

の

曖

昧

性

と

、

そ

れ

を

解

消

す

る

た

め

に

ⅱ

日

本

語

の

語

義

の

参

看

が

必

須

と

な

る

。

以

上

の

よ

う

に

、

福

島

（

一

九

八

三

）

で

主

張

さ

れ

て

い

る

「

対

訳

」

利

用

の

有

効

性

を

疑

問

視

し

て

―
3
3
―



い

る

。

外

国

資

料

の

ほ

か

に

、

狂

言

資

料

に

お

け

る

「

迷

惑

」

の

使

用

状

況

に

関

し

て

は

、

大

塚

（

一

九

九

〇

）

の

指

摘

が

あ

る

。

大

塚

（

一

九

九

〇

）

は

、

『

古

本

能

狂

言

集

』

に

あ

る

「

迷

惑

」

の

意

味

を

主

に

次

の

よ

う

に

分

類

し

て

い

る

（

四

五

頁

）

。

（

一

）

「

迷

惑

」

の

主

体

が

「

心

」

以

外

の

ば

あ

い

＝

⒜

騒

グ

・

乱

レ

ル

コ

ト

（

二

）

「

迷

惑

」

の

主

体

が

「

心

」

の

ば

あ

い

＝

ド

ウ

シ

テ

ヨ

イ

カ

ワ

カ

ラ

ナ

イ

コ

ト

＝

「

迷

惑

」

に

対

す

る

受

け

取

り

方

＊

プ

ラ

ス

的

に

受

け

取

る

＝

⒝

心

苦

シ

イ

・

恐

縮

ス

ル

コ

ト

↓

（

そ

の

結

果

と

し

て

）

＝

辞

退

＊

中

立

的

に

受

け

取

る

＝

⒞

ウ

ロ

タ

エ

ル

コ

ト

＊

マ

イ

ナ

ス

的

に

受

け

取

る

＝

⒟

コ

マ

ル

・

苦

シ

ム

コ

ト

↓

（

そ

の

結

果

と

し

て

）

＝

危

篤

・

死

・

敗

戦

・

困

窮

・

不

通

な

ど

↓

（

形

容

動

詞

的

用

法

）

＝

⒠

困

難

ナ

・

難

儀

ナ

コ

ト

↓

苦

し

み

を

与

え

る

も

の

に

対

し

非

難

す

る

＝

⒡

ケ

シ

カ

ラ

ン

ト

思

ウ

コ

ト

↓

他

人

の

苦

し

み

に

対

し

同

情

す

る

＝

⒢

気

ノ

毒

ニ

思

ウ

コ

ト

大

塚

（

一

九

九

〇

）

で

は

、

狂

言

資

料

に

見

ら

れ

る

「

迷

惑

」

の

意

味

に

つ

い

て

、

右

の

よ

う

に

詳

し

く

記

述

さ

れ

て

い

る

。

そ

の

語

義

の

差

は

、

氏

の

論

考

（

四

〇

頁

）

で

も

述

べ

ら

れ

て

い

る

よ

う

に

、

ほ

と

ん

ど

読

み

手

の

主

観

に

帰

せ

ざ

る

を

え

な

い

場

合

が

多

い

の

で

あ

る

。

た

と

え

ば

、

「

き

ん

や

」

と

い

う

一

節

に

見

ら

れ

る

「

諸

鳥

め

い

わ

く

し

て

、

ち

の

な

み

だ

を

な

が

し

」

（

虎

明

本

狂

言

・

大

名

狂

言

類

「

き

ん

や

」

）

の

例

に

つ

い

て

は

、

「

「

血

の

涙

を

流

す

」

こ

と

か

ら

「

困

」

よ

り

も

「

苦

」

（

の

意

）

を

想

定

す

る

方

が

自

然

と

思

え

る

」

と

し

て

い

る

。

ま

た

、

「

さ

か

な

が

な

ふ

て

、

何

共

め

い

わ

く

な

さ

る

ゝ

」

（

ぶ

あ

く

・

四

九

七

）

の

例

に

つ

い

て

は

、

「

別

に

根

拠

と

な

る

も

の

は

み

あ

た

ら

な

い

が

、

コ

マ

ル

ぐ

ら

い

が

妥

当

」

（

四

〇

頁

）

と

述

べ

て

い

る

。

以

上

、

文

脈

に

よ

っ

て

意

味

を

判

断

す

る

の

は

良

い

が

、

氏

の

言

う

「

苦

」

と

「

困

」

の

概

念

が

不

明

瞭

で

あ

る

た

め

、

何

を

基

準

と

し

て

そ

の

違

い

を

判

別

す

る

か

が

や

や

曖

昧

で

あ

る

。

以

上

の

共

時

的

研

究

と

違

い

、

堀

口

（

一

九

九

六

）

で

は

、

こ

の

語

の

歴

史

的

変

化

に

も

注

目

し

、

詳

細

な

考

察

が

な

さ

れ

て

い

る

。

堀

口

（

一

九

九

六

・

一

〇

二

頁

）

は

、

「

迷

惑

」

の

転

義

に

つ

い

て

次

の

よ

う

に

説

明

し

て

い

る

。

＊

そ

も

そ

も

形

容

詞

「

迷

惑

な

り

」

は

、

対

処

す

べ

き

す

べ

が

な

く

て

窮

し

苦

し

む

心

情

を

述

べ

る

語

と

し

て

成

立

し

た

が

、

こ

の

項

で

示

し

た

『

狂

言

』

の

例

は

、

当

人

が

窮

し

苦

し

む

ほ

ど

の

き

び

し

い

心

情

に

あ

っ

て

、

そ

の

苦

し

さ

を

述

べ

る

も

の

と

は

思

え

な

い

。

相

手

の

不

当

な

言

動

に

対

し

て

、

こ

の

語

を

用

い

て

大

袈

裟

な

表

現

を

す

る

こ

と

で

、

さ

ゝ

や

か

な

が

ら

抵

抗

の

念

を

表

す

も

の

で

あ

っ

た

と

考

え

ら

れ

る

。

〈

中

略

〉

そ

し

て

、

そ

れ

と

並

行

し

て

、

本

来

の

窮

し

苦

し

む

心

情

を

述

べ

る

用

法

は

衰

退

し

、

こ

の

語

に

よ

っ

て

ま

と

も

に

つ

ら

く

苦

し

い

気

持

を

述

べ

る

と

い

う

こ

と

は

な

く

な

り

、

こ

の

語

は

い

わ

ゆ

る

「

は

た

迷

惑

」

を

表

す

語

と

化

し

て

い

く

の

で

あ

る

。

右

の

よ

う

に

、

堀

口

（

一

九

九

六

）

は

、

「

迷

惑

」

の

古

い

用

法

《

本

来

の

窮

し

苦

し

む

心

情

を

述

べ

―
3
4
―



る

用

法

（

一

〇

二

頁

）

》
（

注

⑨

）

の

衰

退

を

論

じ

る

際

に

、

そ

の

新

し

い

用

法

《

眉

を

し

か

め

る

程

度

の

軽

い

不

快

感

（

一

〇

三

頁

）

》

の

発

生

に

つ

い

て

も

言

及

し

て

い

る

。

し

か

し

、

こ

の

新

し

い

用

法

が

ど

の

よ

う

に

し

て

生

ま

れ

た

か

に

関

し

て

は

、

十

分

明

ら

か

に

さ

れ

て

い

る

と

は

言

え

な

い

。

ま

た

、

「

迷

惑

」

の

形

容

詞

用

法

の

発

生

に

つ

い

て

は

触

れ

ら

れ

て

い

る

が

、

そ

の

発

生

の

経

緯

と

要

因

や

、

語

義

変

化

と

の

関

係

に

つ

い

て

言

及

さ

れ

て

い

な

い

と

い

う

問

題

が

残

る

。

「

迷

惑

」

の

通

時

的

調

査

に

つ

い

て

は

、

堀

口

（

一

九

九

六

）

以

外

に

、

近

藤

・

邢

（

二

〇

一

一

）

と

拙

稿

（

二

〇

一

二

）

な

ど

の

論

考

も

あ

る

。

近

藤

・

邢

（

二

〇

一

一

）

、

近

藤

（

二

〇

一

四

）

で

は

、

「

加

害

者

・

原

因

」

「

加

害

の

非

意

図

性

」

「

被

害

の

程

度

」

「

加

害

・

被

害

の

不

当

性

」

と

い

う

四

つ

の

点

に

着

目

す

る

こ

と

で

、

中

世

後

期

・

近

世

に

お

け

る

「

迷

惑

」

と

現

代

の

「

迷

惑

」

の

異

同

に

つ

い

て

説

明

を

試

み

て

い

る

。

拙

稿

（

二

〇

一

二

）

で

は

、

上

代

か

ら

中

世

前

期

ま

で

の

「

迷

惑

」

の

受

容

過

程

に

つ

い

て

考

察

し

、

こ

れ

ら

の

「

迷

惑

」

は

、

意

味

の

面

で

は

中

国

の

原

典

を

踏

襲

し

て

い

る

も

の

の

、

中

国

の

純

漢

文

に

は

見

出

し

得

な

い

措

辞

や

文

章

様

式

（

破

格

）

も

少

な

か

ら

ず

見

ら

れ

る

こ

と

を

指

摘

し

た

。

し

か

し

、

こ

れ

ら

の

論

考

も

通

時

的

調

査

と

は

い

え

、

あ

る

特

定

の

時

代

を

中

心

に

考

察

し

た

も

の

で

あ

り

、

「

迷

惑

」

の

歴

史

的

様

相

（

殊

に

変

容

の

過

程

）

に

つ

い

て

は

な

お

検

討

す

る

余

地

が

あ

る

。

そ

の

ほ

か

、

欒

（

二

〇

一

三

）

で

は

、

漢

籍

・

仏

典

お

よ

び

中

世

末

期

ま

で

の

日

本

文

献

を

多

く

調

査

し

、

「

迷

惑

」

の

日

本

語

へ

の

流

入

過

程

と

、

そ

の

意

味

変

化

に

つ

い

て

詳

し

く

考

察

さ

れ

て

い

る

。

中

世

の

古

記

録

に

新

用

法

が

見

え

る

と

い

う

指

摘

を

は

じ

め

、

抄

物

や

太

閤

記

の

例

な

ど

豊

富

な

例

文

が

示

さ

れ

て

お

り

、

文

脈

に

沿

っ

て

丹

念

に

意

味

変

化

の

様

相

を

記

述

し

た

こ

と

な

ど

高

く

評

価

さ

れ

よ

う

。

一

方

、

「

迷

惑

」

の

意

味

変

化

に

つ

い

て

「

苦

」

「

困

」

「

困

惑

」

「

苦

悩

」

「

苦

痛

」

「

気

の

毒

」

と

い

っ

た

用

語

を

用

い

て

説

明

し

て

い

る

点

や

、

注

釈

部

分

に

お

け

る

先

行

研

究

の

記

述

か

ら

す

る

と

、

殊

に

福

島

と

大

塚

両

氏

の

論

考

を

強

く

意

識

し

て

書

か

れ

た

も

の

と

見

受

け

ら

れ

る

。

文

脈

に

則

し

て

意

味

の

変

化

を

詳

細

に

記

述

し

て

い

る

と

こ

ろ

は

評

価

に

値

す

る

が

、

先

行

研

究

と

同

じ

く

「

困

」

や

「

苦

」

と

い

っ

た

概

念

を

用

い

る

基

準

は

曖

昧

で

あ

り

、

「

迷

惑

」

の

意

味

変

化

に

つ

い

て

な

お

考

究

の

余

地

が

あ

る

よ

う

に

思

わ

れ

る

。

ま

た

、

「

迷

惑

」

の

品

詞

性

に

つ

い

て

も

言

及

さ

れ

て

い

る

（

七

四

頁

）

が

、

形

態

的

な

特

徴

が

比

較

的

観

察

さ

れ

や

す

い

サ

変

動

詞

の

例

文

に

止

ま

っ

て

お

り

、

こ

の

語

の

意

味

変

化

と

連

動

し

て

掘

り

下

げ

ら

れ

て

は

い

な

い

。

そ

こ

で

本

稿

で

は

、

先

行

研

究

と

は

や

や

違

っ

た

視

点

で

、

漢

語

「

迷

惑

」

の

中

国

文

献

に

見

ら

れ

る

用

法

を

踏

ま

え

、

中

世

ま

で

に

お

け

る

そ

の

歴

史

的

変

化

を

検

討

し

て

い

く

。

具

体

的

に

は

、

以

下

の

二

点

を

論

じ

る

。

（

一

）

「

迷

惑

」

は

、

古

く

か

ら

動

詞

と

し

て

使

わ

れ

て

い

た

が

、

中

世

後

期

以

降

に

な

る

と

、

形

容

（

動

）

詞

と

し

て

も

使

わ

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

。

な

ぜ

、

こ

の

よ

う

な

変

化

が

起

こ

っ

た

の

か

。

そ

の

過

程

を

描

く

こ

と

は

、

語

の

意

味

変

化

の

実

態

を

究

明

す

る

こ

と

に

も

つ

な

が

る

。

（

二

）

現

代

の

「

迷

惑

」

は

、

他

人

の

不

適

切

な

言

動

に

対

し

て

、

非

難

の

念

を

込

め

て

用

い

ら

れ

る

こ

と

が

多

い

が

、

そ

れ

に

対

し

、

古

代

の

「

迷

惑

」

は

、

あ

る

重

大

な

場

面

に

直

面

す

る

と

き

に

用

い

ら

れ

る

こ

と

が

多

い

。

新

し

い

用

法

は

、

ど

の

よ

う

な

過

程

を

経

て

成

立

し

た

も

の

で

あ

ろ

う

か

。

な

お

、

本

稿

は

、

冒

頭

部

分

で

も

述

べ

た

よ

う

に

、

語

の

構

文

的

特

徴

（

統

語

的

機

能

）

に

注

目

す

る

研

究

で

あ

る

。

そ

の

た

め

、

前

述

し

た

動

詞

、

形

容

（

動

）

詞

と

い

っ

た

類

は

、

も

は

や

語

類

や

形

態

素

レ

ベ

ル

の

品

詞

（

森

岡

（

一

九

九

四

）

、

小

田

（

二

〇

一

五

）

を

参

照

）

で

は

な

く

、

実

際

の

文

脈

に

よ

―
3
5
―



っ

て

規

定

さ

れ

る

、

文

の

素

材

・

成

分

と

し

て

の

も

の

と

考

え

て

良

い

。

ま

た

、

語

の

意

味

解

釈

は

、

辞

書

と

文

脈

に

よ

っ

て

異

な

る

。

本

稿

は

、

漢

語

の

意

味

変

化

を

記

述

す

る

際

に

、

諸

辞

書

の

解

釈

と

各

文

脈

で

の

使

わ

れ

方

も

当

然

重

視

す

る

が

、

文

脈

に

依

ら

な

い

基

本

義

（

國

廣

（

一

九

八

二

）

参

照

）

・

中

核

的

意

味

（

仁

田

（

一

九

九

七

）

参

照

）

も

視

野

に

入

れ

た

い

。

こ

れ

に

よ

り

、

「

迷

惑

」

に

見

ら

れ

る

よ

う

な

、

品

詞

の

相

違

に

よ

っ

て

も

た

ら

さ

れ

た

「

語

の

提

示

の

仕

方

」

（

池

上

（

一

九

七

八

）

参

照

）

の

違

い

も

意

味

変

化

の

一

パ

タ

ー

ン

と

し

て

捉

え

る

こ

と

が

可

能

と

な

る

。

三

、

品

詞

判

別

の

基

準

漢

語

「

迷

惑

」

の

〈

変

容

〉

を

記

述

す

る

際

に

、

文

の

素

材

と

し

て

の

品

詞

の

分

類

基

準

を

明

確

に

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

品

詞

の

分

類

と

言

え

ば

、

対

象

と

な

る

語

の

ど

の

要

素

に

注

目

す

る

か

が

重

要

で

あ

る

。

た

と

え

ば

、

英

語

を

は

じ

め

と

す

る

印

欧

語

の

場

合

は

、

形

態

が

統

語

機

能

を

う

ま

く

反

映

し

て

い

る

た

め

、

形

態

的

な

特

徴

（

複

数

接

尾

辞-s,
動

詞

と

形

容

詞

を

名

詞

化

す

る-ing,
-ness

な

ど

）

の

み

で

品

詞

を

判

別

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

し

か

し

、

第

一

節

で

挙

げ

た

諸

例

を

見

て

分

か

る

よ

う

に

、

日

本

漢

語

は

、

形

態

論

的

手

段

を

持

た

な

い

こ

と

が

多

く

、

形

態

と

機

能

の

ズ

レ

も

し

ば

し

ば

見

ら

れ

る

た

め

、

印

欧

語

の

枠

組

み

で

品

詞

性

を

判

別

す

る

の

は

些

か

困

難

で

あ

る

。

本

節

で

は

、

次

の

二

点

を

目

標

と

し

、

漢

語

の

品

詞

性

を

明

示

す

る

た

め

の

方

法

に

つ

い

て

考

え

て

み

た

い

。

（

一

）

な

る

べ

く

特

定

の

言

語

理

論

に

依

拠

し

な

い

こ

と

。

（

二

）

純

漢

文

や

、

日

本

語

文

に

お

け

る

変

体

漢

文

お

よ

び

中

世

以

降

の

口

語

資

料

の

漢

語

に

ほ

ぼ

そ

の

ま

ま

適

用

で

き

る

も

の

で

あ

る

こ

と

。

な

お

、

紙

幅

の

関

係

上

、

こ

こ

で

提

案

す

る

分

類

は

、

本

稿

の

「

迷

惑

」

と

直

接

関

係

が

あ

る

動

詞

と

形

容

（

動

）

詞

の

み

を

対

象

と

す

る

。

漢

語

（

原

語

も

含

む

）

の

動

詞

と

形

容

（

動

）

詞

は

、

文

法

機

能

の

点

に

お

い

て

共

通

す

る

部

分

が

多

く

、

用

言

と

し

て

一

つ

に

括

ら

れ

る

こ

と

が

あ

る

。

ま

た

、

共

通

の

部

分

が

多

い

ゆ

え

に

、

両

者

の

連

続

性

も

強

く

、

ど

の

基

準

を

も

っ

て

別

の

品

詞

と

判

断

で

き

る

か

と

い

う

線

引

き

も

、

と

き

に

は

曖

昧

で

あ

る

。

調

査

対

象

の

「

迷

惑

」

を

例

に

す

る

と

、

連

体

修

飾

語

の

位

置

に

立

つ

と

き

は

形

容

（
動

）
詞

（

例：

迷

惑

な

お

客

様

じ

ゃ

『

韓

人

漢

文

手

管

始

』

）

、

目

的

語

「

人

」

を

取

る

構

文

は

動

詞

（

例

：

好

學

人

聲

而

迷

惑

人

也

『

史

記

集

解

』

）

、

と

い

う

よ

う

に

比

較

的

容

易

に

判

別

で

き

る

こ

と

も

あ

る

が

、

情

意

述

語

文

（

情

意

性

述

語

と

も

）
（

注

⑩

）

に

現

れ

る

と

き

は

、

両

者

の

線

引

き

が

難

し

く

な

る

。

漢

語

の

動

詞

も

形

容

（

動

）

詞

も

単

独

で

述

語

に

な

り

得

る

た

め

、

活

用

語

尾

な

ど

の

特

徴

が

観

察

で

き

な

い

文

献

に

現

れ

る

場

合

、

品

詞

性

の

判

別

に

戸

惑

う

は

ず

で

あ

る

。

こ

の

よ

う

に

、

動

詞

と

形

容

（

動

）

詞

と

の

関

係

（

あ

る

い

は

動

詞

文

と

形

容

詞

文

と

の

関

係

と

言

う

べ

き

か

）

は

と

き

に

は

連

続

的

で

あ

り

、

部

分

的

に

重

な

る

場

合

も

あ

る

。

そ

れ

を

前

提

と

し

て

、

先

人

の

研

究

成

果

を

踏

ま

え

、

以

下

の

四

つ

の

観

点

か

ら

情

意

述

語

文

に

お

け

る

「

迷

惑

」

の

品

詞

性

を

分

析

し

て

み

た

い

。

（

Ⅰ

）

感

情

主

の

人

称

（

Ⅱ

）

主

部

に

お

け

る

対

象

語

の

有

無

（

Ⅲ

）

「

迷

惑

」

を

規

定

す

る

前

置

・

後

置

修

飾

語

の

性

質

―
3
6
―



（

Ⅳ

）

「

迷

惑

」

は

主

語

の

感

情

か

、

主

題

に

対

す

る

評

価

か

（

Ⅰ

）

動

詞

文

と

形

容

詞

文

に

お

け

る

感

情

主

の

人

称

制

限

に

関

し

て

は

、

す

で

に

優

れ

た

研

究

が

幾

つ

も

存

在

す

る

（

西

尾

（

一

九

七

二

）

、

川

端

（

一

九

七

六

）

、

寺

村

（

一

九

八

二

）

、

田

中

（

一

九

九

八

）

、

安

本

（

二

〇

〇

九

）

な

ど

）

。

積

み

上

げ

ら

れ

て

き

た

研

究

者

諸

氏

の

考

察

に

よ

り

、

情

意

述

語

文

に

お

い

て

、

形

容

（

動

）

詞

は

一

人

称

（

特

に

会

話

文

、

心

話

文

の

話

者

）

の

感

情

表

出

、

動

詞

は

三

人

称

（

地

の

文

、

ト

書

き

文

の

登

場

人

物

）

の

感

情

描

写

（

情

態

描

写

と

も

）

に

使

わ

れ

る

傾

向

が

あ

る

こ

と

が

明

ら

か

と

な

っ

た

。

無

論

、

現

代

語

で

は

、

「

彼

は

寂

し

が

っ

て

い

る

」

と

い

っ

た

ガ

ル

形

式

や

、

「

（

私

は

）

彼

女

を

愛

し

て

い

る

」

「

（

私

は

）

母

の

死

を

悲

し

ん

だ

」

「

彼

は

悲

し

そ

う

だ

」

と

い

っ

た

人

称

制

限

が

解

消

さ

れ

る

例

（

注

⑪

）

も

見

ら

れ

る

。

し

か

し

、

こ

れ

ら

の

多

く

は

、

時

制

や

モ

ダ

リ

テ

ィ

形

式

を

伴

っ

た

表

現

で

あ

り

、

時

代

に

よ

っ

て

多

少

の

差

こ

そ

あ

れ

、

「

情

意

述

語

文

に

お

い

て

、

感

情

主

が

一

人

称

で

あ

る

場

合

は

形

容

詞

文

、

三

人

称

で

あ

る

場

合

は

動

詞

文

」

と

見

な

し

て

も

ほ

ぼ

問

題

は

な

い

。

そ

の

た

め

、

述

部

に

お

け

る

漢

語

「

迷

惑

」

の

品

詞

性

を

分

析

す

る

際

、

感

情

主

の

人

称

制

限

も

一

つ

の

判

断

材

料

と

し

て

相

応

し

い

と

考

え

る

。

も

う

一

つ

の

判

断

材

料

と

し

て

考

え

ら

れ

る

の

は

、

（

Ⅱ

）

述

語

文

の

主

部

に

お

け

る

対

象

語

（

注

⑫

）

の

有

無

で

あ

る

。

対

象

語

は

、

感

情

を

引

き

起

こ

す

機

縁

と

な

る

事

柄

を

示

す

語

と

考

え

ら

れ

る

。

本

稿

で

は

、

さ

ら

に

一

歩

進

ん

で

、

単

独

の

語

（

＋

助

詞

）

に

と

ど

ま

ら

ず

、

条

件

句

や

他

の

従

属

句

で

あ

っ

て

も

、

一

文

の

範

囲

で

あ

れ

ば

対

象

語

と

見

な

す

。

ま

た

、

一

人

称

の

感

情

を

表

す

《

対

象

語

＋

迷

惑

》

の

語

句

を

、

形

容

詞

述

語

文

（

注

⑬

）

の

特

徴

を

有

す

る

構

文

と

認

定

す

る

。

さ

ら

に

、

漢

語

「

迷

惑

」

の

品

詞

性

を

判

別

す

る

た

め

の

付

加

条

件

と

し

て

、

（

Ⅲ

）

と

（

Ⅳ

）

が

考

え

ら

れ

る

。

動

詞

と

形

容

（

動

）

詞

は

、

と

も

に

程

度

副

詞

の

修

飾

を

受

け

る

こ

と

が

可

能

で

あ

る

が

、

一

部

の

程

度

副

詞

は

主

と

し

て

形

容

（

動

）

詞

を

修

飾

す

る

（

例

：
「

と

て

も

」

は

「

食

べ

る

」

「

走

る

」

と

い

っ

た

動

詞

を

直

接

修

飾

・

規

定

す

る

こ

と

は

で

き

な

い

）

。

従

っ

て

、

（

Ⅲ

）

修

飾

語

の

性

質

に

注

目

す

れ

ば

、

被

修

飾

語

の

漢

語

の

品

詞

性

も

あ

る

程

度

推

測

で

き

る

の

で

は

な

い

か

と

考

え

る

。

こ

れ

は

、

和

語

の

修

飾

語

に

限

っ

た

話

で

は

な

く

、

漢

語

の

修

飾

語

に

つ

い

て

も

同

様

の

こ

と

が

言

え

る

。

た

と

え

ば

、

中

国

古

典

で

は

、

「

～

至

」

「

～

甚

」

「

～

無

極

」

と

い

っ

た

後

置

修

飾

語

（

中

国

語

文

法

で

は

「

程

度

補

語

」
（

注

⑭

）

と

も

）

が

あ

る

が

、

こ

れ

ら

は

、

と

も

に

形

容

詞

し

か

修

飾

し

な

い

と

い

う

特

徴

を

持

ち

、

日

本

の

訓

点

資

料

や

漢

文

体

資

料

に

も

使

わ

れ

て

い

た

。

こ

の

こ

と

か

ら

す

る

と

、

前

掲

の

修

飾

語

を

伴

う

「

迷

惑

」

の

例

文

が

存

在

す

れ

ば

、

そ

の

「

迷

惑

」

も

動

詞

で

は

な

く

、

形

容

詞

的

な

性

質

を

持

つ

も

の

と

認

定

で

き

る

。

最

後

に

、

（

Ⅳ

）

は

、

述

部

に

あ

る

「

迷

惑

」

の

品

詞

性

を

、

評

価

性

と

い

う

観

点

か

ら

見

た

も

の

で

あ

る

。

す

べ

て

の

形

容

（

動

）

詞

は

、

評

価

性

を

持

っ

て

い

る

。

よ

っ

て

、

「

迷

惑

」

が

、

前

の

文

に

提

示

さ

れ

た

事

柄

・

人

物

（

い

わ

ゆ

る

主

題

）

に

対

す

る

評

価

を

表

す

場

合

、

形

容

詞

的

な

性

質

を

有

す

る

も

の

（

例

：
そ

れ

は

迷

惑

だ

）

と

考

え

、

反

対

に

感

情

主

（

主

語

）

の

一

時

的

な

感

情

を

指

し

示

す

場

合

、

動

詞

的

な

性

質

を

持

つ

も

の

（

例

：
彼

は

迷

惑

し

て

い

る

）

と

見

な

す

。

前

述

し

た

判

別

基

準

を

も

と

に

、

情

意

述

語

文

に

お

け

る

「

迷

惑

」

の

品

詞

判

別

条

件

に

つ

い

て

、

次

の

よ

う

に

考

え

た

。

◎

形

容

詞

と

判

別

す

る

た

め

の

条

件

（

Ⅰ

）

「

迷

惑

」

は

一

人

称

の

感

情

表

出

に

用

い

ら

れ

る

。

そ

の

場

合

、

感

情

主

は

日

記

の

記

主

、

文

書

の

書

―
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き

手

自

身

、

あ

る

い

は

会

話

文

や

心

話

文

の

話

者

で

あ

り

、

述

語

文

の

文

中

に

現

れ

る

こ

と

は

な

い

。

（

Ⅱ

）

感

情

を

も

た

ら

す

機

縁

と

な

る

対

象

語

は

、

述

語

文

の

主

部

に

現

れ

る

。

（

Ⅲ

）

「

迷

惑

」

を

規

定

す

る

前

置

・

後

置

修

飾

語

は

程

度

表

現

で

、

専

ら

形

容

（

動

）

詞

を

修

飾

す

る

タ

イ

プ

の

も

の

で

あ

る

。

（

Ⅳ

）

述

部

の

「

迷

惑

」

は

、

対

象

語

（

主

題

）

の

評

価

に

当

た

る

。

右

に

挙

げ

た

条

件

の

う

ち

、

三

つ

（

特

に

（

Ⅰ

）

と

（

Ⅱ

）

）

を

満

た

せ

ば

、

該

当

構

文

に

お

け

る

「

迷

惑

」

の

品

詞

性

を

形

容

（

動

）

詞

と

す

る

。

◎

動

詞

と

判

別

す

る

た

め

の

条

件

（

Ⅰ

）

「

迷

惑

」

は

三

人

称

の

感

情

描

写

に

用

い

ら

れ

る

。

そ

の

場

合

、

感

情

主

は

地

の

文

や

ト

書

き

文

の

登

場

人

物

で

あ

り

、

基

本

的

に

は

述

語

文

の

文

中

に

明

記

さ

れ

る

。

（

Ⅱ

）

感

情

を

も

た

ら

す

機

縁

と

な

る

対

象

語

が

存

在

す

る

場

合

、

文

の

主

部

に

現

れ

る

こ

と

は

な

い

。

（

Ⅲ

）

「

迷

惑

」

を

規

定

す

る

前

置

・

後

置

修

飾

語

は

見

当

た

ら

な

い

。

（

Ⅳ

）

述

部

の

「

迷

惑

」

は

、

感

情

主

（

主

語

）

の

一

時

的

な

感

情

を

表

し

て

い

る

。

右

の

う

ち

、

三

つ

（

特

に

（

Ⅰ

）

と

（

Ⅱ

）

）

を

満

た

す

場

合

に

、

「

迷

惑

」

の

品

詞

性

を

動

詞

と

認

定

す

る

。

以

上

、

情

意

述

語

文

に

お

け

る

「

迷

惑

」

の

品

詞

判

別

に

つ

い

て

、

筆

者

の

立

場

か

ら

幾

つ

か

の

基

準

を

提

示

し

た

。

次

節

以

降

で

は

、

こ

の

基

準

に

基

づ

き

、

語

義

変

化

と

連

動

し

て

「

迷

惑

」

の

歴

史

的

変

遷

の

過

程

を

考

察

し

て

い

く

。

四

、

中

国

文

献

に

見

ら

れ

る

漢

語

「

迷

惑

」

の

原

義

漢

語

「

迷

惑

」

の

変

容

を

論

じ

る

前

に

、

ま

ず

は

原

語

の

使

用

様

態

と

日

本

に

お

け

る

そ

の

受

容

過

程

を

確

認

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

古

代

中

国

の

典

籍

に

見

ら

れ

る

用

法

に

関

し

て

は

、

拙

稿

（

二

〇

一

二

）

で

す

で

に

取

り

上

げ

た

が

、

論

述

の

都

合

上

、

以

下

に

用

例

と

合

わ

せ

て

概

要

を

ま

と

め

て

お

く

。

「

迷

惑

」

は

、

元

々

第

三

者

の

困

惑

し

た

心

情

を

描

写

す

る

動

詞

用

法

と

し

て

多

用

さ

れ

て

お

り

（

注

⑮

）

、

ま

た

そ

の

語

義

に

つ

い

て

は

、

次

の

三

つ

に

分

類

で

き

る

（

以

下

の

用

例

は

筆

者

の

調

査

に

よ

る

も

の

で

あ

る

）

。

イ

「

道

・

方

向

に

迷

う

」

の

意

に

相

当

す

る

用

法

（

）

會

前

軍

未

還

，

夜

迷

惑

，

誤

入

賊

營

，

賊

便

退

散

。

4

（

『

三

国

志

』

「

魏

書

」

二

公

孫

陶

四

張

傳

）

ロ

「

心

が

惑

う

」

の

意

に

相

当

す

る

用

法

（

）

且

燕

國

大

亂

，

君

臣

失

計

，

上

下

迷

惑

，

〈

後

略

〉

5

（

『

史

記

』

巻

八

十

三

・

魯

仲

連

鄒

陽

列

傳

）

ハ

「

人

を

惑

わ

す

」

の

意

に

相

当

す

る

用

法

《

使

役

用

法

と

他

動

詞

用

法

》

（

）

臣

前

遣

校

尉

宿

舒

、

郎

中

令

孫

綜

，

甘

言

厚

禮

，

以

誘

吳
賊

。

幸

賴

天

道

福

助

大

魏

，

使

此

6
賊

虜

暗

然

迷

惑

，

〈

後

略

〉

（

『

魏

書

』

二

公

孫

陶

四

張

傳

〔

南

朝

宋

・

裴

松

之

注

〕

／

中

華

書

局

本

『

三

国

志

』

に

拠

る

）

―
3
8
―



（

）

〈

前

略

〉

或

言

獨

足

。

魍

魎

，

山

精

，

好

學

人

聲

而

迷

惑

人

也

。

7

（

『

史

記

集

解

』

巻

四

十

七

・

孔

子

世

家

第

十

七

〔

南

朝

宋

・

裴

駰

注

〕

／

中

華

書

局

本

『

史

記

』

に

拠

る

）

先

行

研

究

の

意

味

分

類

に

準

じ

て

、

中

国

文

献

に

出

て

く

る

「

迷

惑

」

の

用

法

を

分

け

て

み

る

と

、

前

記

の

よ

う

な

も

の

と

な

っ

て

い

る

。

し

か

し

、

拙

稿

（

二

〇

一

二

）

で

も

指

摘

し

て

い

る

よ

う

に

、

筆

者

が

漢

籍

・

仏

典

を

調

査

し

た

と

こ

ろ

で

は

、

前

述

の

い

ず

れ

に

も

該

当

し

な

い

用

法

の

も

の

も

見

受

け

ら

れ

る

。

（

）

周

厲

王

迷

惑

暴

虐

，

國

人

作

亂

，

厲

王

出

奔

于

彘

，

大

臣

行

政

，

故

曰

「

共

和

」

。

8

（

『

史

記

』

巻

三

十

九

・

晋

世

家

）

（

）

燕

王

迷

惑

失

道

，

前

與

齊

王

子

劉

澤

等

為

逆

，

抑

而

不

揚

，

望

王

反

道

自

新

，

〈

後

略

〉

9

（

『

漢

書

』

巻

七

・

昭

帝

紀

）

（

）

（

昌

邑

王

）

荒

淫

迷

惑

，

失

帝

王

禮

誼

，

亂

漢

制

度

。

10

（

同

・

巻

六

十

八

・

霍

光

金

日

傳

）

（

）

我

見

衆

生

，

遠

離

正

道

，

趣

於

邪

徑

，

著

諸

顚

倒

。

虚

妄

迷

惑

，

受

衆

苦

惱

，

〈

後

略

〉

11

（

『

觀

音

義

疏

』

巻

上

）

（

）

～

（

）

の

「

迷

惑

」

は

、

登

場

人

物

の

心

の

あ

り

方

を

示

す

も

の

で

あ

る

た

め

、

そ

の

点

に

8

11

お

い

て

、

前

述

の

「

心

が

惑

う

」

の

意

に

あ

た

る

用

例

（

）

と

の

共

通

性

が

見

ら

れ

る

。

し

か

し

、

そ

5

の

語

義

は

、

あ

る

厄

介

な

目

に

遭

わ

さ

れ

て

「

途

方

に

暮

れ

る

こ

と

」

で

は

な

く

、

「

外

的

要

因

に

よ

ら

な

い

心

の

迷

い

・

錯

乱

」

「

無

知

で

正

常

な

判

別

力

の

な

い

」

と

い

う

人

の

〈

様

態

・

特

性

〉

を

描

く

た

め

に

用

い

ら

れ

た

も

の

と

解

釈

で

き

る

。

（

）

～

（

）

の

「

迷

惑

」

は

、

そ

れ

ぞ

れ

「

暴

虐

」

「

失

8

11

道

」

「

荒

淫

」

「

虚

妄

」

と

い

っ

た

評

価

語

彙

と

並

列

関

係

に

あ

り

、

共

に

「

周

厲

王

」

「

燕

王

」

「

昌

邑

王

」

「

正

道

を

踏

み

外

し

た

衆

生

」

に

対

す

る

評

価

を

表

し

て

い

る

こ

と

が

見

受

け

ら

れ

る

。

要

す

る

に

、

こ

こ

で

い

う

「

迷

惑

」

は

、

（

）

に

示

し

た

「

迷

惑

」

と

異

な

り

、

外

的

要

因

《

燕

國

の

大

亂

》

に

よ

5

っ

て

も

た

ら

さ

れ

た

登

場

人

物

「

君

臣

上

下

」

の

〈

動

顛

・

動

揺

〉

を

表

す

も

の

で

は

な

い

。

な

お

、

外

的

要

因

に

よ

ら

な

い

「

迷

惑

」

は

、

用

例

（

）

を

含

め

て

、

漢

訳

仏

典

に

夥

し

い

数

の

例

が

あ

る

た

め

、

11

サ

ン

ス

ク

リ

ッ

ト

語

の

影

響

を

受

け

継

い

だ

も

の

と

も

推

測

さ

れ

る

。

こ

こ

で

、

鳩

摩

羅

什

訳

『

妙

法

蓮

華

経

』

（

旧

訳

）

の

例

を

見

て

み

よ

う

。

（

）

若

我

遇

衆

生

，

盡

教

以

佛

道

，

無

智

者

錯

亂

，

迷

惑

不

受

教

。

12

（

第

二

・

方

便

善

巧

品

六

十

二

／

梵

漢

対

勘

妙

法

蓮

華

経

に

拠

る

）

（

）

當

來

世

惡

人

，

聞

佛

説

一

乗

，

迷

惑

不

信

受

，

破

法

堕

惡

道

。

13

（

第

二

・

方

便

善

巧

品

一

四

二

）

こ

れ

に

対

し

、

原

典

のSaddharm
a
Puṇḍarīka

Sūtra

で

は

、

（

）sacedahaṃ
śārisutā

vadeyaṃ
sattvāna

bodhāya
janetha

chandam
/ajānakāḥ

sarva

14bhram
eyur

atra
na

jātu
gṛhṇīyu

subhāṣitaṃ
m
e
//Saddhp_2.62

//

―
3
9
―



（

）śrutvā
ca

yānaṃ
m
am

a
etadekaṃ

prakāśitaṃ
tena

jinena
āsīt

/
anāgate

'dhvāni

15bhram
eyu

sattvāḥ
sūtraṃ

kṣipitvā
narakaṃ

vrajeyuḥ
//Saddhp_2.142

//
と

書

か

れ

て

い

る

（

注

⑯

）

。

（

）

（

）

の

「

迷

惑

」

に

対

応

す

る

（

）

（

）

の

箇

所

は

、

そ

れ

ぞ

れ

12

13

14

15

bhram
eyur

、bhram
eyur

と

い

っ

た

梵

語

が

使

わ

れ

て

お

り

、

と

も

にB
H

ram

を

語

根

と

す

る

動

詞

の

仮

定

表

現

に

当

た

る

。B
H

ram

の

原

義

は

「

徘

徊

」

「

彷

徨

う

」

で

あ

っ

た

が

、

そ

こ

か

ら

「

迷

う

」

「

惑

う

」

と

い

っ

た

意

味

が

派

生

し

、

そ

れ

に

近

い

意

味

の

「

迷

惑

」

が

訳

語

と

し

て

用

い

ら

れ

た

と

思

わ

れ

る

（

注

⑰

）

。

五

、

漢

語

「

迷

惑

」

の

日

本

へ

の

受

容

こ

こ

で

日

本

文

献

の

用

例

に

目

を

転

じ

よ

う

。

前

節

で

挙

げ

た

（

）

～

（

）

の

用

法

は

、

上

代

か

11

13

ら

平

安

中

期

ま

で

に

成

立

し

た

日

本

撰

述

の

初

期

仏

典

資

料

（

注

⑱

）

に

も

主

と

し

て

使

用

さ

れ

て

い

る

。

（

）

若

我

遇

衆

生

盡

敎

以

佛

道

無

智

者

錯

亂

迷

惑

不

受

敎

16

（

『

法

華

經

義

疏

』

巻

一

「

方

便

品

」

第

二

）

（

）

若

不

レ

信

二

此

語

一

者

必

應

レ

堕

二

無

間

惡

道

一

。

故

經

二

當

來

世

惡

人

聞

佛

説

一

乗

迷

惑

不

信

者

17
破

法

堕

惡

道

一

〈

後

略

〉

（

『

一

念

成

佛

義

』

二

十

四

巻

・

天

台

小

部

集

釋

／

大

日

本

佛

教

全

書

に

拠

る

）

右

に

挙

げ

た

『

法

華

經

義

疏

』

と

『

一

念

成

佛

義

』

の

例

に

関

し

て

は

、

平

安

初

期

の

點

本

・

山

田

本

『

妙

法

蓮

華

經

方

便

品

第

二

』

（

白

點

〔

京

都

大

学

所

蔵

複

製

本

参

照

〕

）

に

も

類

似

し

た

箇

所

が

見

ら

れ

る

。

（

）

无

智

ノ

者

ハ

錯

ち

亂

（

る

ゝ

）

コ

ト

ア

リ

、

迷

惑

ス

ル

コ

ト

ヲ

シ

テ

不

レ

（

ず

）

ナ

リ

な

ま

し

受

レ

敎

ヲ

。

18

（

妙

法

蓮

華

經

方

便

品

第

二

・

六

ノ

三

〇

）

（

）

（

當

来

ノ

世

ノ

悪

人

）

迷

惑

シ

テ

不

シ

テ

二

信

受

セ

一

、

破

レ

（

り

）

テ

法

ヲ

堕

二

つ

べ

く

ア

ラ

ム

ヒ

ト

（

と

）

悪

道

ニ

一

、

19

（

同

・

一

〇

ノ

四

）

（

）

の

「

ス

ル

コ

ト

ヲ

シ

テ

」

に

つ

い

て

は

、

大

坪

（

一

九

五

六

）

が

指

摘

し

て

い

る

通

り

、

特

殊

18

な

サ

変

動

詞

用

法

で

は

あ

る

が

、

「

初

期

の

訓

點

語

に

か

な

り

廣

く

行

は

れ

た

語

法

」

（

三

一

頁

）

と

言

え

る

（

注

⑲

）

。

（

）

（

）

に

付

さ

れ

て

い

る

訓

注

を

見

れ

ば

分

か

る

よ

う

に

、

当

時

の

加

点

者

は

字

音

語

18

19

「

迷

惑

」

を

動

詞

と

し

て

捉

え

て

い

る

こ

と

が

多

い

。

こ

れ

ら

の

「

迷

惑

」

は

、

主

に

「

（

衆

生

は

）

物

事

の

是

非

を

判

別

す

る

こ

と

は

で

き

ず

、

神

仏

の

正

し

い

教

え

を

受

け

入

れ

な

い

」

の

意

で

使

用

さ

れ

て

い

る

。

す

な

わ

ち

、

日

本

の

仏

教

関

係

書

に

お

け

る

「

迷

惑

」

は

、

ほ

ぼ

中

国

仏

典

に

あ

る

（

）

～

11

（

）

の

意

味

を

踏

ま

え

た

も

の

と

考

え

ら

れ

る

。

13こ

こ

で

、

（

）

（

）

の

品

詞

の

判

定

に

つ

い

て

一

つ

の

問

題

が

生

じ

て

く

る

。

第

四

節

で

述

べ

た

よ

18

19

う

に

、

（

）

～

（

）

の

「

迷

惑

暴

虐

」

「

迷

惑

失

道

」

「

荒

淫

迷

惑

」

「

虚

妄

迷

惑

」

な

ど

の

場

合

は

、

8

13

人

の

〈

様

態

・

特

性

〉

を

描

く

た

め

に

用

い

ら

れ

た

も

の

と

解

釈

で

き

る

。

単

な

る

意

味

に

基

づ

い

て

分

類

す

れ

ば

、

こ

れ

ら

は

形

容

詞

用

法

と

見

ら

れ

よ

う

。

そ

れ

に

対

し

、

前

述

し

た

（

）

（

）

の

「

迷

18

19

惑

」

は

、

平

安

初

期

の

訓

注

で

は

「

迷

惑

ス

ル

コ

ト

ヲ

シ

テ

」

「

迷

惑

シ

テ

」

の

如

く

「

サ

変

動

詞

用

法

」

で

あ

る

。

そ

う

す

る

と

、

（

）

（

）

は

、

漢

訳

仏

典

に

あ

る

（

）

～

（

）

な

ど

の

意

味

を

踏

18

19

11

13

―
4
0
―



ま

え

た

も

の

に

も

か

か

わ

ら

ず

、

そ

の

一

方

を

動

詞

と

し

て

訓

読

さ

れ

て

い

た

も

の

と

見

な

し

、

他

方

を

形

容

詞

的

用

法

と

考

え

る

こ

と

は

些

か

矛

盾

し

て

い

る

よ

う

に

も

見

え

る

。

こ

の

よ

う

な

現

象

に

つ

い

て

は

、

す

で

に

中

川

（

二

〇

〇

二

）

で

取

り

上

げ

ら

れ

て

お

り

、

「

同

じ

語

で

あ

っ

て

も

、

中

国

語

で

は

形

容

詞

用

法

を

も

つ

の

に

日

本

語

で

は

サ

変

動

詞

に

な

る

」

と

い

う

傾

向

が

述

べ

ら

れ

て

い

る

。

拙

稿

（

二

〇

一

二

・

六

五

頁

）

で

も

、

中

川

（

二

〇

〇

二

）

の

論

を

踏

ま

え

て

前

述

し

た

品

詞

の

違

い

を

説

明

し

て

い

る

が

、

後

に

調

査

検

討

し

た

結

果

、

拙

稿

の

説

に

関

し

て

は

、

な

お

検

討

す

る

余

地

が

残

っ

て

い

る

こ

と

も

分

か

っ

た

。

具

体

的

に

は

、

そ

こ

で

得

ら

れ

た

「

迷

惑

」

の

品

詞

に

対

す

る

考

察

の

結

果

は

、

同

一

の

判

別

基

準

に

よ

る

も

の

で

は

な

い

と

い

う

こ

と

で

あ

る

。

中

国

の

漢

訳

仏

典

に

お

け

る

「

迷

惑

」

を

形

容

詞

用

法

と

し

た

の

は

、

そ

の

語

の

意

味

（

様

態

・

特

性

）

に

基

づ

く

分

析

で

あ

る

（

注

⑳

）

が

、

日

本

の

訓

点

資

料

に

お

け

る

そ

れ

を

サ

変

動

詞

と

し

て

見

た

場

合

、

そ

の

分

析

結

果

は

、

当

該

語

の

形

態

的

な

特

徴

「

ス

ル

」

「

シ

テ

」

に

基

づ

く

も

の

で

あ

る

（

拙

稿

（

二

〇

二

一

）

参

照

）

。

こ

う

い

っ

た

異

な

る

判

別

基

準

が

混

在

す

る

以

上

、

判

別

の

結

果

に

ズ

レ

が

生

じ

る

可

能

性

も

出

て

く

る

だ

ろ

う

。

こ

こ

で

の

「

迷

惑

」

の

品

詞

性

を

再

検

証

す

る

と

い

う

意

味

で

も

、

日

中

両

言

語

が

兼

ね

備

え

て

い

る

統

語

的

機

能

（

構

文

的

な

特

徴

）

と

い

う

面

か

ら

見

て

い

く

必

要

が

あ

ろ

う

。

本

稿

第

三

節

で

の

提

案

を

踏

ま

え

る

と

、

こ

れ

ら

の

「

迷

惑

」

は

次

の

四

つ

の

条

件

の

う

ち

、

（

Ⅰ

）

（

Ⅱ

）

（

Ⅲ

）

を

満

た

し

て

い

る

と

言

え

る

。

（

Ⅰ

）

「

迷

惑

」

は

三

人

称

の

感

情

描

写

に

用

い

ら

れ

、

感

情

主

は

基

本

的

に

は

述

語

文

の

文

中

に

明

記

さ

れ

る

。

（

Ⅱ

）

感

情

を

も

た

ら

す

機

縁

と

な

る

対

象

語

「

Ｙ

」

は

存

在

し

な

い

、

あ

る

い

は

文

の

主

部

に

現

れ

る

こ

と

は

な

い

。

（

Ⅲ

）

「

迷

惑

」

を

規

定

す

る

前

置

・

後

置

修

飾

語

は

見

当

た

ら

な

い

。

（

Ⅳ

）

述

部

の

「

迷

惑

」

は

、

感

情

主

（

主

語

）

の

一

時

的

な

感

情

を

表

し

て

い

る

。

前

述

の

「

迷

惑

」

は

、

（

Ⅳ

）

以

外

の

三

つ

の

構

文

的

要

素

を

備

え

て

い

る

た

め

、

統

語

的

に

は

動

詞

用

法

と

考

え

る

こ

と

が

で

き

る

。

こ

の

判

別

結

果

は

、

サ

ン

ス

ク

リ

ッ

ト

語

原

典

で

動

詞

表

現

と

し

て
bhram

eyur

、bhram
eyur

が

用

い

ら

れ

て

い

る

点

か

ら

し

て

も

（

（

）

（

）

参

照

）

、

不

自

然

な

こ

と

で

14

15

は

な

い

。

ま

た

、

こ

れ

ら

を

動

詞

用

法

と

見

な

す

こ

と

で

、

「

迷

惑

」

の

構

文

的

変

化

や

、

後

に

現

れ

る

形

容

詞

述

語

文

（

後

述

）

と

の

違

い

も

よ

り

明

確

に

記

述

す

る

こ

と

が

可

能

に

な

る

と

考

え

る

。

な

お

、

〈

迷

妄

・

錯

乱

・

判

断

力

の

喪

失

〉

を

表

す

「

迷

惑

」

は

、

特

殊

な

用

法

と

し

て

漢

訳

仏

典

の

世

界

に

止

ま

っ

て

お

り

、

平

安

末

期

～

鎌

倉

初

期

成

立

の

公

家

日

記

『

玉

葉

』

（

「

愚

慮

迷

惑

不

レ

知

レ

所

レ

爲

」

嘉

應

元

年

正

月

七

日

〔

割

注

の

部

分

〕

）

と

、

近

代

短

編

作

品

『

倫

敦

塔

』

（

「

迷

惑

の

人

と

伍

せ

ん

と

す

る

も

の

は

此

門

を

く

ゞ

れ

」

明

治

三

八

年

）

以

外

に

は

管

見

の

限

り

見

当

た

ら

な

い

。

こ

こ

に

挙

げ

て

い

る

明

治

三

八

年

の

例

文

は

、

漱

石

が

『

倫

敦

塔

』

の

中

で

引

用

し

た

、

ダ

ン

テ

『

神

曲

』

地

獄

篇

第

三

歌

の

冒

頭

に

あ

る

地

獄

の

門

の

銘

で

あ

る

。

漱

石

は

、Tem
ple

C
lassics

の

伊

英

対

訳

本

に

あ

る

「the
people

lost

」

を

「

迷

惑

の

人

」

と

訳

し

て

い

る

。

こ

の

ノ

型

形

容

（

動

）

詞

の

用

法

に

つ

い

て

、

近

藤

・

邢

（

二

〇

一

一

）

は

「

現

代

的

な

意

味

も

古

い

意

味

も

ぴ

っ

た

り

と

は

当

て

は

ま

り

そ

う

に

な

い

。

〈

中

略

〉

『

神

曲

』

の

解

釈

と

し

て

い

ず

れ

が

適

切

で

あ

る

か

論

じ

る

能

力

は

筆

者

ら

に

は

な

い

〈

後

略

〉

」

（

七

～

八

頁

）

と

述

べ

て

い

る

が

、

著

者

漱

石

が

漢

文

と

英

文

の

素

養

を

兼

ね

備

え

て

い

た

こ

と

を

踏

ま

え

れ

ば

、

翻

訳

語

と

し

て

の

「

迷

惑

の

人

」

は

、

漢

訳

仏

典

に

あ

る

「

迷

惑

不

信

者

（

梵

bhrāntṛ

）

」

に

由

来

し

て

お

り

、

こ

こ

で

は

生

前

キ

リ

ス

ト

教

の

教

え

を

受

け

入

れ

ず

に

罪

を

犯

し

た

亡

者

の

こ

と

を

指

―
4
1
―



し

て

い

る

と

思

わ

れ

る

（

注

㉑

）

。

ま

た

、

前

節

で

述

べ

た

「

道

・

方

向

に

迷

う

」

「

彷

徨

う

」

に

近

い

意

味

を

持

つ

例

（

用

例

（

）

参

4

照

）

に

つ

い

て

、

平

安

末

期

の

寺

誌

『

東

大

寺

要

録

』

に

は

、

（

）

堂

内

御

光

下

、

山

上

勅

使

諸

僧

侶

等

、

迷

惑

失

方

、

即

曇

雲

俄

聳

、

大

雨

急

降

20

（

東

大

寺

要

録

雑

事

章

第

十

・

寛

弘

二

年

三

月

八

日

）

と

あ

る

が

、

こ

の

よ

う

な

用

法

も

前

記

の

仏

教

関

連

の

書

物

に

止

ま

っ

て

お

り

、

後

の

時

代

ま

で

は

残

ら

な

か

っ

た

。

そ

の

ほ

か

、

鎌

倉

初

期

成

立

の

仏

書

『

教

行

信

証

』

を

紐

解

く

と

、

（

）

誠

知

悲

哉

愚

禿

鸞

沈

三

没

シ

於

ニ

二

愛

欲

ノ

広

海

一

迷

三

惑

シ

テ

於

ニ

二

名

利

ノ

太

山

一

21

（

顕

浄

土

真

実

教

行

証

文

類

・

三

）

と

い

っ

た

例

が

見

ら

れ

る

。

こ

の

一

文

は

前

後

が

対

句

と

っ

て

お

り

、

「

迷

惑

」

は

、

（

）

と

同

じ

く

20

「

道

・

方

向

に

迷

う

」

「

（

太

山

を

）

彷

徨

う

」

の

意

に

あ

た

る

動

詞

用

法

と

考

え

る

こ

と

も

可

能

で

あ

る

が

、

そ

の

一

方

、

「

道

理

や

義

理

に

迷

う

」

（

欒

（

二

〇

一

三

・

七

一

頁

）

を

参

照

）

の

意

に

も

取

れ

る

。

こ

れ

は

、

「

愛

欲

」

を

「

広

い

海

」

に

、

「

名

利

」

を

「

太

山

」

に

喩

え

る

こ

と

で

実

現

し

て

お

り

、

中

国

古

典

に

は

よ

く

見

ら

れ

る

比

喩

表

現

で

あ

る

。

こ

こ

で

の

構

文

「

迷

惑

＋

於

～

」

の

「

迷

惑

」

も

、

親

鸞

が

自

分

自

身

を

第

三

者

の

視

点

に

置

き

換

え

て

、

客

観

的

に

自

身

の

心

情

を

描

写

す

る

感

情

動

詞

と

見

る

こ

と

が

で

き

る

。

ど

ち

ら

の

意

味

で

解

釈

す

べ

き

か

、

判

断

に

迷

う

部

分

で

は

あ

る

が

、

い

ず

れ

に

し

て

も

、

中

国

文

献

に

お

け

る

動

詞

用

法

を

踏

襲

し

た

も

の

と

見

受

け

ら

れ

よ

う

。

上

代

～

中

世

前

期

に

お

い

て

は

、

前

節

に

挙

げ

た

（

）

の

よ

う

な

「

あ

る

対

象

に

惑

わ

さ

れ

る

」

5

「

あ

る

原

因

で

戸

惑

う

」

の

意

に

と

れ

る

用

法

が

当

時

の

「

迷

惑

」

の

主

流

で

あ

り

、

現

存

の

歴

史

書

・

古

文

書

・

古

記

録

に

関

し

て

は

、

そ

の

語

義

以

外

の

用

例

は

決

し

て

多

く

は

な

い

。

代

表

的

な

例

に

つ

い

て

は

、

す

で

に

拙

稿

（

二

〇

一

二

）

で

取

り

上

げ

て

い

る

が

、

こ

こ

で

は

、

そ

の

う

ち

の

や

や

特

殊

な

三

例

を

詳

し

く

見

て

い

く

。

（

）

有

人

占

云

、

是

邑

人

、

必

為

魅

鬼

所

迷

惑

。

不

久

如

言

被

其

抄

掠

。

22

（

『

日

本

書

紀

』

欽

明

五

年

一

二

月

）

（

）

新

田

四

郎

忠

常

出

人

穴

歸

參

。

〈

中

略

〉

其

先

途

大

河

也

。

逆

浪

漲

流

。

失

據

于

欲

渡

。

只

23
迷

惑

之

外

無

他

。

（

『

吾

妻

鏡

』

第

十

七

・

建

仁

三

年

六

月

四

日

）

（

）

南

北

碩

徳

光

宅

・

智

誕

等

二

百

餘

人

、

〈

中

略

〉

以

法

華

經

定

邪

見

之

經

、

令

迷

惑

一

國

之

24
僧

尼

竝

王

臣

等

、

（

日

蓮

聖

人

遺

文

・

日

蓮

書

状

・

文

永

十

二

年

下

春

十

日

）

こ

れ

ら

の

「

迷

惑

」

は

、

す

べ

て

「

あ

る

対

象

に

惑

わ

さ

れ

る

」

「

あ

る

原

因

で

戸

惑

う

」

こ

と

を

描

写

す

る

た

め

に

用

い

ら

れ

て

お

り

、

能

動

文

（

）

の

ほ

か

に

、

（

）

の

「

為

︙

所

︙

」

と

い

う

中

国

23

22

漢

代

成

立

の

受

動

文

の

句

式

も

見

ら

れ

る

（

注

㉒

）

天

文

九

年

写

の

卜

部

兼

右

本

の

訓

点

に

よ

れ

ば

、

こ

こ

―
4
2
―



の

「

所

迷

惑

」

と

い

う

漢

字

列

は

、

「

ま

ど

は

さ

れ

む

」

と

訓

ま

れ

て

い

た

（

注

㉓

）

。

（

）

は

源

頼

家

に

よ

23

る

富

士

の

巻

狩

に

際

し

て

、

仁

田

（

新

田

）

忠

常

が

人

穴

を

探

索

し

た

場

面

で

あ

る

。

流

れ

の

激

し

い

川

が

目

の

前

に

横

た

わ

っ

て

い

る

た

め

、

新

田

四

郎

忠

常

の

主

従

六

人

が

ど

の

よ

う

に

渡

れ

ば

い

い

か

分

か

ら

ず

、

途

方

に

暮

れ

て

い

る

様

子

が

描

か

れ

て

い

る

。

こ

こ

に

見

ら

れ

る

「

迷

惑

之

外

無

他

」

は

、

『

東

鑑

』

寛

永

三

年

版

文

の

付

訓

に

従

う

と

、

「

迷

惑

ス

ル

ノ

外

他

無

シ

」

と

い

う

訓

み

に

な

る

（

注

㉔

）

。

構

文

的

な

面

か

ら

見

て

も

、

感

情

の

主

体

《

新

田

四

郎

忠

常

の

主

従

》

が

文

中

に

明

記

さ

れ

て

い

る

た

め

、

他

の

用

例

と

同

じ

く

感

情

主

（

第

三

者

）

の

感

情

を

描

写

す

る

動

詞

用

法

と

し

て

扱

う

こ

と

が

で

き

る

。

（

）

の

「

令

迷

惑

」

も

、

意

味

・

用

法

の

面

か

ら

す

れ

ば

、

中

国

古

典

文

に

お

け

る

「

人

を

惑

わ

せ

24
る

」

の

意

に

あ

た

る

動

詞

の

使

役

用

法

〈

用

例

（

）

〉

と

し

て

捉

え

ら

れ

る

。

そ

の

大

意

は

、

「

南

北

の

6

碩

徳

光

宅

・

智

誕

等

二

百

余

人

が

法

華

経

を

邪

見

の

経

と

定

め

て

、

一

国

の

僧

尼

と

王

臣

等

を

惑

わ

せ

る

」

と

な

る

。

こ

こ

で

の

「

迷

惑

一

國

之

僧

尼

竝

王

臣

等

」

で

は

、

倒

置

の

表

記

法

が

使

わ

れ

て

い

る

こ

と

か

ら

、

著

者

の

純

漢

文

に

よ

る

文

章

作

成

の

意

図

が

窺

え

る

。

し

か

し

、

漢

文

訓

読

す

る

際

に

補

読

す

べ

き

語

「

令

（

し

む

）

」

を

「

迷

惑

」

の

前

に

書

き

加

え

て

い

る

た

め

、

本

来

漢

文

に

は

見

ら

れ

な

い

表

現

と

な

り

、

表

記

上

の

破

格

（

峰

岸

明

氏

の

用

語

）

が

生

じ

た

と

推

測

さ

れ

る

（

注

㉕

）

。

前

述

の

漢

文

体

資

料

以

外

に

、

『

平

家

物

語

』

〈

冒

頭

（

）

〉

、

『

愚

管

抄

』

（

「

〈

前

略

〉

世

人

迷

惑

云

3

云

」

第

二

巻

）

、

『

太

平

記

』

（

「

進

退

歩

ヲ

失

テ

前

後

ノ

敵

ニ

迷

惑

ス

」

巻

第

三

六

）

と

い

っ

た

和

漢

混

淆

文

資

料

に

も

「

迷

惑

」

の

用

例

が

見

ら

れ

る

が

（

注

㉖

）

、

こ

れ

ら

の

「

迷

惑

」

も

前

代

の

用

法

を

ほ

ぼ

踏

襲

し

て

お

り

、

「

あ

る

状

況

・

対

象

に

よ

っ

て

惑

わ

さ

れ

る

／

困

惑

す

る

」

と

い

う

本

来

の

意

味

で

使

用

さ

れ

て

い

た

と

考

え

ら

れ

る

。

六

、

中

世

以

降

の

文

献

に

お

け

る

漢

語

「

迷

惑

」

の

変

容

六

ノ

一

、

記

録

・

文

書

類

に

見

ら

れ

る

変

化

の

兆

し

漢

語

は

一

部

の

唐

代

口

語

を

除

け

ば

、

殆

ど

が

一

ま

と

ま

り

の

文

章

語

と

し

て

受

容

さ

れ

た

た

め

、

人

的

交

流

や

口

語

と

し

て

伝

え

ら

れ

て

き

た

他

の

外

来

語

と

は

異

な

り

、

殊

に

受

容

当

初

で

は

原

語

の

意

味

と

文

法

の

影

響

を

直

接

受

け

る

こ

と

が

多

い

。

主

と

し

て

漢

文

系

・

漢

文

訓

読

系

資

料

で

使

わ

れ

て

い

た

「

迷

惑

」

も

当

然

例

外

で

は

な

い

。

前

節

ま

で

見

て

き

た

「

迷

惑

」

は

、

純

漢

文

に

は

見

出

し

得

な

い

措

辞

や

表

記

様

式

こ

そ

あ

る

も

の

の

、

基

本

的

に

は

原

語

の

意

味

・

（

動

詞

）

用

法

を

受

け

継

い

だ

も

の

と

考

え

て

問

題

な

い

。

で

は

、

「

迷

惑

」

の

転

義

と

文

法

変

化

の

兆

し

は

い

つ

か

ら

現

れ

て

き

た

の

か

。

中

世

前

期

の

記

録

・

文

書

類

お

よ

び

、

後

の

口

語

資

料

に

は

、

ま

さ

に

そ

う

い

っ

た

変

化

が

現

れ

始

め

て

い

る

と

言

え

る

。

無

論

、

変

化

と

言

っ

て

も

、

最

初

か

ら

劇

的

に

変

わ

る

こ

と

は

な

か

っ

た

。

次

の

記

録

類

の

例

文

を

見

て

み

た

い

。
（

）

今

源

大

納

言

所

作

者

、

背

両

説

、

迷

惑

之

至

也

、

25

（

『

仙

洞

御

移

徙

部

類

記

』

後

鳥

羽

院

丙

上

・

元

久

元

年

七

月

十

七

日

〔

割

注

の

部

分

〕

）

（

）

自

円

満

院

御

教

書

到

来

、

〈

中

略

〉

可

謂

面

目

、

身

之

大

慶

何

事

如

之

哉

、

凡

自

所

々

被

送

26
賀

札

、

頗

以

迷

惑

々

々

、

（

『

経

俊

卿

記

』

自

円

満

院

宮

被

送

賀

札

事

・

建

長

五

年

十

二

月

廿

四

日

）

―
4
3
―



（

）

は

、

大

宮

右

府

で

置

紙

の

作

法

が

行

わ

れ

た

場

面

で

、

「

源

大

納

言

の

作

法

は

、

通

常

の

作

法

25

に

も

、

大

宮

右

府

流

の

作

法

に

も

背

い

て

お

り

、

非

常

に

混

乱

し

き

っ

た

も

の

で

す

」

と

い

う

よ

う

に

解

釈

で

き

る

。

『

高

山

寺

古

往

来

』

（

「

恐

欣

ノ

〔

之

〕

至

リ

」

第

張

）

、

『

雲

州

往

来

』

（

「

御

志

ノ

〔

之

〕

コ

ン

11

至

リ

」

オ

）

、

『

延

慶

本

平

家

物

語

』

（

「

不

孝

ノ

至

リ

」

第

一

ウ

）

に

は

「

～

之

至

」

が

「

～

ノ

イ

57

2

58

タ

リ

」

と

訓

ま

れ

て

い

る

こ

と

か

ら

、

こ

こ

で

の

「

迷

惑

之

至

」

も

当

時

「

メ

イ

ワ

ク

ノ

イ

タ

リ

」

と

訓

ま

れ

て

い

た

と

推

測

さ

れ

る

（

注

㉗

）

。

「

ノ

」

が

付

い

て

い

る

た

め

、

「

迷

惑

」

が

「

至

」

を

修

飾

し

て

い

る

よ

う

に

見

え

る

が

、

事

実

は

そ

の

逆

で

あ

る

。

経

書

『

孟

子

』

に

は

、

「

寡

レ

助

之

至

、

親

戚

畔

レ

之

、

多

レ

助

之

至

、

天

下

順

レ

之

。

」

（

公

孫

丑

章

句

下

・

新

釈

漢

文

大

系

に

拠

る

）

と

あ

る

こ

と

か

ら

、

（

）

の

「

之

至

」

は

、

中

国

語

の

表

現

を

踏

襲

し

て

い

25

る

も

の

と

思

わ

れ

る

。

こ

こ

で

の

助

字

「

之

」

は

程

度

表

現

「

至

」

と

呼

応

し

て

使

わ

れ

て

お

り

、

全

体

で

「

程

度

を

表

す

補

語

（

中

国

語

文

法

で

は

後

置

状

語

と

も

）

」

と

い

う

働

き

を

有

し

、

前

に

来

る

用

言

を

修

飾

し

て

い

る

。

修

飾

構

造

で

（

）

に

お

け

る

「

迷

惑

」

と

「

之

至

」

の

関

係

を

示

せ

ば

、

〈

中

心

25

語−

後

置

修

飾

語

〉

と

な

る

。

こ

れ

だ

け

で

は

、

（

）

の

「

迷

惑

」

の

用

法

は

中

国

語

の

表

現

を

踏

襲

し

た

も

の

と

い

う

結

論

が

導

25

か

れ

そ

う

に

な

る

が

、

事

は

そ

う

単

純

で

は

な

い

。

古

代

中

国

語

の

文

献

に

は

、

第

四

節

で

挙

げ

た

《

第

三

者

の

途

方

に

暮

れ

た

心

情

》

を

表

す

動

詞

述

語

文

〈

主

語

＋

迷

惑

〉

の

例

「

君

臣

失

計

、

上

下

迷

惑

、

」

〈

用

例

（

）

〉

が

多

用

さ

れ

て

は

い

る

が

、

（

）

の

よ

う

な

〈

主

題or

対

象

語

（

大

納

言

の

行

5

25

為

）

＋

（

迷

惑−

之

至

）

〉

の

例

は

管

見

の

限

り

で

は

見

当

た

ら

な

い

。

こ

の

「

迷

惑

」

は

、

「

之

至

」

を

修

飾

・

限

定

す

る

こ

と

な

く

、

前

に

来

る

「

︙

所

作

者

、

背

両

説

」

を

対

象

語

に

取

っ

て

い

る

た

め

、

「

大

納

言

自

身

が

混

乱

し

き

っ

て

い

る

」

の

意

味

で

は

な

く

、

「

大

納

言

の

作

法

の

誤

り

」

に

対

す

る

記

主

の

評

価

を

表

し

て

い

る

。

本

稿

第

三

節

で

の

提

案

を

踏

ま

え

る

と

、

こ

こ

で

の

「

迷

惑

」

は

次

の

特

徴

を

備

え

て

い

る

。

（

Ⅰ

）

「

迷

惑

」

は

一

人

称

（

日

記

の

記

主

）

の

感

情

表

出

に

用

い

ら

れ

る

。

（

Ⅱ

）

困

惑

し

た

感

情

を

も

た

ら

す

機

縁

（

源

大

納

言

の

作

法

）

は

、

情

意

述

語

文

の

主

部

に

現

れ

て

い

る

。

（

Ⅲ

）

「

迷

惑

」

を

規

定

す

る

後

置

修

飾

語

「

～

之

至

」

は

程

度

副

詞

で

あ

り

、

専

ら

形

容

（

動

）

詞

を

修

飾

す

る

タ

イ

プ

の

も

の

で

あ

る

。

（

Ⅳ

）

「

迷

惑

」

は

、

対

象

語

に

対

す

る

評

価

を

表

し

て

い

る

。

以

上

の

こ

と

か

ら

、

（

）

の

〈

主

題

（

大

納

言

の

作

法

）

＋

迷

惑

〉

は

、

構

文

的

（

統

語

的

）

に

は

25

形

容

詞

述

語

文

に

当

た

り

、

「

迷

惑

」

の

品

詞

性

も

、

第

三

者

の

心

情

を

描

く

感

情

動

詞

と

考

え

る

よ

り

も

、

一

人

称

・

記

主

の

評

価

を

表

す

形

容

（

動

）

詞

と

認

め

た

方

が

妥

当

で

あ

ろ

う

。

こ

れ

を

認

め

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

後

の

口

語

資

料

や

冒

頭

で

挙

げ

た

用

例

（

）

の

よ

う

な

、

典

型

的

な

形

容

詞

述

語

文

の

1

例

の

出

現

に

つ

い

て

も

容

易

に

説

明

で

き

る

。

以

上

、

「

迷

惑

」

は

（

）

の

よ

う

な

対

人

関

係

の

場

面

で

一

人

称

の

感

情

を

表

出

す

る

こ

と

で

、

本

25

来

の

《

主

語

ガ

ま

ど

ふ

》

と

異

な

っ

た

意

味

《

主

題

ハ

困

る

／

混

乱

し

き

っ

て

い

る

〔

＊

主

語

が

困

っ

て

い

る

／

混

乱

し

て

い

る

の

で

は

な

い

〕

》

が

派

生

し

た

（

注

㉘

）

。

こ

の

よ

う

な

日

中

両

言

語

の

特

性

を

兼

ね

備

え

た

例

文

こ

そ

、

言

わ

ば

変

化

の

中

間

段

階

の

も

の

（hybrid

）

で

あ

り

、

比

較

的

気

付

き

に

く

い

変

化

の

パ

タ

ー

ン

と

も

言

え

る

。

―
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―



同

様

に

、

（

）

の

よ

う

な

畳

語

形

式

の

場

合

は

、

他

者

（

円

満

院

）

の

行

為

の

不

当

性

は

認

め

ら

れ

26

な

い

が

、

そ

の

行

為

に

対

す

る

一

人

称

・

記

主

の

評

価

を

表

し

て

い

る

点

で

、

（

）

と

の

共

通

性

が

見

25

ら

れ

る

。

こ

の

場

合

の

「

迷

惑

」

は

、

「

有

難

く

、

恐

れ

多

く

て

ど

の

よ

う

に

応

対

す

れ

ば

良

い

か

分

か

ら

な

い

」

と

解

し

う

る

一

方

で

、

「

ど

の

よ

う

に

振

舞

え

ば

良

い

か

分

か

ら

な

い

」

と

い

う

ニ

ュ

ー

ト

ラ

ル

な

表

現

が

あ

り

、

「

そ

れ

が

自

分

に

と

っ

て

は

困

る

と

も

、

嬉

し

い

と

も

な

る

」

の

意

に

も

取

れ

る

。

「

迷

惑

」

の

新

し

い

表

現

は

、

同

時

代

の

文

書

類

に

も

僅

か

九

例

な

が

ら

確

認

で

き

た

（

注

㉙

）

。

次

に

そ

の

代

表

的

な

二

例

を

挙

げ

る

。

（

）

〈

前

略

〉

近

又

修

理

別

當

耀

清

者

、

依

爲

法

眼

第

二

也

、

同

順

清

者

、

依

爲

法

橋

第

三

也

、

27
任

清

・

嚴

清

亦

復

如

此

、

勘

次

第

之

譲

、

稱

超

越

之

條

、

迷

惑

之

甚

也

、

（

宮

寺

縁

事

抄

告

文

記

類

・

元

仁

二

年

）

（

）

右

、

就

葛

川

理

訴

、

雖

捧

越

訴

状

、

于

今

不

預

御

成

敗

、

結

句

可

令

破

却

葛

川

新

在

家

之

内

、

28
被

仰

下

云

々

、

此

条

、

迷

惑

無

極

也

、

（

京

都

大

學

蔵

明

王

院

文

書

・

近

江

葛

川

住

人

等

請

文

・

文

保

二

年

三

月

）

（

）

は

、

權

別

當

・

幸

清

が

石

清

水

八

幡

宮

の

田

中

宗

清

の

訴

訟

に

対

し

て

行

っ

た

反

論

で

あ

る

。

27

宗

清

が

幸

清

の

權

別

當

へ

の

就

任

を

「

超

越

之

條

」

と

称

し

て

い

る

が

、

そ

れ

に

対

し

、

幸

清

は

、

他

者

（

耀

清

・

順

清

・

任

清

・

嚴

清

）

の

例

を

挙

げ

て

自

分

の

就

任

の

正

当

性

を

強

調

し

て

い

る

。

（

）

は

、

28

葛

川

の

住

人

等

が

、

葛

川

の

新

在

家

を

打

ち

壊

せ

と

い

う

無

動

寺

側

の

下

し

た

判

決

に

抗

議

し

て

い

る

場

面

で

あ

る

。

こ

れ

ら

の

例

文

で

は

、

「

迷

惑

之

甚

」

「

迷

惑

無

極

」

の

よ

う

な

文

書

の

差

出

人

（

幸

清

・

葛

川

の

住

人

等

）

の

抗

議

・

非

難

を

表

す

表

現

が

使

用

さ

れ

て

い

る

。

こ

の

場

合

の

後

置

修

飾

語

「

甚

」

「

無

極

」

は

（

）

の

「

至

」

と

同

じ

く

程

度

を

表

す

も

の

で

、

「

迷

惑

」

に

後

続

し

て

何

ら

か

の

限

定

25

修

飾

を

受

け

る

こ

と

は

な

い

。

「

迷

惑

」

が

、

形

式

名

詞

「

條

（

条

）

」

の

前

に

位

置

す

る

句

を

対

象

語

と

し

て

い

る

こ

と

か

ら

も

分

か

る

よ

う

に

、

構

文

的

に

は

、

（

）

（

）

の

「

迷

惑

」

は

、

（

）

（

）

と

27

28

25

26

同

じ

く

形

容

（

動

）

詞

の

述

語

用

法

と

見

る

べ

き

で

あ

ろ

う

。

こ

れ

ら

の

二

例

は

、

と

も

に

相

手

の

言

い

分

は

筋

が

通

ら

な

い

た

め

、

私

に

は

ど

う

受

け

取

っ

て

良

い

か

分

か

ら

ず

、

理

解

し

が

た

い

と

い

う

表

向

き

の

感

情

が

あ

り

、

結

果

と

し

て

非

難

の

意

味

合

い

が

生

ま

れ

た

と

考

え

ら

れ

る

。

こ

の

よ

う

に

、

相

手

の

言

動

を

理

解

し

か

ね

て

、

間

接

的

に

相

手

の

言

動

を

非

難

す

る

と

い

う

心

的

態

度

が

現

れ

て

い

る

。

語

義

と

構

文

的

特

徴

の

変

化

の

要

因

は

こ

こ

に

あ

る

と

言

っ

て

も

過

言

で

は

な

い

。

「

迷

惑

」

の

新

し

い

用

法

は

、

中

世

後

期

以

降

の

記

録

文

書

類

に

も

受

け

継

が

れ

て

い

く

。

（

）

〈

前

略

〉

歸

宅

之

處

、

藏

氷

、

大

學

、

勾

勘

、

三

村

、

大

津

等

入

來

、

此

所

迷

惑

之

外

無

他

。

29
一

獻

召

出

了

、

點

心

一

沙

汰

之

、

其

後

又

此

人

々

行

向

被

夜

宿

了

。

（

『

康

富

記

』

應

永

丗

年

八

月

十

四

日

）

（

）

〈

前

略

〉

三

ケ

年

の

訴

訟

ハ

、

彼

御

退

散

、

當

方

へ

渡

御

候

へ

の

事

に

て

候

、

た

ま

〳

〵

御

30
退

散

之

處

、

又

加

様

に

延

引

之

間

、

迷

惑

仕

候

、

（

『

建

内

記

』

菊

亭

本

第

十

巻

・

文

安

元

年

二

月

十

一

日

）

（

）

春

日

殿

へ

申

入

候

通

被

通

被

聞

召

被

仰

下

候

段

、

御

心

安

被

懸

御

目

候

ニ

、

餘

御

慇

懃

か

ま

31
し

き

儀

共

、

迷

惑

仕

候

、

可

然

候

様

ニ

以

御

心

得

被

仰

上

可

給

候

、

恐

々

謹

言

（

細

川

忠

利

文

書

十

二

・

五

月

十

七

日

生

島

秀

成

宛

書

状

・

寛

永

十

二

年

五

月

十

七

日

）

―
4
5
―



（

）

右

ハ

不

積

渡

候

已

前

運

賃

銀

之

義

懸

合

も

在

之

候

ハ

、

〈

中

略

〉

運

賃

減

少

之

勘

弁

も

其

節

32
出

来

可

申

之

処

、

不

沙

汰

ニ

て

一

時

積

入

被

取

斗

運

賃

拾

五

匁

之

割

懸

合

詰

ニ

相

成

、

私

共

運

賃

銀

貧

り

候

様

申

下

し

候

与

被

存

候

段

迷

惑

ニ

奉

存

候

。

（

大

坂

廻

船

差

配

九

店

関

係

文

書

・

嘉

永

四

年

二

月

）

（

）

は

、

室

町

期

の

日

記

『

康

富

記

』

応

永

三

〇

年

八

月

十

四

日

条

に

出

て

く

る

記

述

で

あ

る

。

該

29

当

箇

所

は

、

雨

の

夜

、

記

主

中

原

氏

が

連

歌

百

韻

を

詠

ん

だ

後

に

帰

宅

し

た

と

こ

ろ

、

藏

氷

、

大

學

、

勾

勘

お

よ

び

裏

松

家

関

係

の

人

々

が

や

っ

て

き

た

場

面

で

、

皆

の

来

訪

に

つ

い

て

、

疲

労

困

憊

の

中

原

氏

は

迷

惑

な

こ

と

極

ま

り

な

い

と

思

っ

て

い

る

。

こ

こ

で

の

「

此

所

」

は

現

代

語

の

《

最

近

、

近

頃

》

と

い

う

意

味

で

は

な

く

（

注

㉚

）

、

同

史

料

に

出

て

く

る

「

雨

降

、

今

日

紫

野

今

宮

祭

也

、

近

衛

西

洞

院

獄

門

内

構

旅

所

、

侍

所

所

司

代

、

又

所

司

代

長

松

奉

行

也

、

此

所

新

儀

也

、

〈

中

略

〉

□

内

構

之

條

、

更

無

先

規

、

」

（

『

康

富

記

』

應

永

八

年

五

月

九

日

）
（

注

㉛

）

と

同

じ

く

、

前

の

文

の

出

来

事

（

藏

氷

以

下

の

人

々

が

来

訪

し

た

こ

と

）

を

指

し

て

い

る

よ

う

に

見

受

け

ら

れ

る

（

注

㉜

）

。

こ

の

こ

と

か

ら

、

（

）

も

前

代

の

（

）

29

25

（

）

（

）

と

同

様

に

、

〈

主

題

＋

（

迷

惑−

後

置

修

飾

語

）

〉

と

い

う

一

人

称

の

感

情

を

表

出

す

る

形

27

28

容

詞

述

語

文

と

し

て

捉

え

ら

れ

る

。

（

）

の

『

建

内

記

』

は

、

将

軍

が

空

位

の

時

期

に

、

記

主

の

時

房

が

管

領

畠

山

持

国

に

裁

可

し

、

扶

30

持

し

て

も

ら

う

よ

う

、

飯

尾

六

郎

左

衛

門

に

依

頼

を

し

て

い

る

と

こ

ろ

で

あ

る

。

飯

尾

氏

は

持

国

へ

の

取

り

次

ぎ

役

と

思

わ

れ

る

。

建

聖

院

の

権

利

に

関

す

る

三

年

越

し

の

紛

争

と

裁

判

が

あ

り

、

そ

れ

が

時

房

側

の

勝

利

と

い

う

こ

と

に

な

っ

た

が

、

相

手

方

が

退

去

せ

ず

居

座

っ

て

い

る

た

め

（

注

㉝

）

、

「

迷

惑

仕

り

候

」

と

い

う

わ

け

で

あ

る

。

こ

の

例

文

は

、

（

Ⅰ

）

日

記

の

記

主

（

時

房

）

の

感

情

表

出

、

（

Ⅱ

）

対

象

語

に

当

た

る

主

部

（

相

手

方

が

退

去

し

な

い

こ

と

）

の

存

在

、

（

Ⅳ

）

「

迷

惑

」

は

「

困

る

」

と

い

う

評

価

性

を

持

つ

、

と

い

っ

た

形

容

詞

述

語

文

の

構

文

的

特

徴

を

有

し

て

は

い

る

が

、

補

助

動

詞

「

仕

候

」

が

そ

の

構

文

的

な

特

徴

に

応

じ

て

い

な

い

た

め

、

変

化

の

途

中

段

階

の

も

の

と

位

置

付

け

ら

れ

よ

う

。

（

）

（

）

は

、

共

に

江

戸

期

の

書

状

の

例

で

あ

る

。

（

）

の

書

状

は

、

差

出

人

の

細

川

忠

利

氏

が

、

31

32

31

八

条

宮

（

桂

宮

か

）

と

の

や

り

と

り

に

関

し

て

、

生

嶋

秀

成

氏

に

代

理

で

返

事

し

た

手

紙

の

控

え

と

思

わ

れ

る

。

「

御

心

安

被

懸

御

目

候

」

は

細

川

家

側

の

こ

と

を

述

べ

て

お

り

、

ま

た

「

御

慇

懃

か

ま

し

き

儀

」

の

主

語

は

八

条

宮

と

推

測

で

き

る

。

文

章

の

大

意

は

、

凡

そ

次

の

よ

う

で

あ

ろ

う

。

「

八

条

様

が

、

仰

せ

の

た

め

に

差

し

遣

わ

さ

れ

た

飛

脚

の

五

月

七

日

の

手

紙

を

拝

見

な

さ

い

ま

し

た

。

そ

こ

で

、

姫

宮

様

の

御

縁

組

み

の

こ

と

に

つ

い

て

春

日

殿

に

申

し

入

れ

た

通

り

、

お

聞

き

に

な

り

、

仰

せ

下

さ

っ

た

こ

と

、

心

や

す

く

御

目

に

懸

け

ら

れ

ま

し

た

の

で

、

余

り

礼

儀

を

尽

く

し

過

ぎ

る

の

は

、

却

っ

て

迷

惑

（

困

惑

、

恐

縮

）

と

存

じ

ま

す

。

そ

の

よ

う

に

お

考

え

下

さ

り

、

八

条

様

へ

は

申

し

上

げ

な

さ

い

ま

す

よ

う

。

」

と

あ

る

。

こ

こ

で

の

候

文

「

迷

惑

仕

候

」

も

、

構

文

的

に

は

（

）

と

同

じ

く

一

人

称

の

感

情

を

表

す

形

容

詞

30

述

語

文

と

考

え

ら

れ

、

意

味

的

に

は

、

前

述

し

た

（

）

の

よ

う

に

「

（

主

題

ハ

）

有

り

難

き

迷

惑

」

の

26

意

に

取

れ

る

。

ま

た

、

（

）

は

、

廻

船

問

屋

の

奉

行

所

へ

の

弁

明

書

で

あ

り

、

船

の

運

賃

に

関

し

、

両

替

屋

と

の

相

32

談

が

不

十

分

で

あ

っ

た

こ

と

が

原

因

で

誤

解

を

招

い

た

こ

と

が

書

か

れ

て

い

る

。

文

章

の

大

意

は

、

「

私

ど

も

が

運

賃

を

貪

っ

て

い

る

と

思

わ

れ

て

い

る

の

は

困

惑

い

た

し

て

お

り

ま

す

」

と

な

る

。

文

中

に

あ

る

「

申

下

し

候

」

の

主

語

は

奉

行

所

と

見

る

べ

き

で

あ

る

（

注

㉞

）

。

そ

れ

に

続

く

「

被

存

候

段

」

の

「

段

」

は

前

述

し

た

「

條

」

「

間

」

と

同

様

に

、

主

部

を

形

成

す

る

形

式

名

詞

と

見

な

し

て

問

題

な

い

。

述

部

の

「

迷

惑

」

は

、

「

ニ

奉

存

候

」

と

い

っ

た

引

用

節

を

伴

う

一

人

称

の

感

情

表

現

で

あ

り

、

構

文

的

に

は

中

―
4
6
―



世

以

降

に

発

生

し

た

形

容

詞

述

語

用

法

と

見

る

こ

と

が

で

き

る

。

ま

た

、

助

詞

「

ニ

」

が

「

迷

惑

」

の

後

に

付

い

て

い

る

た

め

、

形

態

的

な

特

徴

も

そ

の

構

文

的

な

機

能

に

応

じ

て

い

る

と

思

わ

れ

る

。

前

述

の

意

味

用

法

は

、

記

録

文

書

類

の

世

界

に

と

ど

ま

ら

ず

、

中

世

後

期

の

口

語

資

料

に

も

浸

透

し

た

こ

と

が

窺

わ

れ

る

。

こ

れ

を

念

頭

に

お

い

て

次

へ

進

み

た

い

。

六

ノ

二

、

口

語

資

料

へ

の

浸

透

次

の

『

天

草

版

平

家

物

語

』

の

会

話

文

を

見

て

み

よ

う

。

（

）

〔

内

大

臣

↓

太

政

入

道

〕

さ

て

も

迷

惑

な

こ

と

か

な

！

君

の

お

た

め

に

奉

公

の

忠

を

い

た

さ

33
う

ず

る

と

す

れ

ば

、

迷

廬

八

万

の

頂

き

よ

り

も

な

ほ

高

い

、

父

の

恩

を

た

ち

ま

ち

忘

る

る

に

、

不

孝

の

罪

を

遁

れ

う

と

す

れ

ば

、

君

の

お

た

め

に

既

に

不

忠

の

逆

臣

と

な

ら

う

ず

（

『

天

草

版

平

家

物

語

』

巻

第

一

・

六

）

（

）

〔

仏

御

前

↓

入

道

相

国

〕

諸

共

に

召

し

置

か

れ

う

さ

へ

片

腹

痛

う

ご

ざ

ら

う

ず

る

に

、

妓

王

34
は

出

さ

れ

て

、

わ

ら

は

一

人

を

留

め

置

か

せ

ら

れ

ば

、

な

ほ

な

ほ

迷

惑

に

存

ぜ

う

ず

（

同

・

巻

第

二

・

一

）

（

）

の

内

大

臣

と

は

平

重

盛

の

こ

と

で

（

天

草

版

で

も

国

字

本

で

も

共

通

）

、

自

分

が

法

皇

（

後

白

33

河

院

）

に

つ

け

ば

父

で

あ

る

清

盛

に

対

し

て

不

孝

に

な

り

、

清

盛

に

つ

け

ば

法

皇

に

対

し

て

不

忠

に

な

る

、

と

重

盛

が

嘆

い

て

い

る

場

面

で

あ

り

、

（

）

は

、

入

道

相

国

（

清

盛

）

が

妓

王

を

追

い

出

そ

う

と

す

る

34

こ

と

に

対

し

て

、

そ

れ

は

甚

だ

困

る

と

仏

御

前

が

述

べ

る

場

面

で

あ

る

。

こ

の

二

例

に

対

応

す

る

原

拠

本

（

覚

一

本

系

統

〔

龍

大

本

参

照

〕

）

の

本

文

で

は

、

そ

れ

ぞ

れ

「

悲

哉

」

（

巻

第

二

・

烽

火

之

沙

汰

）

、

「

は

づ

か

し

う

さ

ぶ

ら

ふ

べ

し

」

（

巻

第

一

・

祇

王

）

の

よ

う

な

情

意

性

形

容

詞

が

使

わ

れ

て

い

る

。

（

）

は

一

種

の

感

嘆

文

で

あ

り

、

い

わ

ゆ

る

形

容

詞

述

語

文

の

倒

置

表

現

に

も

取

れ

る

。

「

迷

惑

な

33

こ

と

」

が

文

頭

に

置

か

れ

、

そ

の

よ

う

な

感

情

を

も

た

ら

し

た

対

象

《

重

盛

の

不

孝

不

忠

の

恐

れ

》

が

文

の

最

後

に

来

て

い

る

。

文

全

体

を

視

野

に

入

れ

て

考

え

れ

ば

、

こ

の

場

合

は

、

〈

「

迷

惑

」

＋

形

式

名

詞

「

こ

と

」

〉

全

体

で

述

語

と

し

て

機

能

し

て

い

る

こ

と

に

な

る

。

ま

た

、

（

）

の

「

迷

惑

」

は

、

形

容

34

（

動

）

詞

の

形

を

取

り

な

が

ら

も

、

知

覚

形

式

を

表

す

「

存

ぜ

う

ず

」

を

修

飾

す

る

連

用

修

飾

用

法

で

は

な

く

、

条

件

句

を

対

象

語

と

し

た

述

語

用

法

と

見

る

こ

と

が

で

き

る

。

こ

こ

で

の

二

例

の

「

迷

惑

」

は

、

統

語

的

な

振

る

舞

い

か

ら

す

れ

ば

、

前

述

し

た

原

拠

本

の

対

応

箇

所

と

同

じ

く

、

情

意

性

形

容

詞

の

類

に

属

し

て

お

り

、

（

）

～

（

）

と

同

様

に

、

前

代

の

「

迷

惑

」

と

は

異

な

る

使

わ

れ

方

を

し

て

い

る

。

25

32

「

迷

惑

」

の

新

し

い

用

法

は

、

他

の

口

語

資

料

と

和

漢

混

淆

文

資

料

に

も

見

ら

れ

る

。

以

下

に

、

『

虎

明

本

狂

言

』

と

『

甲

陽

軍

鑑

』

（

中

世

後

期

～

近

世

初

期

）

に

あ

る

一

二

五

例

（

虎

：
一

〇

五

例

／

甲

：

二

〇

例

）

の

「

迷

惑

」

か

ら

代

表

的

な

一

部

を

引

く

。

（

）

〔

売

手

↓

太

郎

冠

者

〕

れ

う

じ

を

お

し

や

る

で

は

な

ひ

が

、

洛

中

を

其

こ

と

く

に

い

ふ

て

あ

35
る

い

た

ら

は

、

人

が

目

を

ぬ

か

う

ぞ

〔

太

郎

冠

者

↓

売

手

〕

是

は

迷

惑

、

此

両

眼

を

ぬ

か

れ

た

ら

は

、

も

ど

ら

う

や

う

も

御

ざ

る

ま

ひ

（

『

虎

明

本

狂

言

』

脇

狂

言

之

類

「

は

り

だ

こ

」

）

―
4
7
―



（

）

〔

男

一

↓

男

二

〕

尤

や

り

た

ひ

が

、

是

は

某

に

下

さ

れ

た

ほ

ど

に

や

る

事

は

な

ら

ぬ

。

〔

男

二

36
↓

男

一

〕

そ

れ

は

め

い

わ

く

じ

や

、

両

人

の

者

が

毎

日

あ

ゆ

み

を

は

こ

ふ

で

、

今

夜

も

一

つ

に

つ

や

を

申

た

に

、

く

れ

ま

ひ

と

お

し

や

る

は

き

こ

え

ぬ

（

同

・

脇

狂

言

之

類

「

連

歌

毘

沙

門

」

）

（

）

〔

松

脂

の

精

↓

主

、

客

人

〕

是

は

め

い

わ

く

で

御

ざ

る

、

何

と

ぞ

わ

び

事

い

た

さ

う

37

（

同

・

脇

狂

言

之

類

「

松

や

に

」

）

（

）

〔

閻

魔

王

↓

餌

刺

〕

「

こ

と

に

そ

れ

な

ら

は

、

せ

つ

し

や

う

を

の

み

い

た

ひ

た

る

者

に

て

あ

る

、

38
猶

々

と

が

人

じ

や

ほ

ど

に

、

ぢ

ご

く

へ

せ

め

を

と

さ

う

〔

餌

刺

↓

閻

魔

王

〕

是

は

迷

惑

で

ご

ざ

る

、

私

が

鳥

を

さ

ひ

て

、

鷹

に

く

は

せ

て

、

鳥

を

や

し

な

ふ

て

御

ざ

る

程

に

、

わ

た

く

し

の

、

と

が

で

は

御

ざ

な

ひ

（

同

・

鬼

類

小

名

之

類

「

ゑ

さ

し

」

）

（

）

〔

夫

（

名

乗

り

・

独

白

の

部

分

）

〕

〈

前

略

〉

こ

の

ほ

ど

某

の

ぼ

り

た

る

よ

し

を

聞

て

、

北

し

39
ら

河

に

宿

を

と

り

、

あ

い

た

ひ

〳

〵

く

れ

し

程

に

、

わ

れ

ら

も

人

を

さ

い

〳

〵

や

り

候

へ

ど

も

、

れ

い

の

山

神

が

、

す

こ

し

の

間

も

は

な

さ

ぬ

に

依

て

、

参

る

事

が

な

ら

い

で

め

い

わ

く

仕

た

、

（

同

・

女

狂

言

之

類

「

は

な

ご

」

）

（

）

〔

所

有

者

一

↓

出

家

〕

れ

う

じ

こ

と

ば

を

か

け

て

、

お

と

も

致

て

は

ま

い

れ

共

、

み

ぐ

る

し

40
ひ

所

に

て

は

づ

か

し

う

御

ざ

る

〔

出

家

↓

所

有

者

一

〕

さ

や

う

に

仰

ら

る

れ

は

、

け

つ

く

め

い

わ

く

致

す

、

出

家

と

申

者

は

、

難

行

苦

行

い

た

さ

ね

は

な

ら

ぬ

程

に

、

そ

つ

と

も

く

る

し

う

ご

ざ

ら

ぬ

（

同

・

出

家

座

頭

類

「

腹

不

立

」

）

（

）

〔

主

↓

察

化

〕

は

る

〳

〵

の

所

を

、

太

郎

く

わ

じ

や

が

む

さ

と

し

た

事

申

て

、

お

供

致

て

参

41
つ

て

め

い

わ

く

仕

つ

た

。

（

同

・

鬼

類

小

名

類

「

さ

つ

く

わ

」

）

（

）

〔

伯

母

↓

甥

〕

い

や

よ

う

（

良

）

お

り

や

つ

た

よ

〔

甥

↓

伯

母

〕

此

中

は

久

し

う

御

見

廻

も

42
申

さ

ひ

で

、

め

い

わ

く

致

て

御

ざ

る

、

（

同

・

女

狂

言

之

類

「

お

は

が

酒

」

）

（

）

さ

て

、

火

と

云

物

ハ

、

是

も

人

を

た

す

く

る

て

う

ハ

う

な

れ

ど

も

、

す

ぐ

れ

バ

じ

ゃ

う

も

と

43
申

て

迷

惑

な

り

。

（

『

甲

陽

軍

鑑

』

巻

六

・

一

三

オ

七

）

『

虎

明

本

狂

言

』

の

会

話

文

・

独

白

の

部

分

に

見

ら

れ

る

そ

の

用

法

の

多

く

は

、

「

是

は

迷

惑

︙

」

と

い

う

述

語

文

形

式

を

取

っ

て

い

る

（

注

㉟

）

。

右

に

挙

げ

た

用

例

に

つ

い

て

個

別

に

説

明

す

べ

き

も

の

は

、

（

）

～

（

）

の

よ

う

な

、

「

迷

惑

」

が

「

仕

ル

」

「

致

ス

」

と

い

う

謙

譲

表

現

に

続

く

場

合

で

あ

る

。

39

42

例

え

ば

、

（

）

の

「

め

い

わ

く

仕

た

」

と

い

う

の

は

、

「

れ

い

の

山

の

か

み

が

迷

惑

し

て

い

る

」

の

意

味

39

で

は

な

く

、

語

り

手

で

あ

る

夫

は

、

妻

が

自

分

の

傍

か

ら

離

れ

な

い

た

め

、

遊

女

の

所

へ

行

け

な

い

こ

と

に

困

っ

て

い

る

意

味

と

し

て

捉

え

ら

れ

る

。

こ

の

よ

う

な

文

は

、

原

因

（

対

象

）

を

表

す

条

件

句

を

主

題

に

取

り

立

て

、

感

情

を

抱

く

主

体

「

夫

」

が

文

中

に

表

出

さ

れ

な

い

こ

と

に

よ

っ

て

、

六

ノ

一

節

で

述

べ

た

（

）

（

）

の

「

迷

惑

仕

候

」

と

共

通

し

た

構

文

的

性

格

を

も

つ

も

の

と

な

る

。

同

じ

く

（

）

の

30

31

40

「

条

件

句

＋

め

い

わ

く

致

す

」

の

用

法

も

、

（

Ⅰ

）

一

人

称

（

出

家

）

の

感

情

表

出

、

（

Ⅱ

）

対

象

語

に

当

た

る

条

件

句

の

存

在

、

（

Ⅳ

）

「

迷

惑

」

は

評

価

性

を

持

つ

、

と

い

う

三

つ

の

構

文

的

特

徴

を

満

た

し

て

い

―
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る

た

め

、

形

容

詞

述

語

文

に

属

す

る

。

そ

れ

に

対

し

、

（

）

の

「

め

い

わ

く

仕

つ

た

」

に

つ

い

て

は

、

「

太

郎

冠

者

が

無

理

矢

理

に

頼

ん

だ

こ

41

と

に

よ

っ

て

、

あ

な

た

（

察

化

）

に

ご

迷

惑

を

お

か

け

し

た

」

の

よ

う

に

解

釈

で

き

る

。

ま

た

、

（

）

42

の

「

め

い

わ

く

致

て

御

ざ

る

」

も

、

「

久

し

ぶ

り

に

立

ち

寄

ら

な

い

こ

と

で

、

（

伯

母

／

伯

母

の

生

業

に

）

ご

迷

惑

を

お

か

け

し

た

」

の

意

と

し

て

捉

え

ら

れ

る

（

注

㊱

）

。

（

）

（

）

の

「

迷

惑

仕

ル

／

致

ス

」

は

、

41

42

（

）

（

）

の

形

容

詞

述

語

用

法

と

違

い

、

「

あ

る

行

為

に

よ

っ

て

他

者

を

困

ら

せ

る

」

と

い

う

意

に

相

39

40

当

し

（

注

㊲

）

、

現

代

語

の

「

～

に

迷

惑

を

か

け

る

」

と

い

う

他

動

詞

用

法

に

近

い

。

七

、

構

文

的

特

徴

と

意

味

の

関

わ

り

か

ら

見

た

「

迷

惑

」

の

変

容

前

述

し

た

論

を

踏

ま

え

て

、

「

迷

惑

」

の

派

生

的

用

法

と

古

い

用

法

と

の

相

違

を

示

す

と

、

次

の

通

り

で

あ

る

。

《

前

代

の

漢

文

体

資

料

・

和

漢

混

淆

文

資

料

に

見

ら

れ

る

「

迷

惑

」

の

使

用

様

態

（

動

詞

述

語

文

が

中

心

）

》

①

〈

外

的

要

因

（

対

象

Ｙ

）

に

よ

ら

な

い

心

の

迷

い

。

方

向

の

判

別

が

で

き

な

い

状

態

〉

Ｘ

ハ

（

ガ

）

迷

惑

不

受

教

／

迷

惑

不

信

（

用

例

（

）

～

（

）

）

16

19

Ｘ

ハ

（

ガ

）

道

・

方

向

ニ

迷

惑

ス

（

用

例

（

）

（

）

）

20

21

【

注

】

Ｘ

は

感

情

主

、

Ｙ

は

対

象

（

原

因

）

を

表

す

。

①

で

は

、

Ｙ

は

基

本

的

に

は

文

中

に

現

れ

な

い

。

②

〈

外

的

要

因

（

対

象

Ｙ

）

に

よ

る

心

の

困

惑

・

苦

痛

〉

Ｘ

ハ

（

ガ

）

（

Ｙ

ニ

）

迷

惑

ス

（

用

例

（

）

（

）

な

ど

）

3

23

Ｙ

ハ

（

ガ

）

Ｘ

ヲ

迷

惑

ス

／

ナ

ラ

（

セ

）

シ

ム

（

用

例

（

）

の

使

役

文

）

24

Ｘ

ハ

（

ガ

）

Ｙ

ニ

迷

惑

（

マ

ド

）

ハ

サ

レ

ム

（

用

例

（

）

の

受

動

文

句

式

）

22

【

注

】

Ｘ

は

原

則

と

し

て

登

場

人

物

（

第

三

者

）

で

あ

る

。

《

中

世

の

漢

文

体

資

料

及

び

、

そ

れ

以

降

の

口

語

資

料

な

ど

に

見

ら

れ

る

「

迷

惑

」

の

派

生

的

用

法

》

③

〈

「

対

象

語

（

主

題

）

ハ

困

ル

」

の

意

を

表

す

形

容

詞

述

語

文

〉

Ｙ

ハ

迷

惑

＋

漢

語

接

尾

語

（

辞

）

／

畳

語

表

現

／

後

置

修

飾

語

な

ど

（

用

例

（

）

～

（

）

）

25

31

Ｙ

ハ

迷

惑

＋

／

繋

辞

ジ

ャ

／

デ

ゴ

ザ

ル

Ø

（

用

例

（

）

～

（

）

）

35

38

「

迷

惑

＋

形

式

名

詞

」

＋

Ｙ

（

対

象

）

（

用

例

（

）

の

倒

置

法

）

33

―
4
9
―



Ｙ

（

条

件

法

）

迷

惑

＋

ト

存

ズ

／

ニ

存

ズ

と

い

っ

た

引

用

節

を

伴

う

表

現

（

用

例

（

）

（

）

）

32

34

Ｙ

（

条

件

法

）

迷

惑

＋

接

尾

語

ナ

リ

（

用

例

（

）

）

43

Ｙ

（

条

件

法

）

迷

惑

仕

ル

／

致

ス

（

構

文

的

に

は

形

容

詞

述

語

文

に

相

当

）

（

用

例

（

）

（

）

）

39

40

【

注

】

Ｘ

は

書

き

手

・

話

し

手

自

身

（

一

人

称

）

の

こ

と

で

、

対

象

Ｙ

は

不

快

な

感

情

を

も

た

ら

す

他

者

の

行

為

・

事

物

で

あ

る

。

④

〈

第

三

者

の

感

情

を

表

す

「

迷

惑

＋

接

尾

辞

ガ

ル

／

ニ

思

ウ

」

の

用

法

〉

Ｘ

ハ

迷

惑

ガ

ル

／

ニ

思

ウ

例

：
太

郎

く

わ

じ

や

め

い

わ

く

が

り

て

、

〈

前

略

〉

1

（

『

虎

明

本

狂

言

』

脇

狂

言

之

類

「

は

り

だ

こ

」

）

例

：
山

本

勘

介

も

か

ゑ

つ

て

迷

惑

に

お

も

わ

ん

。

2

（

『

甲

陽

軍

鑑

』

巻

一

四

・

四

〇

オ

六

）

【

注

】

①

②

と

同

じ

く

、

Ｘ

は

原

則

と

し

て

第

三

者

で

あ

る

。

⑤

〈

「

Ｙ

ニ

ヨ

ッ

テ

、

Ｘ

ヲ

困

ら

せ

る

」

の

意

を

表

す

動

詞

述

語

文

〉

Ｙ

ハ

（

Ⅹ

ニ

）

迷

惑

仕

ル

／

致

ス

（

用

例

（

）

（

）

）

41

42

【

注

】

Ｙ

は

行

為

者

自

身

、

あ

る

い

は

行

為

者

の

言

動

・

行

為

を

指

し

て

い

る

。

右

を

見

れ

ば

分

か

る

よ

う

に

、

①

の

構

文

的

特

徴

に

関

し

て

は

、

以

下

の

四

つ

の

条

件

の

う

ち

、

（

Ⅰ

）

（

Ⅱ

）

（

Ⅲ

）

を

満

た

し

て

お

り

、

②

は

、

そ

の

す

べ

て

が

満

た

さ

れ

て

い

る

た

め

、

述

語

文

に

あ

る

「

迷

惑

」

の

品

詞

性

は

、

構

文

的

に

は

動

詞

と

し

て

認

定

で

き

る

。

（

Ⅰ

）

「

迷

惑

」

は

三

人

称

の

感

情

描

写

に

用

い

ら

れ

、

感

情

主

は

基

本

的

に

は

述

語

文

の

文

中

に

明

記

さ

れ

る

。

（

Ⅱ

）

感

情

を

も

た

ら

す

機

縁

と

な

る

対

象

語

「

Ｙ

」

は

、

存

在

の

有

無

を

問

わ

ず

、

文

の

主

部

に

現

れ

る

こ

と

は

な

い

。

（

Ⅲ

）

「

迷

惑

」

を

規

定

す

る

前

置

・

後

置

修

飾

語

は

見

当

た

ら

な

い

。

（

Ⅳ

）

述

部

の

「

迷

惑

」

は

、

感

情

主

（

主

語

）

の

一

時

的

な

感

情

を

表

し

て

い

る

。

ま

た

、

通

時

的

に

見

る

「

迷

惑

」

の

語

義

に

は

、

そ

の

感

情

を

も

た

ら

す

「

対

象

Ｙ

」

（

以

下

は

「

Ｙ

」

と

省

略

）

の

有

無

、

と

い

う

違

い

が

あ

る

。

①

に

挙

げ

た

「

Ｙ

」

に

よ

ら

な

い

「

迷

惑

」

は

、

特

殊

な

位

相

語

と

し

て

主

に

日

本

撰

述

の

初

期

仏

典

資

料

に

見

ら

れ

、

後

の

時

代

ま

で

は

残

ら

な

か

っ

た

。

そ

れ

に

対

し

、

文

中

で

「

Ｙ

」

を

必

要

と

す

る

②

《

「

ま

ど

ふ

」

「

苦

し

む

」

の

意

に

あ

た

る

用

法

》

は

、

後

の

時

代

ま

で

使

わ

れ

て

い

る

。

し

か

し

、

本

来

漢

文

体

資

料

に

②

の

動

詞

述

語

文

《

Ｘ

ガ

Ｙ

ニ

惑

フ

／

苦

シ

ム

》

と

し

て

多

用

さ

れ

て

い

た

「

迷

惑

」

で

あ

る

が

、

中

世

前

期

の

古

文

書

・

古

記

録

資

料

に

は

、

文

書

の

差

出

人

と

日

記

の

記

―
5
0
―



主

が

感

情

の

主

体

と

な

る

場

合

、

③

の

よ

う

な

表

現

形

式

も

使

わ

れ

る

よ

う

に

な

る

（

注

㊳

）

。

③

の

構

文

的

特

徴

は

、

第

六

節

で

も

触

れ

た

よ

う

に

、

述

語

用

法

に

あ

た

る

形

容

詞

表

現

《

「

困

る

」

の

意

に

あ

た

る

用

法

》

と

考

え

る

。

こ

の

新

し

く

派

生

し

た

形

容

詞

表

現

は

、

や

が

て

中

世

後

期

以

降

の

口

語

資

料

に

も

浸

透

し

て

き

た

。

口

語

資

料

で

は

、

前

代

の

書

物

に

見

ら

れ

る

使

用

状

況

と

異

な

り

、

「

迷

惑

」

は

あ

る

特

定

の

会

話

場

面

に

用

い

ら

れ

る

こ

と

が

多

い

。

文

中

の

話

者

（

そ

の

多

く

は

下

位

者

）

が

、

上

位

者

の

察

し

に

期

待

し

、

自

身

の

困

惑

を

表

す

際

、

統

語

的

に

は

動

詞

文

で

は

な

く

、

主

に

形

容

詞

述

語

文

と

し

て

使

用

し

て

い

た

。

そ

れ

は

、

寺

村

（

一

九

八

二

）

、

安

本

（

二

〇

〇

九

）

が

指

摘

し

て

い

る

よ

う

に

、

動

詞

に

よ

る

感

情

表

現

の

方

が

よ

り

客

観

的

で

あ

っ

て

、

書

き

手

・

話

し

手

自

身

の

主

観

や

感

情

を

直

接

的

に

表

出

し

に

く

い

と

い

う

面

が

あ

る

た

め

と

考

え

ら

れ

る

（

注

㊴

）

。

ま

た

、

実

際

の

使

用

場

面

に

お

い

て

も

、

②

の

動

詞

と

③

の

形

容

詞

の

意

味

の

面

で

相

違

が

見

ら

れ

る

。

動

詞

表

現

の

場

合

は

、

第

三

者

が

す

で

に

完

全

な

困

惑

状

態

に

入

っ

た

こ

と

を

客

観

的

に

描

写

す

る

こ

と

が

多

く

、

相

手

に

対

す

る

不

満

や

非

難

の

表

明

は

な

い

。

そ

れ

に

対

し

、

口

語

資

料

の

会

話

文

に

見

ら

れ

る

形

容

詞

述

語

文

の

用

法

は

、

話

し

手

の

主

観

性

が

強

く

、

補

語

や

条

件

句

を

主

題

に

立

て

る

こ

と

《

Ｙ

ハ

／

ナ

ラ

バ

困

ル

》

が

多

い

た

め

、

話

者

は

ま

だ

困

惑

状

態

に

入

っ

て

お

ら

ず

、

困

惑

状

態

に

陥

る

こ

と

を

予

想

し

て

話

者

自

身

の

困

惑

の

感

情

を

表

出

す

る

こ

と

に

力

点

が

置

か

れ

て

い

る

。

八

、

今

後

の

課

題

複

合

語

用

法

と

連

語

表

現

の

成

立

に

つ

い

て

本

稿

で

は

、

「

迷

惑

」

の

語

義

変

化

と

構

文

的

特

徴

の

変

化

と

の

関

わ

り

合

い

に

注

目

し

、

中

古

か

ら

中

世

ま

で

に

お

け

る

そ

の

変

容

の

過

程

に

つ

い

て

分

析

し

た

が

、

そ

れ

以

降

の

変

化

に

関

し

て

は

詳

し

く

触

れ

る

こ

と

は

で

き

な

か

っ

た

。

た

と

え

ば

、

「

迷

惑

行

為

」
（

注

㊵

）

や

「

～

に

迷

惑

を

か

け

る

」

と

い

っ

た

表

現

は

、

よ

く

現

代

人

の

我

々

も

使

用

し

て

い

る

が

、

そ

の

成

立

過

程

に

つ

い

て

も

な

お

考

究

す

る

余

地

が

あ

ろ

う

。

事

実

、

近

世

以

降

の

資

料

に

は

す

で

に

用

例

（

）

の

規

定

用

法

「

迷

惑

の

儀

」

（

池

田

光

政

日

記

・

2

寛

永

十

八

年

四

月

）

、

「

迷

惑

之

筋

」

（

井

伊

家

史

料

・

万

延

元

年

二

月

）

、

複

合

語

用

法

「

迷

惑

行

為

」

（

東

京

市

史

稿

・

三

六

巻

）

と

い

っ

た

も

の

が

現

れ

て

お

り

（

注

㊶

）

、

連

語

の

原

型

と

思

し

き

例

文

も

見

ら

れ

る

。

た

と

え

ば

、

文

書

『

井

伊

家

史

料

』

と

雑

誌

『

太

陽

』

に

は

、

（

）

右

亂

入

之

義

は

、

全

公

邊

役

人

中

え

御

迷

惑

相

掛

候

巧

之

よ

し

ニ

而

、

諸

候

方

ニ

は

定

而

44
影

ニ

喜

悦

之

方

も

可

有

之

と

申

聞

候

よ

し

、

（

『

井

伊

家

史

料

』

「

某

屆

書

」

万

延

元

年

正

月

末

／

大

日

本

維

新

史

料

に

拠

る

）

（

）

煙

を

吹

き

散

ら

し

、

近

傍

に

迷

惑

を

及

ぼ

さ

ゞ

る

こ

と

45

（

「

水

力

応

用

法

」

『

太

陽

』

一

八

九

五

年

十

一

号

）

と

あ

る

。

右

の

二

例

は

、

前

節

で

述

べ

た

（

）

（

）

の

「

迷

惑

仕

ル

／

致

ス

」

と

も

通

じ

、

そ

れ

ぞ

41

42

れ

現

代

語

で

い

う

「

人

に

〈

迷

惑

と

い

う

行

為

〉

を

か

け

る

」

の

意

に

相

当

す

る

。

こ

こ

で

は

、

「

相

掛

候

」

と

「

及

ぼ

す

」

を

用

い

る

こ

と

で

、

〈

あ

る

行

為

を

相

手

に

向

け

て

行

う

〉

と

の

意

味

合

い

が

よ

り

強

調

さ

れ

て

い

る

と

思

わ

れ

る

（

注

㊷

）

。

そ

の

た

め

、

（

）

（

）

の

「

迷

惑

」

も

、

も

は

や

前

代

の

文

献

44

45

に

あ

る

〈

人

間

の

感

情

〉

を

表

す

タ

イ

プ

の

も

の

で

は

な

く

な

り

、

〈

あ

る

厄

介

な

行

為

〉

と

い

う

属

性

的

な

意

味

合

い

を

獲

得

し

た

も

の

と

見

て

取

れ

る

。

―
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「

致

す

（

い

た

す

）

」

「

仕

る

（

つ

か

ま

つ

る

）

」

は

、

近

代

以

降

に

な

る

と

、

徐

々

に

使

わ

れ

る

頻

度

が

減

少

し

、

後

の

時

代

ま

で

は

残

ら

な

か

っ

た

。

そ

の

た

め

、

前

節

で

挙

げ

た

（

）

（

）

の

用

法

も

後

41

42

の

時

代

ま

で

生

き

残

る

こ

と

が

で

き

ず

、

消

え

て

い

く

こ

と

に

な

る

。

ま

た

、

近

世

に

出

版

さ

れ

た

狂

言

の

台

本

集

『

狂

言

記

』

に

は

、

「

あ

る

行

為

ニ

ヨ

ッ

テ

、

（

感

情

主

ニ

）

迷

惑

ヲ

サ

シ

ヤ

ル

」

〔e.g.

Y

X

「

さ

れ

ば

〳

〵

。

く

わ

じ

や

に

付

て

。

参

た

事

で

お

ぢ

や

る

。

あ

の

や

う

な

る

。

病

者

を

。

を

こ

し

て

。

迷

惑

を

さ

し

や

る

事

じ

や

。

」

（

『

狂

言

記

の

研

究

』

巻

第

五

「

緡

し

縄

」

四

三

ウ

七

に

拠

る

）

と

い

っ

た

例

（

注

㊸

）

も

見

ら

れ

る

が

、

近

世

以

降

で

は

こ

の

臨

時

的

な

用

法

も

使

わ

れ

な

く

な

っ

て

い

る

。

そ

の

代

わ

り

に

、

（

）

（

）

の

連

語

表

現

が

対

人

関

係

の

場

面

で

多

用

さ

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

と

見

受

け

ら

れ

る

。

44

45

以

上

の

よ

う

に

、

「

迷

惑

」

は

、

古

く

か

ら

構

文

的

特

徴

の

変

化

と

連

動

し

て

意

味

も

変

化

し

て

い

る

。

そ

の

変

化

を

も

た

ら

し

た

主

な

要

因

は

、

漢

語

の

日

常

語

化

（

国

語

化

）

と

考

え

ら

れ

る

。

「

迷

惑

」

は

も

と

も

と

文

章

語

で

あ

り

、

中

国

の

漢

籍

・

仏

典

や

日

本

初

期

の

仏

典

・

史

書

類

に

お

け

る

地

の

文

の

登

場

人

物

（

第

三

者

）

の

感

情

描

写

に

使

わ

れ

て

い

た

。

客

観

的

に

登

場

人

物

の

感

情

を

描

写

す

る

た

め

に

、

動

詞

と

し

て

用

い

ら

れ

、

《

第

三

者

の

錯

乱

、

迷

妄

、

判

断

力

の

喪

失

、

困

惑

》

と

い

っ

た

意

で

使

用

さ

れ

て

い

た

。

中

古

お

よ

び

中

世

以

降

に

な

る

と

、

日

常

漢

語

（

峰

岸

（

二

〇

一

一

・

七

五

六

頁

）

参

照

）

と

し

て

記

録

・

文

書

類

や

口

語

資

料

に

現

れ

、

一

人

称

が

感

情

の

主

体

と

な

る

場

合

、

形

容

詞

の

述

語

用

法

と

し

て

も

用

い

ら

れ

る

よ

う

に

な

る

。

原

語

で

あ

る

中

国

語

の

場

合

は

、

動

作

性

の

弱

い

動

詞

が

形

容

詞

へ

と

品

詞

転

成

す

る

例

が

し

ば

し

ば

見

受

け

ら

れ

る

（

例

：
「

管

事

」

動

詞

用

法

《

管

理

す

る

、

仕

切

る

》

↓

形

容

詞

用

法

《

役

に

立

つ

、

効

き

目

が

あ

る

》

）

が

、

「

迷

惑

」

に

関

し

て

は

、

僅

か

な

名

詞

用

法

（

「

遠

離

諸

迷

惑

」

『

大

寶

積

經

』

巻

三

十

・

出

現

光

明

會

）

を

除

け

ば

、

そ

の

殆

ど

が

感

情

動

詞

の

表

現

に

と

ど

ま

っ

て

お

り

、

形

容

詞

へ

の

品

詞

転

成

は

見

ら

れ

な

い

。

そ

の

意

味

で

は

、

前

述

し

た

日

本

型

形

容

詞

述

語

文

の

例

は

、

漢

語

の

日

常

語

化

に

よ

っ

て

生

じ

た

貴

重

な

も

の

と

言

え

よ

う

。

「

迷

惑

」

は

形

容

（

動

）

詞

の

述

語

用

法

を

重

ね

る

こ

と

で

、

《

困

る

》

と

い

う

評

価

的

意

味

を

獲

得

し

、

上

位

者

の

察

し

に

期

待

し

、

話

者

自

身

の

困

惑

を

間

接

的

に

表

す

場

面

で

繰

り

返

し

使

わ

れ

る

こ

と

に

よ

り

、

「

人

を

困

惑

さ

せ

る

〈

行

為

〉

」

と

い

う

実

質

的

意

味

を

獲

得

し

た

。

本

節

で

触

れ

た

近

世

以

降

の

複

合

語

用

法

や

連

語

表

現

な

ど

は

、

ま

さ

に

こ

の

よ

う

な

背

景

か

ら

派

生

し

た

も

の

で

あ

ろ

う

。

そ

の

詳

し

い

成

立

過

程

に

つ

い

て

は

、

ほ

か

に

も

考

え

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

こ

と

が

あ

る

が

、

中

世

ま

で

の

変

容

の

過

程

は

示

し

え

た

の

で

は

な

い

か

と

考

え

る

。

こ

の

よ

う

に

、

前

述

し

た

語

義

と

構

文

的

特

徴

の

変

化

は

、

ま

さ

に

漢

語

の

日

常

語

化

に

伴

う

日

本

語

話

者

や

書

き

手

の

志

向

（

注

㊹

）

が

深

く

関

与

し

て

い

る

と

言

え

よ

う

。

こ

の

「

志

向

の

関

与

」

が

あ

る

以

上

、

「

迷

惑

」

の

使

わ

れ

方

に

臨

時

的

な

変

化

が

起

き

る

可

能

性

も

常

に

あ

る

と

言

っ

て

良

い

。

ど

の

よ

う

な

臨

時

的

な

用

法

が

後

の

時

代

ま

で

生

き

残

れ

た

か

に

加

え

、

そ

の

生

き

残

れ

た

理

由

を

追

究

す

る

こ

と

も

重

要

で

あ

る

。

生

物

の

進

化

に

例

え

れ

ば

、

「

突

然

変

異

」

が

偶

然

に

生

じ

る

こ

と

も

あ

る

が

、

生

存

に

有

利

な

変

異

（

置

か

れ

た

環

境

に

適

応

す

る

変

異

）

で

な

け

れ

ば

、

た

と

え

そ

の

性

質

が

一

時

的

に

受

け

継

が

れ

た

と

し

て

も

、

広

範

囲

に

繁

栄

す

る

こ

と

は

難

し

い

。

似

た

よ

う

な

こ

と

は

、

言

語

に

関

し

て

も

言

え

る

の

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。

「

迷

惑

」

に

限

っ

て

言

え

ば

、

本

節

で

言

及

し

た

『

狂

言

記

』

の

「

迷

惑

を

さ

し

や

る

」

は

、

な

ぜ

特

殊

な

使

い

方

と

し

て

普

及

し

な

か

っ

た

の

か

、

そ

れ

に

対

し

、

第

六

節

で

取

り

上

げ

た

（

）

～

（

）

の

「

変

異

種

」

は

、

な

ぜ

記

録

文

書

類

の

世

界

に

と

ど

ま

ら

ず

、

中

25

28

世

後

期

以

降

の

口

語

資

料

に

も

浸

透

し

、

様

々

な

用

法

（

例

え

ば

本

節

で

触

れ

た

複

合

語

用

法

や

連

語

表

現

な

ど

）

を

派

生

し

な

が

ら

今

日

ま

で

生

き

残

る

こ

と

が

で

き

た

の

か

、

魅

力

の

あ

る

課

題

と

し

て

残

さ

―
5
2
―



れ

る

。

そ

の

普

及

を

促

進

さ

せ

た

主

な

原

因

（

環

境

）

と

し

て

は

、

中

世

以

降

に

お

け

る

対

人

配

慮

表

現

（

例

え

ば

『

虎

明

本

狂

言

』

に

見

ら

れ

る

定

型

的

な

断

り

表

現

な

ど

）

の

発

達

が

考

え

ら

れ

る

。

こ

の

発

達

が

「

迷

惑

」

の

新

し

い

文

型

と

意

味

の

普

及

に

具

体

的

に

ど

の

よ

う

に

関

与

し

て

い

た

の

か

、

な

お

考

究

す

る

余

地

が

あ

る

が

、

今

後

の

課

題

と

し

た

い

。

最

後

に

、

本

稿

の

「

迷

惑

」

に

つ

い

て

の

考

察

が

、

漢

語

の

史

的

研

究

に

ど

の

よ

う

な

知

見

を

提

供

で

き

る

か

に

つ

い

て

述

べ

て

み

る

。

第

一

、

二

節

で

も

述

べ

た

よ

う

に

、

本

稿

は

、

漢

語

「

迷

惑

」

の

中

国

文

献

に

お

け

る

用

法

を

踏

ま

え

た

上

で

、

そ

の

品

詞

性

の

変

化

と

語

義

変

化

と

の

関

わ

り

に

注

目

し

た

も

の

で

あ

る

。

「

迷

惑

」

の

意

味

は

、

中

世

前

期

か

ら

徐

々

に

変

化

し

て

い

く

が

、

品

詞

性

も

そ

れ

と

連

動

し

て

変

化

す

る

。

品

詞

の

認

め

方

が

妥

当

で

あ

れ

ば

意

味

の

解

釈

も

曖

昧

に

な

ら

ず

に

済

む

た

め

、

品

詞

認

定

の

方

法

に

つ

い

て

も

考

察

対

象

と

し

た

。

形

態

的

な

特

徴

（

活

用

語

尾

や

付

属

語

）

が

明

示

さ

れ

て

い

れ

ば

認

定

は

比

較

的

明

瞭

で

あ

る

が

、

漢

語

の

場

合

そ

れ

が

確

定

し

に

く

い

こ

と

が

多

い

。

そ

こ

で

、

文

中

で

の

役

割

や

位

置

と

い

っ

た

統

語

的

視

点

＝

構

文

的

特

徴

に

基

づ

い

て

認

定

を

行

う

こ

と

で

、

主

観

的

、

恣

意

的

な

意

味

解

釈

か

ら

脱

す

る

方

法

を

提

案

し

て

み

た

。

そ

れ

に

よ

っ

て

、

漢

語

の

受

容

前

後

の

文

法

的

な

特

徴

の

変

化

お

よ

び

、

意

味

変

化

と

の

関

わ

り

な

ど

を

よ

り

連

続

的

に

捉

え

る

こ

と

が

可

能

と

な

り

、

従

来

気

付

か

れ

に

く

い

変

化

の

兆

し

も

見

逃

す

こ

と

な

く

記

述

す

る

こ

と

が

で

き

た

の

で

は

な

い

か

と

考

え

る

。

文

法

的

な

特

徴

の

変

化

と

連

動

し

て

意

味

が

変

化

し

た

語

彙

に

つ

い

て

、

拙

稿

（

二

〇

一

四

）

で

は

「

む

ざ

ん

（

無

慙

）

」

の

例

も

取

り

上

げ

て

い

る

。

た

だ

し

、

本

稿

第

一

節

で

も

触

れ

た

よ

う

に

、

「

む

ざ

ん

」

の

文

法

的

な

特

徴

の

変

化

は

、

同

一

品

詞

内

に

お

け

る

文

成

分

の

変

化

（

注

㊺

）

で

あ

り

、

品

詞

転

成

の

有

無

と

い

う

点

に

お

い

て

は

「

迷

惑

」

の

変

化

パ

タ

ー

ン

と

は

異

な

る

。

「

迷

惑

」

の

よ

う

に

、

品

詞

性

の

変

化

と

意

味

変

化

の

相

関

を

示

す

も

の

と

し

て

、

「

笑

止

／

咲

止

」

「

我

慢

」

「

成

敗

」

「

褒

美

」

「

善

悪

」

「

是

非

」

な

ど

の

和

化

漢

語

が

挙

げ

ら

れ

る

。

例

え

ば

、

「

笑

止

／

咲

止

（

も

と

は

勝

事

）

」
（

注

㊻

）

は

、

元

来

、

名

詞

用

法

と

し

て

目

的

語

（

例

：
善

立

勝

事

）

と

被

修

飾

語

（

例

：
希

代

之

勝

事

）

の

位

置

に

現

れ

、

『

和

漢

通

用

集

』

（

四

二

三

）

に

あ

る

「

こ

と

に

す

ぐ

る

ゝ

也

」

の

説

明

を

見

て

も

分

か

る

よ

う

に

、

プ

ラ

ス

の

意

味

合

い

を

含

む

《

尋

常

で

な

い

事

》

の

意

と

し

て

解

釈

さ

れ

て

い

た

。

し

か

し

、

中

世

以

降

に

な

る

と

、

「

事

柄

」

を

対

象

語

と

す

る

形

容

詞

述

語

文

（

例

え

ば

、

後

置

修

飾

語

「

～

千

万

」

な

ど

を

伴

う

述

語

用

法

：
元

春

御

所

労

、

于

今

不

被

得

御

快

気

之

由

、

誠

勝

事

千

万

ニ

候

）

と

し

て

用

い

ら

れ

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

《

（

対

象

は

尋

常

で

な

い

ほ

ど

）

け

し

か

ら

ん

事

／

困

っ

た

事

／

気

の

毒

な

事

》

と

い

っ

た

マ

イ

ナ

ス

な

意

味

を

派

生

し

た

こ

と

が

見

受

け

ら

れ

る

（

拙

稿

（

二

〇

一

四

・

四

三

頁

）

参

照

）

。

他

に

、

名

詞

か

ら

動

詞

へ

の

変

化

と

逆

の

変

化

パ

タ

ー

ン

を

持

つ

も

の

と

し

て

、

例

え

ば

「

我

慢

」

（

例

：

「

我

慢

を

払

捨

」

名

詞

用

法

《

驕

慢

な

心

》

↓

「

我

慢

す

」

動

詞

用

法

《

耐

え

忍

ぶ

》

）

や

「

褒

美

」

（

例

：
「

褒

美

す

」

動

詞

用

法

《

褒

め

称

え

る

》

↓

「

褒

美

を

与

え

る

」

名

詞

用

法

《

褒

め

称

え

る

印

と

し

て

与

え

る

も

の

》

）
（

注

㊼

）

な

ど

が

あ

る

。

ま

た

、

元

々

名

詞

用

法

で

し

か

使

わ

れ

な

い

漢

語

が

副

詞

的

用

法

を

派

生

し

た

も

の

と

し

て

、

「

善

悪

」

「

是

非

」

な

ど

が

挙

げ

ら

れ

る

。

こ

れ

ら

の

漢

語

の

受

容

と

変

容

に

つ

い

て

は

、

す

で

に

優

れ

た

研

究

が

多

く

見

ら

れ

る

が

、

先

行

研

究

で

積

み

重

ね

ら

れ

て

き

た

そ

の

研

究

成

果

も

、

新

し

い

目

で

見

て

み

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

新

た

な

発

見

・

再

発

見

に

つ

な

が

っ

て

い

く

と

考

え

ら

れ

る

。

無

論

、

日

本

語

と

中

国

語

は

異

質

な

言

語

で

あ

り

、

漢

語

の

受

容

と

変

容

の

全

貌

を

捉

え

る

に

は

、

当

然

困

難

な

作

業

を

伴

う

（

注

㊽

）

。

そ

れ

ゆ

え

、

よ

り

多

様

な

視

点

か

ら

の

提

案

は

広

く

行

わ

れ

る

方

が

良

い

、

と

い

う

こ

と

は

言

う

ま

で

も

あ

る

ま

い

。

殊

に

語

彙

素

の

認

定

な

ど

、

漢

語

の

史

的

研

究

に

お

い

て

は

、

―
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本

稿

で

示

し

た

方

法

の

み

で

は

解

決

で

き

な

い

課

題

も

あ

る

が

、

今

後

も

語

の

形

態

的

な

特

徴

に

配

慮

し

た

上

で

、

統

語

と

意

味

の

調

査

を

進

め

た

い

。

〈

注

〉

注

①

田

中

（

二

〇

一

四

・

二

三

頁

）

で

は

品

詞

と

活

用

形

が

定

め

ら

れ

な

い

ケ

ー

ス

と

し

て

、

そ

れ

ぞ

れ

〔

尊

重

之

処

︙

「

尊

重

の

処

」

か

「

尊

重

す

る

（

せ

る

？

）

処

」

か

？

〕

〔

入

夜

馳

参

、

候

雲

上

︙

終

止

形

か

連

用

形

か

？

〕

の

よ

う

な

例

が

挙

げ

ら

れ

て

い

る

。

注

②

松

下

大

三

郎

の

言

う

「

無

活

用

動

詞

」

の

例

に

あ

た

る

。

注

③

和

語

で

も

、

ク

活

用

・

シ

ク

活

用

な

ど

の

語

尾

が

付

く

と

形

容

詞

、

「

（

ら

）

る

」

「

（

さ

）

す

」

な

ど

が

付

く

と

動

詞

と

な

る

よ

う

に

、

語

形

・

活

用

形

に

基

づ

け

ば

、

そ

の

品

詞

性

を

あ

る

程

度

正

確

に

特

定

で

き

る

が

、

形

態

が

機

能

を

直

接

反

映

し

て

い

な

い

例

も

あ

る

。

た

と

え

ば

、

稀

の

細

道

（

源

氏

物

語

・

浮

舟

）

、

お

ろ

か

の

身

（

発

心

集

・

五

‐

三

）

、

確

か

の

正

体

（

梁

塵

秘

抄

）

の

よ

う

に

、

名

詞

と

形

容

（

動

）

詞

と

を

峻

別

し

に

く

い

例

が

古

く

か

ら

存

在

す

る

（

小

田

勝

（

二

〇

一

五

）

を

参

照

）

。

ま

た

、

現

代

語

に

お

い

て

も

、

「

歩

い

て

帰

る

」

の

「

歩

く

」

の

よ

う

に

、

動

詞

で

あ

り

な

が

ら

、

「

帰

る

」

と

い

う

動

作

の

状

態

を

表

し

、

連

用

修

飾

の

機

能

（

副

詞

用

法

）

を

果

た

し

て

い

る

例

が

見

ら

れ

る

。

注

④

た

と

え

ば

、

十

一

世

紀

以

降

の

中

英

語

に

お

け

る

古

仏

語

と

ラ

テ

ン

語

の

受

容

は

そ

れ

に

あ

た

る

。

注

⑤

誤

解

を

避

け

る

た

め

に

繰

り

返

す

が

、

こ

れ

は

漢

語

の

形

態

的

な

特

徴

を

全

く

考

慮

し

な

く

て

良

い

と

主

張

す

る

も

の

で

は

な

い

。

形

態

的

な

特

徴

が

、

と

く

に

漢

語

の

語

源

認

定

（

和

製

漢

語

か

、

中

国

語

出

自

の

漢

語

か

）

や

、

和

化

漢

文

の

背

後

に

あ

る

日

本

語

文

の

解

読

作

業

に

重

要

な

役

割

を

果

た

し

て

い

る

こ

と

は

も

は

や

否

定

で

き

な

い

。

注

⑥

『

大

漢

和

辞

典

』

に

あ

る

「

❺

や

く

か

い

で

困

る

こ

と

」

と

同

じ

用

法

と

考

え

て

問

題

な

い

。

注

⑦

『

大

漢

和

辞

典

』

に

あ

る

「

❷

心

が

ま

よ

ひ

ま

ど

ふ

」

の

意

に

相

当

す

る

。

注

⑧

大

塚

氏

の

こ

の

二

編

は

、

氏

の

『

抄

物

き

り

し

た

ん

資

料

私

注

』

（

清

文

堂

・

一

九

九

六

年

）

に

収

録

さ

れ

て

い

る

。

注

⑨

堀

口

（

一

九

九

六

）

で

い

う

「

本

来

の

窮

し

苦

し

む

心

情

を

述

べ

る

」

用

法

は

、

本

稿

で

示

し

た

用

例

（

）

2

の

用

法

と

近

い

よ

う

に

思

う

。

注

⑩

一

種

の

感

情

表

現

。

「

情

意

述

語

文

」

「

情

意

性

述

語

」

と

い

っ

た

用

語

に

つ

い

て

、

詳

し

く

は

川

端

（

一

九

七

六

）

、

田

中

（

一

九

九

八

）

を

参

照

。

注

⑪

安

本

（

二

〇

〇

九

・

六

一

頁

）

を

参

照

。

注

⑫

対

象

語

の

定

義

に

つ

い

て

、

詳

し

く

は

時

枝

（

一

九

五

〇

）

、

田

中

（

一

九

九

八

）

な

ど

を

参

照

。

注

⑬

こ

こ

で

言

う

《

対

象

語

＋

迷

惑

》

の

構

文

は

、

寺

村

秀

夫

「

感

情

表

現

︱

動

的

事

象

の

描

写

と

性

状

規

定

の

境

界

域

」

（

『

日

本

語

の

シ

ン

タ

ク

ス

と

意

味

Ⅰ

』

く

ろ

し

お

出

版

・

一

九

八

二

）

の

言

う

「

評

価

・

規

定

を

表

す

品

定

め

文

」

に

近

い

。

注

⑭

「

程

度

補

語

」

の

定

義

と

「

述

補

構

造

」

の

構

文

特

徴

に

つ

い

て

は

、

太

田

辰

夫

『

中

国

語

歴

史

文

法

』

（

蒋

紹

愚

・

徐

昌

華

訳

『

中

国

语

历

史

文

法

』

三

六

六

～

三

六

七

頁

）

を

は

じ

め

、

呂

叔

湘

『

汉

语

语

法

分

析

问

题

』

（

六

四

～

六

七

頁

）

、

朱

徳

煕

『

语

法

讲

义

』

（

一

二

五

～

一

三

八

頁

）

、

朱

徳

煕

『

语

法

问

答

』

（

四

八

～

五

五

頁

）

な

ど

、

複

数

の

論

及

が

あ

る

。

ま

た

、

程

度

補

語

の

史

的

考

察

に

関

し

て

は

、

李

傑

群

「

『

甚

』

的

词

性

演

変

」

（

『

语

文

研

究

』

一

九

八

六

年

第

二

期

）

、

李

艶

・

任

彦

智

「

『

世

说

新

语

』

中

的

程

度

补

语

研

究

」

（

『

长

春

大

学

学

报

』

二

〇

〇

六

年

第

一

期

）

、

唐

賢

清

・

陳

麗

「

『

极

』

作

程

度

补

语

的

历

时

发

展

及

跨

语

言

考

察

」

（

『

古

汉

语

研

究

』

二

〇

一

一

年

第

四

期

）

、

李

艶

・

秦

晶

「

『

史

记

』

列

传

中

的

程

度

补

语

研

究

」

（

『

长

春

大

学

学

报

』

二

〇

一

四

年

第

一

期

）

、

唐

賢

清

「

程

度

副

词

作

补

语

的

个

案

研

究

及

理

据

分

析

」

（

『

东

汉

三

国

佛

教

文

献

副

词

研

究

』

第

五

章

、

二

六

四

～
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三

一

五

頁

）

な

ど

が

挙

げ

ら

れ

る

。

注

⑮

原

語

の

統

語

的

な

振

る

舞

い

を

観

察

す

る

と

、

一

つ

の

語

に

多

機

能

・

多

品

詞

性

（

中

国

文

法

書

で

は

「

兼

類

」

）

を

備

え

て

い

る

ケ

ー

ス

が

多

く

、

「

迷

惑

」

に

関

し

て

も

例

外

で

は

な

い

。

た

と

え

ば

、

仏

教

関

係

の

書

物

に

は

、

動

詞

用

法

以

外

に

、

「

開

化

度

脱

三

界

迷

惑

」

（

『

大

寶

積

經

』

（

三

八

六

～

五

三

四

年

成

立

）

卷

第

十

・

密

迹

金

剛

力

士

會

）

、

「

遠

離

諸

迷

惑

」

（

同

・

巻

三

十

・

出

現

光

明

會

）

の

よ

う

な

、

修

飾

語

を

受

け

る

名

詞

用

法

の

例

も

少

な

い

な

が

ら

見

ら

れ

る

。

注

⑯

（

）

（

）

は

、

『

梵

漢

対

勘

妙

法

蓮

華

経

』

（

中

国

社

会

科

学

出

版

社

）

に

あ

る

サ

ン

ス

ク

リ

ッ

ト

語

表

記

を

14

15

ラ

テ

ン

文

字

で

表

し

た

も

の

で

あ

る

。

な

お

、

転

写

の

際

に

、

同

僚

の

呉

蔚

琳

氏

（

サ

ン

ス

ク

リ

ッ

ト

語

・

パ

ー

リ

語

文

献

学

専

攻

）

の

協

力

を

得

た

。

注

⑰

因

み

に

、

鳩

摩

羅

什

訳

（

第

五

訳

）

以

前

の

竺

法

護

訳

（

第

二

訳

）

で

は

、

該

当

箇

所

が

そ

れ

ぞ

れ

「

假

使

為

説

，

不

能

解

了

，

不

肯

啓

受

」

（

『

正

法

華

経

』

善

権

品

第

二

）

、

「

誹

謗

斯

経

，

便

堕

地

獄

」

（

同

・

善

権

品

第

二

）

と

な

っ

て

お

り

、

「

迷

惑

」

と

い

う

語

が

使

わ

れ

て

い

な

い

。

注

⑱

ま

だ

定

説

で

は

な

い

が

、

『

法

華

義

疏

』

を

含

め

た

「

三

経

義

疏

」

が

日

本

撰

述

（

聖

徳

太

子

の

親

撰

）

で

あ

る

こ

と

を

疑

う

中

国

北

朝

成

立

説

や

、

太

子

の

周

辺

の

朝

鮮

系

学

僧

の

関

与

を

考

え

た

仮

説

（

朝

鮮

人

関

与

説

）

も

あ

る

。

詳

し

く

は

、

日

本

思

想

大

系

『

聖

徳

太

子

集

』

に

お

け

る

藤

枝

晃

氏

の

解

説

（

四

八

五

～

四

八

九

頁

）

、

末

木

文

美

士

著

『

日

本

仏

教

史

︱

思

想

史

と

し

て

の

ア

プ

ロ

ー

チ

』

（

塗

玉

盞

訳

『

日

本

佛

教

史

︱

思

想

史

的

探

索

』

一

二

～

一

三

頁

）

な

ど

を

参

照

さ

れ

た

い

。

注

⑲

因

み

に

、

元

徳

二

年

（

一

三

三

〇

年

）

に

成

立

し

た

足

利

本

『

仮

名

書

き

法

華

経

』

で

は

、

該

当

箇

所

が

通

常

の

動

詞

用

法

「

め

い

わ

く

し

て

」

（

方

便

品

第

二

・

九

六

〇

）

と

な

っ

て

い

る

。

注

⑳

品

詞

転

成

と

意

味

変

化

と

の

間

に

は

必

然

的

な

つ

な

が

り

が

少

な

か

ら

ず

存

在

す

る

が

、

逆

の

言

い

方

、

つ

ま

り

語

の

品

詞

性

を

判

別

す

る

際

に

、

意

味

を

参

考

基

準

に

す

べ

き

か

に

つ

い

て

は

、

研

究

者

の

間

で

意

見

が

異

な

る

。

た

と

え

ば

、

中

国

語

文

法

大

家

の

朱

徳

煕

氏

は

、

『

语

法

问

答

』

に

お

い

て

品

詞

分

類

の

基

準

は

語

の

文

法

機

能

（

統

語

的

機

能

）

で

し

か

あ

り

得

な

い

と

主

張

し

、

意

味

を

も

考

慮

す

べ

き

と

い

う

意

見

に

賛

同

し

が

た

い

旨

（

同

書

一

〇

～

二

六

頁

）

を

述

べ

て

い

る

。

注

㉑

こ

こ

で

の

「

迷

惑

の

人

」

に

つ

い

て

、

『

漱

石

全

集

』

（

第

二

巻

・

岩

波

書

店

）

の

注

釈

は

「

地

獄

に

堕

ち

た

人

た

ち

」

（

六

）

と

し

て

い

る

（

近

藤

・

邢

（

二

〇

一

一

：
七

頁

）

で

も

言

及

）

が

、

そ

の

「

地

獄

に

堕

ち

た

」

と

い

10

う

説

明

も

、

「

錯

乱

、

迷

妄

、

判

断

力

の

喪

失

」

と

い

っ

た

元

来

の

意

味

に

よ

っ

て

生

じ

た

結

果

と

考

え

ら

れ

る

。

注

㉒

中

国

語

の

「

為

︙

所

︙

」

句

に

つ

い

て

は

、

王

力

（

一

九

八

九

：
二

七

七

～

二

七

九

頁

）

を

参

照

さ

れ

た

い

。

注

㉓

同

じ

卜

部

系

統

に

属

す

る

北

野

本

の

巻

十

九

（

南

北

朝

点

）

や

、

古

本

系

統

の

諸

本

（

岩

崎

本

・

前

田

本

・

図

書

寮

本

）

の

該

当

箇

所

に

は

、

訓

点

が

付

さ

れ

て

い

な

い

。

注

㉔

峰

岸

（

一

九

九

四

：
二

～

三

頁

）

に

よ

れ

ば

、

『

東

鑑

』

寛

永

三

年

版

文

の

付

訓

に

は

伝

統

的

な

訓

法

が

多

く

伝

承

さ

れ

て

お

り

、

国

語

文

と

し

て

の

『

吾

妻

鏡

』

の

文

章

の

語

形

・

文

形

の

再

現

の

作

業

に

非

常

に

有

力

な

根

拠

を

提

供

す

る

こ

と

に

な

る

。

注

㉕

敢

え

て

「

令

」

を

付

け

る

な

ら

、

正

格

漢

文

の

場

合

、

「

令

一

國

之

僧

尼

竝

王

臣

等

迷

惑

」

と

な

る

は

ず

で

あ

る

。

注

㉖

同

じ

和

漢

混

淆

文

で

あ

る

『

今

昔

物

語

集

』

に

は

、

「

迷

惑

」

の

用

例

が

見

当

た

ら

な

い

。

そ

の

代

わ

り

に

多

く

用

い

ら

れ

て

い

る

の

は

、

類

義

語

「

ま

よ

ふ

」

「

ま

ど

ふ

」

「

ま

ど

は

す

」

の

よ

う

な

和

語

で

あ

る

。

注

㉗

こ

れ

ま

で

の

研

究

で

は

、

「

之

」

の

訓

み

は

「

ノ

」

の

ほ

か

に

指

示

代

名

詞

の

「

コ

レ

」

も

指

摘

さ

れ

て

い

る

（

小

林

（

一

九

六

七

）

、

大

野

（

一

九

七

三

）

な

ど

を

参

照

）

が

、

こ

こ

で

の

「

之

」

は

「

コ

レ

」

と

訓

ま

れ

て

い

た

と

は

考

え

に

く

い

。

『

孟

子

』

離

婁

上

「

聖

人

、

人

倫

之

至

也

」

な

ど

が

そ

れ

で

、

意

味

は

「

聖

人

は

人

倫

の

最

も

優

れ

た

も

の

で

す

」

と

な

る

。

と

す

れ

ば

、

当

該

箇

所

は

「

迷

惑

の

最

も

ひ

ど

い

も

の

で

す

」

と

解

釈

で

き

る

た

め

、

―
5
5
―



「

迷

惑

コ

レ

至

リ

ナ

リ

」

と

は

な

ら

な

い

と

考

え

る

。

注

㉘

こ

の

場

合

の

「

困

る

」

は

、

主

題

の

位

置

に

来

る

対

象

語

を

叙

述

し

て

お

り

、

構

文

的

に

は

形

容

詞

の

働

き

を

し

て

い

る

。

な

お

、

「

困

る

」

の

形

容

詞

用

法

に

つ

い

て

は

、

杉

本

（

一

九

九

七

）

を

参

照

さ

れ

た

い

。

注

㉙

東

京

大

学

史

料

編

纂

所

デ

ー

タ

ベ

ー

ス

を

利

用

し

「

鎌

倉

遺

文

」

を

調

査

。

（

）

（

）

以

外

の

所

収

文

書

の

27

28

情

報

は

以

下

の

通

り

で

あ

る

。

東

大

寺

具

書

・

正

和

四

年

（

一

例

）

／

近

江

葛

川

明

王

院

文

書

・

文

保

元

年

二

月

（

一

例

）

、

文

保

二

年

三

月

（

二

例

）

／

京

都

大

学

蔵

明

王

文

書

・

文

保

元

年

七

月

（

一

例

）

、

文

保

二

年

三

月

（

一

例

）

／

山

城

阿

刀

文

書

・

元

徳

三

年

三

月

（

一

例

）

注

㉚

《

最

近

、

近

頃

》

の

意

で

副

詞

的

に

用

い

る

「

此

所

」

は

、

江

戸

中

期

の

例

と

し

て

は

ま

だ

早

い

と

思

わ

れ

る

。

注

㉛

例

文

に

出

て

く

る

「

近

衛

西

洞

院

獄

門

内

構

旅

所

」

「

此

所

新

儀

也

」

に

注

目

し

て

み

た

い

。

当

時

、

旅

所

は

近

衛

西

洞

院

に

あ

る

刑

務

所

の

外

に

置

か

れ

る

の

が

通

常

で

あ

っ

た

が

、

何

ら

か

の

事

情

で

こ

の

年

は

刑

務

所

内

に

置

か

れ

る

こ

と

に

な

っ

た

。

旅

所

を

こ

の

場

所

に

し

た

事

に

つ

い

て

、

記

主

中

原

は

新

儀

だ

と

捉

え

て

い

る

。

注

㉜

中

古

中

世

の

漢

文

体

資

料

に

お

い

て

は

、

元

々

場

所

を

表

す

言

葉

が

そ

の

場

所

に

住

む

人

を

表

す

も

の

も

散

見

さ

れ

る

。

例

え

ば

、

《

上

皇

・

天

皇

の

居

場

所

》

を

表

す

「

姑

射

」

は

、

『

菅

家

文

草

』

で

は

《

天

皇

自

身

》

も

指

し

示

し

て

い

る

（

山

本

（

一

九

八

九

・

三

五

頁

）

を

参

照

）

。

こ

れ

を

踏

ま

え

れ

ば

、

（

）

の

「

此

所

」

も

、

少

し

後

29

に

来

る

「

此

人

々

（

行

向

被

夜

宿

了

）

」

を

表

し

て

い

る

の

で

は

な

い

か

と

い

う

解

釈

も

あ

り

得

る

。

し

か

し

仮

に

右

の

解

釈

が

正

し

い

と

し

て

も

、

〈

主

題

（

前

の

文

で

言

及

さ

れ

た

藏

氷

以

下

の

人

々

）

＋

（

迷

惑−

後

置

修

飾

語

）

〉

と

い

う

記

主

の

感

情

を

表

す

用

法

で

あ

る

こ

と

に

は

変

わ

り

な

い

た

め

、

本

文

で

示

し

た

観

点

に

そ

れ

ほ

ど

影

響

は

な

い

と

考

え

る

。

注

㉝

「

加

様

に

延

引

之

間

」

は

、

「

こ

の

よ

う

に

長

く

居

座

っ

て

い

る

た

め

」

と

解

し

得

る

一

方

で

、

「

こ

の

よ

う

に

長

く

居

座

っ

て

い

る

間

は

」

と

い

う

意

味

に

も

取

れ

る

。

注

㉞

続

く

「

被

存

」

の

よ

う

に

、

奉

行

所

な

ら

「

被

仰

下

＝

仰

せ

下

さ

れ

」

と

表

現

す

る

の

が

自

然

で

あ

る

が

、

こ

こ

で

は

、

敢

え

て

謙

譲

の

意

の

な

い

「

申

下

し

候

」

が

用

い

ら

れ

て

い

る

（

他

に

も

二

例

あ

る

）

。

そ

の

理

由

と

し

て

は

、

文

書

の

書

き

手

で

あ

る

問

屋

の

商

人

が

、

奉

行

所

の

判

決

文

に

あ

る

表

現

を

そ

の

ま

ま

引

用

し

た

た

め

と

考

え

ら

れ

る

。

注

㉟

一

方

、

ト

書

き

文

で

は

、

登

場

人

物

（

第

三

者

）

の

困

惑

し

た

心

情

を

描

写

す

る

際

に

、

「

迷

惑

」

の

古

い

用

法

が

用

い

ら

れ

て

い

る

。

・

太

郎

ま

ん

ぞ

く

し

て

、

常

の

こ

と

く

か

へ

つ

て

、

し

う

に

あ

ひ

て

か

さ

を

み

せ

て

、

け

い

づ

を

右

の

こ

と

く

云

て

、

し

う

き

せ

て

見

る

、

見

え

る

に

よ

つ

て

、

め

い

わ

く

し

て

、

（

脇

狂

言

之

類

「

隠

笠

」

）

注

㊱

（

）

に

お

け

る

「

め

い

わ

く

致

で

御

ざ

る

」

の

意

に

関

し

て

は

、

北

原

保

雄

氏

の

「

「

御

見

廻

も

申

さ

ひ

で

」

42

で

終

止

し

次

い

で

「

渡

世

に

迷

惑

致

す

」

と

な

る

」

と

い

う

解

釈

に

従

っ

た

（

『

大

蔵

虎

明

本

狂

言

集

の

研

究

本

文

篇

中

』

二

七

七

頁

を

参

照

）

。

一

方

、

こ

の

用

例

に

つ

い

て

、

近

藤

・

邢

（

二

〇

一

一

）

で

は

「

し

ば

ら

く

訪

問

し

な

い

で

、

心

苦

し

く

（

私

が

）

当

惑

し

て

い

ま

す

」

と

さ

れ

て

い

る

が

、

こ

う

い

っ

た

解

釈

は

、

大

塚

光

信

氏

の

「

当

時

の

「

迷

惑

」

は

困

惑

の

意

。

「

御

見

廻

も

申

さ

ひ

で

」

と

の

意

味

上

の

関

係

は

分

明

で

な

い

」

（

『

大

蔵

虎

明

本

能

狂

言

集

翻

刻

註

解

下

巻

』

一

三

〇

頁

）

に

よ

る

も

の

と

考

え

ら

れ

る

。

注

㊲

こ

の

時

代

の

「

い

た

す

・

つ

か

ま

つ

る

」

は

、

し

ば

し

ば

、

自

卑

・

丁

重

な

ど

の

敬

意

を

表

す

謙

譲

語

や

補

助

動

詞

と

し

て

用

い

ら

れ

て

い

る

が

、

穐

田

（

一

九

七

六

）

で

指

摘

さ

れ

た

よ

う

に

、

そ

の

本

来

の

用

法

は

、

必

ず

し

も

そ

れ

だ

け

で

は

な

い

。

特

に

「

い

た

す

」

に

関

し

て

は

、

元

来

は

自

動

詞

「

い

た

る

」

に

対

応

す

る

他

動

詞

と

し

て

用

い

ら

れ

て

お

り

、

「

届

く

よ

う

に

す

る

」

「

い

た

ら

せ

る

」

の

よ

う

な

元

の

意

か

ら

、

好

ま

し

く

な

い

結

果

を

引

き

起

こ

す

と

い

う

意

味

と

し

て

も

使

用

さ

れ

て

い

た

。

な

お

、

こ

の

種

の

表

現

は

中

世

後

期

の

文

書

類

に

も

見

ら

れ

る

。

・

組

下

之

百

姓

ニ

爲

致

迷

惑

候

ニ

付

誅

伐

（

『

会

津

藩

家

世

實

記

』

寛

文

二

年

十

一

月

三

日

）

―
5
6
―



注

㊳

中

世

後

期

の

抄

物

資

料

に

は

、

次

の

よ

う

な

例

も

見

ら

れ

る

。

・

春

民

ノ

迷

惑

ナ

時

分

ニ

民

ニ

下

サ

ル

ヽ

ヲ

米

テ

キ

テ

返

シ

マ

ウ

ス

ル

ソ

（

『

毛

詩

抄

』

一

四

・

二

オ

）

こ

れ

は

、

「

迷

惑

ナ

時

分

」

と

い

う

連

体

修

飾

用

法

を

用

い

て

、

第

三

者

で

あ

る

「

民

」

の

感

情

を

描

い

て

い

る

例

外

的

な

場

面

で

あ

る

。

こ

の

よ

う

に

、

感

情

を

表

す

形

容

詞

用

法

の

主

語

は

原

則

と

し

て

第

一

人

称

の

人

で

あ

る

が

、

連

体

修

飾

の

形

を

と

る

と

、

人

称

制

限

が

解

消

さ

れ

る

場

合

が

あ

る

。

詳

細

は

、

西

尾

（

一

九

七

二

）

を

参

照

。

注

㊴

た

だ

し

、

こ

こ

で

述

べ

た

動

詞

の

感

情

表

現

は

、

会

話

文

に

全

く

使

用

さ

れ

な

い

わ

け

で

は

な

い

。

確

か

に

口

語

資

料

の

会

話

場

面

で

は

、

話

し

手

の

困

っ

た

心

情

を

表

出

す

る

際

に

、

形

容

詞

用

法

が

主

用

さ

れ

て

い

る

が

、

そ

れ

以

外

に

、

「

各

々

も

御

迷

惑

あ

ら

う

ず

」

（

天

草

版

平

家

・

巻

第

六

）

、

「

迷

惑

し

た

か

」

の

よ

う

な

、

第

三

者

の

気

持

ち

を

推

測

・

確

認

す

る

た

め

の

推

量

文

・

疑

問

文

、

「

私

は

警

察

に

事

情

聴

取

さ

れ

て

迷

惑

し

た

」

（

近

藤

・

邢

（

二

〇

一

一

）

所

載

用

例

）

の

よ

う

な

、

話

し

手

が

経

験

し

た

過

去

の

出

来

事

を

客

観

的

に

述

べ

た

動

詞

文

（

こ

の

場

合

、

人

称

制

限

が

解

消

さ

れ

る

）

な

ど

も

見

ら

れ

る

。

こ

れ

ら

の

場

合

は

す

べ

て

「

第

三

者

の

心

情

描

写

」

に

含

め

て

考

え

る

こ

と

が

で

き

る

。

注

㊵

「

迷

惑

行

為

」

を

は

じ

め

と

す

る

新

し

い

表

現

は

、

近

年

の

中

国

語

に

も

逆

輸

入

さ

れ

て

い

る

。

・

迷

惑

行

为

！

美

国

有

人

假

扮

警

察

问

司

机

：
疫

情

时

为

什

么

不

宅

家

？

（

环

球

时

报

2020/4/3

）

・

当

代

青

年

迷

惑

行

为

大

奖

（

一

纸

寡

言2020/8/28
https://baijiahao.baidu.com

/s?id=1676284495994571529&
w

fr=spider&
for=pc

）

・

经

长

期

投

稿

训

练

，

我

已

形

成

了

何

时

何

地

皆

可

投

的

科

学

认

识

，

打

破

了

投

稿

时

的

神

秘

主

义

，

杜

绝

了

上

香

、

烧

纸

等

各

种

迷

惑

行

为

。

（

传

媒

茶

话

会2020/11/18
https://rm

h.pdnew
s.cn/Pc/A

rtInfoA
pi/article?id=16994448

）

こ

こ

で

の

「

迷

惑

行

為

」

と

い

う

表

現

は

、

日

本

で

派

生

し

た

意

味

用

法

を

受

け

継

い

だ

も

の

と

考

え

ら

れ

る

。

中

国

の

文

献

に

は

、

第

四

節

で

取

り

上

げ

た

動

詞

用

法

の

ほ

か

に

、

「

開

化

度

脱

三

界

迷

惑

」

（

『

大

寶

積

經

』

卷

第

十

・

密

迹

金

剛

力

士

會

）

、

「

遠

離

諸

迷

惑

」

（

同

・

巻

三

十

・

出

現

光

明

會

）

と

い

っ

た

被

修

飾

語

を

伴

う

名

詞

表

現

（

注

⑮

参

照

）

や

、

五

四

運

動

以

降

（

近

現

代

）

に

現

れ

た

「

一

种

明

知

不

妥

，

而

很

愿

试

试

的

大

胆

和

迷

惑

紧

紧

的

捉

住

了

他

的

心

，

」

（

『

駱

駝

祥

子

』

第

六

章

）

の

よ

う

な

、

不

定

冠

詞

「

一

种

」

（

具

体

的

な

数

量

を

示

す

も

の

で

は

な

い

）

＋

「

迷

惑

」

の

臨

時

的

な

用

法

も

見

ら

れ

る

が

、

こ

れ

ら

は

、

前

代

の

動

詞

用

法

と

同

じ

く

、

共

に

「

人

間

の

途

方

に

暮

れ

た

心

情

」

に

関

わ

る

表

現

で

あ

り

、

右

に

挙

げ

た

複

合

語

用

法

と

は

異

な

る

。

注

㊶

こ

れ

ら

の

用

法

は

被

修

飾

語

「

筋

」

「

行

為

」

な

ど

の

属

性

を

表

し

て

お

り

、

前

代

の

規

定

用

法

「

民

ノ

迷

惑

ナ

時

分

」

（

『

毛

詩

抄

』

一

四

・

二

オ

／

注

㊳

参

照

）

と

は

一

線

を

画

し

て

い

る

。

『

毛

詩

抄

』

の

「

迷

惑

」

は

、

構

文

上

、

後

に

続

く

名

詞

「

時

分

」

を

修

飾

・

限

定

す

る

こ

と

な

く

、

第

三

者

で

あ

る

「

民

」

の

感

情

を

表

し

て

い

る

。

注

㊷

中

世

後

期

に

も

、

（

）

と

似

通

っ

た

用

法

が

散

見

さ

れ

る

が

、

両

者

は

違

う

タ

イ

プ

の

も

の

と

考

え

ら

れ

る

。

45

・

さ

様

ニ

候

て

ハ

、

忽

愚

身

可

及

迷

惑

候

間

、

如

此

申

定

候

、

（

僧

賢

海

契

約

状

・

東

大

寺

文

書

・

文

安

五

年

十

二

月

廿

九

日

）

・

某

が

親

に

て

候

者

、

此

ね

こ

を

こ

ろ

し

申

て

候

間

、

余

人

き

ゝ

つ

け

申

上

る

物

な

ら

は

、

一

門

眷

属

め

い

わ

く

に

お

よ

び

申

さ

う

ず

る

、

（

『

虎

明

本

狂

言

』

集

狂

言

之

類

「

鶏

猫

」

）

こ

れ

ら

の

例

は

決

し

て

「

私

自

身

に

迷

惑

と

い

う

行

為

が

か

か

る

〔

訓

み

下

し

：
愚

身

に

迷

惑

（

が

）

及

ぶ

べ

く

候

間

or

愚

身

に

迷

惑

（

を

）

及

ぼ

す

べ

く

候

間

〕

」

「

一

門

眷

属

に

迷

惑

を

か

け

る

」

の

意

で

は

な

く

、

「

愚

身

（

主

語

）

迷

惑

に

及

ぶ

べ

く

候

間

」

「

も

し

そ

の

よ

う

な

こ

と

が

生

じ

た

ら

（

仮

定

条

件

）

、

一

門

眷

属

（

主

語

）

が

困

惑

す

る

だ

ろ

う

」

と

い

う

意

に

取

る

べ

き

で

あ

ろ

う

。

こ

の

場

合

の

「

及

迷

惑

」

「

迷

惑

に

及

ぶ

」

は

、

中

世

・

近

世

の

古

文

書

・

古

記

録

類

に

見

ら

れ

る

「

及

沙

汰

（

沙

汰

に

及

ぶ

）

」

「

及

合

戦

（

合

戦

に

及

ぶ

）

」

「

及

生

涯

（

生

涯

に

及

ぶ

）

」

と

同

類

の

も

の

で

あ

り

、

（

）

の

「

～

に

迷

惑

を

及

ぼ

す

」

と

は

本

質

的

に

異

な

る

。

45

注

㊸

「

さ

し

や

る

」

は

、

動

詞

「

さ

す

（

る

）

」

の

連

用

形

「

さ

せ

」

に

、

助

動

詞

「

や

る

」

が

接

続

し

た

「

さ

せ

や

る

」

―
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が

変

化

し

た

語

で

あ

る

。

「

さ

せ

る

」

の

意

で

、

対

等

ま

た

は

対

等

に

近

い

下

位

の

者

か

ら

さ

せ

ら

れ

る

時

に

言

う

。

注

㊹

こ

こ

で

言

う

「

志

向

」

は

、

単

に

原

語

の

意

味

用

法

を

踏

襲

せ

ず

、

母

語

使

用

者

自

ら

の

目

的

や

心

情

に

基

づ

く

意

向

の

こ

と

を

指

す

。

注

㊺

同

じ

文

成

分

が

変

化

し

た

例

と

し

て

、

漢

語

「

非

道

」

が

挙

げ

ら

れ

る

。

・

此

ク

非

道

ノ

御

心

ノ

有

レ

バ

弊

キ

獣

ノ

身

を

受

ケ

在

ス

ゾ

カ

シ

（

『

今

昔

物

語

集

』

巻

十

九

）

・

か

の

中

納

言

は

「

わ

れ

よ

り

ほ

か

に

領

ず

べ

き

人

な

き

家

を

か

く

す

る

事

は

、

い

と

非

道

な

る

事

」

と

こ

そ

の

給

ふ

な

り

し

か

（

『

落

窪

物

語

』

巻

之

三

）

「

非

道

」

は

元

々

仏

教

用

語

で

あ

り

、

「

仏

教

の

戒

律

や

社

会

的

規

範

に

背

く

」

と

い

う

意

で

用

い

ら

れ

て

い

た

。

右

記

の

二

例

は

と

も

に

会

話

文

に

用

い

ら

れ

な

が

ら

、

意

味

上

の

異

同

が

多

少

な

り

と

も

見

ら

れ

る

。

前

者

は

、

慈

悲

を

旨

と

す

る

仏

教

の

教

え

に

背

い

た

犬

の

心

を

修

飾

し

て

お

り

、

こ

こ

で

の

「

非

道

」

が

ど

ち

ら

か

と

言

え

ば

、

そ

の

「

犬

の

心

の

有

様

」

を

客

観

的

に

評

価

す

る

た

め

に

用

い

ら

れ

て

い

る

よ

う

に

見

え

る

。

そ

れ

に

対

し

、

後

者

の

よ

う

に

、

こ

の

語

が

構

文

的

に

述

語

用

法

に

立

つ

場

合

は

、

も

は

や

中

立

的

な

観

点

か

ら

の

評

価

で

は

な

く

、

「

そ

の

事

は

、

程

度

が

甚

だ

し

く

ヒ

ド

イ

（

＋

形

式

名

詞

事

）

」

と

い

う

話

者

の

感

情

的

な

判

断

（

情

意

性

）

が

よ

り

強

調

さ

れ

る

よ

う

に

な

り

、

同

一

品

詞

性

に

お

け

る

文

成

分

が

変

化

し

た

例

（

形

容

詞

の

規

定

用

法

↓

形

容

詞

の

述

語

用

法

）

と

し

て

捉

え

ら

れ

る

。

注

㊻

「

笑

止

」

が

「

勝

事

」

の

異

表

記

で

あ

る

こ

と

を

最

初

に

主

張

し

た

国

語

学

者

は

、

橋

本

進

吉

博

士

と

思

わ

れ

る

。

一

九

三

二

年

十

月

十

三

日

、

東

京

方

言

学

会

第

一

回

例

会

の

席

上

、

橋

本

進

吉

博

士

が

、

新

村

出

博

士

の

発

表

に

対

し

て

、

「

平

家

物

語

に

、

「

勝

事

」

と

云

ふ

語

が

見

え

て

ゐ

る

が

、

語

り

本

に

よ

る

と

そ

の

發

音

は

シ

ョ

ー

ジ

で

は

な

く

シ

ョ

ー

シ

で

あ

つ

て

、

意

味

は

人

の

耳

目

を

ひ

く

や

う

な

事

を

云

ふ

や

う

で

あ

る

。

又

六

代

勝

事

記

な

ど

云

ふ

書

物

も

あ

る

。

か

や

う

な

意

味

か

ら

大

變

な

こ

と

と

い

ふ

や

う

な

義

と

な

り

、

そ

れ

か

ら

變

化

し

て

あ

ら

笑

止

や

の

意

味

に

な

つ

た

の

で

は

な

い

か

」

（

『

方

言

』

二

・

九

六

三

頁

）

と

述

べ

ら

れ

て

い

た

。

博

士

の

発

言

に

関

す

る

記

事

は

、

『

方

言

』

（

春

陽

堂

）

第

二

巻

所

収

の

學

界

彙

報

に

載

せ

ら

れ

て

い

る

。

注

㊼

漢

語

「

褒

美

」

の

語

義

変

化

な

ど

に

つ

い

て

は

、

小

野

（

二

〇

〇

一

・

一

四

頁

）

で

言

及

さ

れ

て

い

る

。

注

㊽

漢

語

受

容

史

や

日

中

言

語

交

渉

史

の

研

究

だ

け

で

は

な

く

、

現

代

語

彙

の

対

照

研

究

に

お

い

て

も

同

様

の

こ

と

が

言

え

る

。

【

調

査

資

料

】

※

用

例

検

索

・

調

査

に

あ

た

り

、

下

記

の

テ

キ

ス

ト

・

デ

ー

タ

ベ

ー

ス

、

そ

の

他

公

刊

さ

れ

て

い

る

日

中

両

国

の

作

品

・

辞

書

類

を

使

用

し

た

。

使

用

テ

キ

ス

ト

︙

中

国

文

献

［

漢

訳

仏

典

］

『

梵

漢

対

勘

入

菩

提

行

論

』

『

梵

漢

対

勘

楞

伽

経

』

『

梵

漢

対

勘

維

摩

詰

所

説

経

』

『

梵

漢

対

勘

神

通

游

戯

』

『

梵

漢

対

勘

佛

所

行

賛

』

『

梵

漢

対

勘

阿

弥

陀

佛

経

無

量

寿

経

』

『

梵

漢

対

勘

究

竟

一

乗

宝

性

論

』

『

梵

漢

対

勘

唯

識

論

三

種

』

『

梵

漢

対

勘

妙

法

蓮

華

経

』

〔

梵

漢

佛

経

対

勘

丛

书

〕

（

中

国

社

会

科

学

出

版

社

）

／

『

敦

煌

變

文

校

注

』

巻

五

（

中

華

書

局

）

［

二

十

五

史

］

『

漢

書

』

『

後

漢

書

』

『

史

記

』

『

三

国

志

』

『

魏

書

』

『

晋

書

』

『

宋

書

』

『

舊

唐

書

』

『

新

唐

書

』

（

中

華

書

局

）

［

十

三

経

注

疏

］

『

周

易

正

義

』

『

尚

書

正

義

』

『

周

禮

注

疏

』

『

禮

記

正

義

』

『

春

秋

左

傳

正

義

』

『

春

秋

公

羊

傳

注

疏

』

『

毛

詩

注

疏

』

『

論

語

注

疏

』

『

孟

子

注

疏

』

『

爾

雅

注

疏

』

〔

十

三

經

注

疏

〕

（

中

華

書

局

）

［

漢

字

字

典

］

『

説

文

解

字

』

〔

國

學

基

本

叢

書

簡

編

〕

（

商

務

印

書

館

）

日

本

文

献

［

訓

点

資

料

］

『

東

洋

文

庫

蔵

岩

崎

本

日

本

書

紀

』

（

貴

重

本

刊

行

会

）

／

『

前

田

本

日

本

書

紀

院

政

期

点

（

本

文

篇

）

』

（

石

塚

晴

通

（

一

九

九

七

）

『

北

海

道

大

學

文

學

部

紀

要

』

二

五

︱

二

参

照

）

／

『

圖

書

寮

本

日

本

書

紀

院

政

期

点

（

本

文

篇

）

』

（

美

季

出

版

社

）

／

『

国

寶

北

野

本

日

本

書

紀

』

（

貴

重

図

書

複

製

会

、

本

文

は

国

立

国

会

図

書

館

デ

ジ

タ

ル

化

資

料

を

参

照

）

／

『

兼

右

本

日

本

書

紀

』

〔

天

理

圖

書

館

善

本

叢

書

和

書

之

部

編

―
5
8
―



集

〕

（

八

木

書

店

）

／

『

古

點

本

の

國

語

學

的

研

究

（

譯

文

篇

）

』

（

大

日

本

雄

辯

會

講

談

社

）

／

『

西

大

寺

本

金

光

明

最

勝

經

古

點

の

國

語

學

的

研

究

』

〔

斯

道

文

庫

〕

（

岩

波

書

店

）

／

『

山

田

本

妙

法

蓮

華

經

方

便

品

第

二

』

（

京

都

大

学

所

蔵

複

製

本

、

な

お

、

文

中

の

訓

点

〔

白

點

〕

を

解

読

す

る

際

に

は

、

大

坪

併

治

（

一

九

五

六

）

「

山

田

本

妙

法

蓮

華

経

方

便

品

第

二

試

読

」

（

『

訓

点

語

と

訓

点

資

料

』

七

）

を

参

照

さ

せ

て

い

た

だ

い

た

）

／

川

島

校

点

『

遊

仙

窟

』

（

北

新

書

局

、

付

醍

醐

寺

蔵

古

鈔

本

影

印

参

照

）

［

古

記

録

、

古

文

書

、

歴

史

書

］

『

小

右

記

』

『

後

二

条

師

通

記

』

『

愚

昧

記

』

『

岡

屋

関

白

記

』

『

建

内

記

』

『

薩

戒

記

』

〔

大

日

本

古

記

録

〕

（

東

京

大

学

史

料

編

纂

所

）

／

『

仙

洞

御

移

徙

部

類

記

』

『

経

俊

卿

記

』

（

圖

書

寮

叢

刊

）

／

『

平

安

遺

文

』

『

鎌

倉

遺

文

』

（

東

京

堂

出

版

）

／

『

類

聚

三

代

格

』

『

吾

妻

鏡

』

〔

新

訂

増

補

国

史

大

系

〕

（

吉

川

弘

文

館

）

／

『

玉

葉

』

（

國

書

刊

行

會

）

／

『

康

富

記

』

〔

増

補

史

料

大

成

〕

（

臨

川

書

店

）

／

『

大

日

本

近

世

史

料

細

川

家

史

料

』

『

大

日

本

維

新

史

料

類

纂

之

部

井

伊

家

史

料

』

（

東

京

大

学

史

料

編

纂

所

）

／

『

大

坂

廻

船

差

配

九

店

関

係

文

書

』

（

早

稲

田

大

学

図

書

館

所

蔵

、

参

考

テ

キ

ス

ト

：

湯

浅

隆

（

一

九

七

八

）

「

本

館

所

蔵

古

文

書

摘

録

（

八

）

︱

大

坂

廻

船

差

配

九

店

関

係

文

書

︱

」

『

早

稲

田

大

学

図

書

館

紀

要

』

一

九

）

／

『

昭

和

定

本

日

蓮

聖

人

遺

文

』

（

立

正

大

学

宗

学

研

究

所

編

）

［

そ

の

他

、

日

本

古

典

文

学

作

品

な

ど

］

『

法

華

經

義

疏

』

（

法

隆

寺

聖

典

刊

行

会

）

／

『

定

本

教

行

信

証

』

〔

親

鸞

聖

人

全

集

刊

行

會

〕

（

法

蔵

館

）

／

『

今

昔

物

語

集

』

〔

新

日

本

古

典

文

学

大

系

〕

（

岩

波

書

店

）

／

『

教

行

信

証

』

（

親

鸞

聖

人

全

集

刊

行

會

）

／

『

延

慶

本

平

家

物

語

』

『

土

井

本

太

平

記

本

文

及

び

語

彙

索

引

』

『

狂

言

記

の

研

究

』

『

続

狂

言

記

の

研

究

』

（

勉

誠

社

）

／

『

百

二

十

句

本

平

家

物

語

』

〔

慶

応

義

塾

大

学

付

属

研

究

所

斯

道

文

庫

編

〕

（

汲

古

書

院

）

／

『

百

二

十

句

本

平

家

物

語

』

（

思

文

閣

）

／

『

平

松

本

平

家

物

語

』

『

抄

物

資

料

集

成

』

『

キ

リ

シ

タ

ン

版

ぎ

や

ど

ぺ

か

ど

る

』

『

大

蔵

虎

明

能

狂

言

集

翻

刻

註

解

』

（

清

文

堂

）

／

『

大

蔵

虎

明

本

狂

言

集

の

研

究

本

文

篇

』

（

表

現

社

）

／

『

甲

陽

軍

鑑

大

成

』

（

汲

古

書

院

）

／

『

天

草

版

平

家

物

語

対

照

本

文

及

び

総

索

引

』

（

明

治

書

院

）

／

『

キ

リ

シ

タ

ン

版

エ

ソ

ポ

の

ハ

ブ

ラ

ス

私

注

』

（

臨

川

書

店

）

／

『

コ

リ

ャ

ー

ド

懺

悔

録

』

（

風

間

書

房

）

／

『

邦

訳

日

葡

辞

書

』

（

岩

波

書

店

）

／

『

ロ

ド

リ

ゲ

ス

日

本

大

文

典

』

（

三

省

堂

）

／

『

捷

解

新

語

』

『

改

修

捷

解

新

語

』

『

隣

語

大

方

』

（

京

都

大

学

国

文

学

会

）

／

『

日

本

霊

異

記

』

『

平

家

物

語

』

『

謡

曲

集

』

『

狂

言

集

』

『

歌

舞

伎

脚

本

』

『

近

世

俳

句

俳

文

集

』

『

西

鶴

集

』

『

戴

恩

記

折

た

く

柴

の

記

蘭

東

事

始

』

『

浮

世

草

子

』

『

近

松

浄

瑠

璃

集

』

『

假

名

法

語

集

』

『

文

楽

浄

瑠

璃

集

』

『

浄

瑠

璃

集

』

『

近

世

思

想

家

文

集

』

『

江

戸

笑

話

集

』

『

上

田

秋

成

集

』

『

假

名

草

紙

集

』

『

東

海

道

中

膝

栗

毛

』

『

浮

世

風

呂

』

『

春

色

梅

児

譽

美

』

『

歌

舞

伎

十

八

番

集

』

『

近

世

思

想

家

文

集

』

（

以

上

、

岩

波

書

店

〔

（

旧

）

日

本

古

典

文

学

大

系

〕

）

／

『

振

り

仮

名

つ

き

吾

妻

鏡

』

〔

寛

永

版

影

印

〕

（

汲

古

書

院

）

／

『

噺

本

大

系

』

（

東

京

堂

出

版

）

／

『

安

愚

楽

鍋

』

（

岩

波

文

庫

）

／

『

国

立

国

語

研

究

所

資

料

集

９

牛

店

雑

談

安

愚

楽

鍋

用

語

索

引

』

（

秀

英

出

版

）

／

『

漱

石

全

集

』

第

二

巻

（

岩

波

書

店

）

／

『

東

京

市

史

稿

』

（

東

京

都

編

纂

）

使

用

デ

ー

タ

ベ

ー

ス

︙

仏

典

・

漢

籍

に

は

、

中

華

電

子

仏

典

協

會C
B

ETA

、

大

正

新

脩

大

蔵

経

デ

ー

タ

ベ

ー

ス

二

〇

〇

七

版

、

天

台

宗

典

編

纂

所

「

天

台

電

子

仏

典

C
D3

」

、

台

湾

中

央

研

究

院

「

漢

籍

電

子

文

献

（

瀚

典

全

文

検

索

シ

ス

テ

ム

）

」

、

北

京

大

学

中

国

語

言

学

研

究

セ

ン

タ

ー

「C
enter

for
C

hinese
Linguistics

O
nline

C
orpus

」

を

利

用

し

た

。

北

野

本

日

本

書

紀

の

本

文

は

、

国

立

国

会

図

書

館

公

開

『

国

寶

北

野

本

日

本

書

紀

』

（

貴

重

図

書

複

製

会

）

の

デ

ジ

タ

ル

化

資

料

を

参

照

し

た

。

六

国

史

と

古

記

録

・

古

文

書

の

検

索

に

は

、

日

本

古

代

史

料

本

文

デ

ー

タ

及

び

、

東

京

大

学

史

料

編

纂

所

デ

ー

タ

ベ

ー

ス

を

利

用

し

た

。

近

代

の

新

聞

記

事

・

文

学

作

品

の

検

索

に

は

、

国

立

国

語

研

究

所

編

『

太

陽

コ

ー

パ

ス

雑

誌

『

太

陽

』

日

本

語

デ

ー

タ

ベ

ー

ス

』

及

び

、

新

潮

社

『C
D

-R
O

M

版

明

治

の

文

豪

』

を

利

用

し

た

。

ま

た

、

岩

波

書

店

『

日

本

古

典

文

学

大

系

』

所

収

の

用

例

検

索

に

あ

た

り

、

国

文

学

研

究

資

料

館

の

本

文

デ

ー

タ

ベ

ー

ス

検

索

シ

ス

テ

ム

を

利

用

し

た

。

な

お

、

そ

の

他

公

刊

さ

れ

て

い

る

テ

キ

ス

ト

や

現

行

の

辞

書

類

（

『

漢

訳

対

照

梵

和

大

辞

典

』

『

辞

源

』

『

辞

海

』

『

辞

通

』

『

中

文

大

辞

典

』

『

漢

語

大

詞

典

』

『

近

代

漢

語

詞

典

』

『

大

漢

和

辞

典

』

『

角

川

古

語

大

辞

典

』

『

時

代

別

国

語

大

辞

典

室

町

編

』

『

日

本

国

語

大

辞

典

』

第

二

版

な

ど

）

も

利

用

し

て

い

る

。

―
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【

参

考

文

献

】

穐

田

定

樹

（

一

九

七

六

）

『

中

古

中

世

の

敬

語

の

研

究

』

（

清

文

堂

）

池

上

嘉

彦

（

一

九

七

八

）

『

意

味

の

世

界

現

代

言

語

学

か

ら

視

る

』

（

日

本

放

送

出

版

協

会

）

太

田

辰

夫

（

一

九

五

八

）

『

中

国

語

歴

史

文

法

』

（

江

南

書

院

）

／

参

考

テ

キ

ス

ト

：
蒋

紹

愚

・

徐

昌

華

（

訳

）

『

中

国

语

历

史

文

法

』

北

京

大

学

出

版

社

、

一

九

八

七

年

大

塚

光

信

（

一

九

八

三

）

「

対

訳

寸

感

」

『

国

語

国

文

』

五

二

︱

一

〇

大

塚

光

信

（

一

九

九

〇

）

「

迷

惑

」

『

国

語

国

文

』

五

九

︱

七

大

塚

光

信

（

一

九

九

六

）

『

抄

物

き

り

し

た

ん

資

料

私

注

』

（

清

文

堂

）

大

坪

併

治

（

一

九

五

六

）

「

山

田

本

妙

法

蓮

華

經

方

便

品

第

二

古

點

」

『

国

語

国

文

』

二

五

︱

六

大

西

克

也

（

二

〇

一

九

）

「

论

上

古

汉

语

代

词

「

之

」

和

「

其

」

的

代

替

功

能

」

『

历

史

语

言

学

研

究

』

一

三

大

野

峻

（

一

九

七

三

）

「

之

字

考

︱

「

こ

れ

」

と

読

む

時

︱

」

『

湘

南

文

学

』

七

小

田

勝

（

二

〇

一

五

）

「

古

代

語

の

品

詞

は

ど

う

捉

え

ら

れ

る

か

」

『

日

本

語

文

法

』

一

五

︱

二

小

野

正

弘

（

一

九

九

六

）

「

《

困

惑

》

を

表

す

語

彙

︱

近

松

世

話

浄

瑠

璃

を

資

料

と

し

て

︱

」

『

日

本

語

学

』

一

五

︱

三

小

野

正

弘

（

二

〇

〇

一

）

「

意

味

変

化

の

形

態

的

指

標

と

な

る

も

の

」

『

国

語

語

彙

史

の

研

究

』

二

十

川

端

善

明

（

一

九

七

六

）

「

用

言

」

『

岩

波

講

座

日

本

語

６

文

法

Ⅰ

』

（

岩

波

書

店

）

國

廣

哲

彌

（

一

九

八

二

）

『

意

味

論

の

方

法

』

（

大

修

館

書

店

）

小

林

芳

規

（

一

九

六

七

）

『

平

安

鎌

倉

時

代

に

於

け

る

漢

籍

訓

読

の

国

語

史

的

研

究

』

（

東

京

大

学

出

版

会

）

近

藤

明

・

邢

叶

青

（

二

〇

一

一

）

「

「

迷

惑

」

の

意

味

変

化

︱

虎

明

本

狂

言

か

ら

四

迷

・

漱

石

ま

で

︱

」

『

金

沢

大

学

人

間

社

会

学

域

学

校

教

育

学

類

紀

要

』

三

近

藤

明

（

二

〇

一

四

）

「

「

迷

惑

」

の

意

味

変

化

追

補

︱

松

井

利

彦

・

横

川

澄

枝

氏

の

論

と

の

関

連

か

ら

︱

」

『

金

沢

大

学

人

間

社

会

学

域

学

校

教

育

学

類

紀

要

』

六

佐

藤

喜

代

治

（

一

九

七

九

）

『

日

本

の

漢

語

︱

そ

の

源

流

と

変

遷

︱

』

（

角

川

書

店

）

新

村

出

（

一

九

七

一

）

「

「

迷

惑

」

と

い

ふ

語

」

『

新

村

出

全

集

第

四

巻

』

（

筑

摩

書

房

）

末

木

文

美

士

（

一

九

九

六

）

『

日

本

仏

教

史

︱

思

想

史

と

し

て

の

ア

プ

ロ

ー

チ

』

（

新

潮

社

）

／

参

考

テ

キ

ス

ト

：
塗

玉

盞

（

訳

）

『

日

本

佛

教

史

︱

思

想

史

的

探

索

』

上

海

古

籍

出

版

社

、

二

〇

一

六

年

杉

本

和

之

（

一

九

九

七

）

「

「

困

る

」

の

形

容

詞

的

特

性

」

『

中

京

文

学

』

一

六

鈴

木

泰

（

一

九

八

三

）

「

漢

語

ナ

リ

活

用

形

容

動

詞

の

史

的

性

格

に

つ

い

て

」

『

副

用

語

の

研

究

』

（

明

治

書

院

）

鈴

木

則

郎

（

一

九

八

三

）

「

が

ま

ん

（

我

慢

）

じ

ま

ん

（

自

慢

）

じ

た

ん

（

自

嘆

）

」

『

講

座

日

本

語

の

語

彙

９

語

誌

Ⅰ

』

（

明

治

書

院

）

高

松

政

雄

（

一

九

八

二

）

「

字

音

「

惑

ワ

ク

」

「

軟

ナ

ン

」

に

つ

い

て

」

『

国

語

国

文

』

五

一

︱

五

田

島

毓

堂

（

一

九

七

〇

）

「

サ

変

動

詞

に

つ

い

て

︱

漢

語

サ

変

動

詞

の

構

造

」

『

東

海

学

園

国

語

国

文

』

一

田

中

草

大

（

二

〇

一

四

）

「

「

欲

」

の

訓

法

追

考

︱

変

体

漢

文

解

読

の

た

め

に

︱

」

『

日

本

語

学

論

集

』

一

〇

田

中

草

大

（

二

〇

一

九

）

『

平

安

時

代

に

お

け

る

変

体

漢

文

の

研

究

』

（

勉

誠

出

版

）

田

中

牧

郎

（

一

九

九

八

）

「

今

昔

物

語

集

の

情

意

述

語

文

と

文

体

」

『

国

語

学

』

一

九

四

玉

村

禎

郎

（

二

〇

〇

一

）

「

漢

語

サ

変

動

詞

の

一

面

」

『

真

宗

文

化

』

一

〇

寺

村

秀

夫

（

一

九

八

二

）

『

日

本

語

の

シ

ン

タ

ク

ス

と

意

味

Ⅰ

』

（

く

ろ

し

お

出

版

）

時

枝

誠

記

（

一

九

五

〇

）

『

古

典

解

釋

の

た

め

の

日

本

文

法

』

（

至

文

堂

）

中

川

正

之

（

二

〇

〇

二

）

「

中

国

語

の

形

容

詞

が

日

本

語

で

サ

変

動

詞

に

な

る

要

因

」

『

日

本

語

学

と

言

語

学

』

（

明

治

書

院

）

西

尾

寅

弥

（

一

九

七

二

）

「

形

容

詞

の

意

味

の

諸

側

面

」

『

形

容

詞

の

意

味

・

用

法

の

記

述

的

研

究

』

（

国

立

国

語

研

究

所

）

仁

田

義

雄

（

一

九

九

七

）

『

日

本

語

文

法

研

究

序

説

︱

日

本

語

の

記

述

文

法

を

目

指

し

て

』

（

く

ろ

し

お

出

版

）

―
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福

島

邦

道

（

一

九

八

三

）

「

「

迷

惑

」

考

︱

対

訳

に

よ

る

︱

」

『

国

語

国

文

』

五

二

︱

二

藤

井

俊

博

（

二

〇

〇

一

）

「

今

昔

物

語

集

の

漢

語

サ

変

動

詞

︱

複

合

動

詞

の

構

成

を

通

し

て

」

『

同

志

社

大

学

留

学

生

別

科

紀

要

』

一

藤

枝

晃

（

一

九

七

五

）

「

勝

鬘

経

義

疏

」

『

聖

徳

太

子

集

』

〔

日

本

思

想

大

系

〕

（

岩

波

書

店

）

2

堀

口

和

吉

（

一

九

九

六

）

「

「

迷

惑

」

考

」

『

山

邊

道

』

四

〇

松

尾

聡

（

二

〇

〇

〇

）

「

迷

惑

」

『

日

本

語

遊

覧

』

（

笠

間

書

院

）

峰

岸

明

（

一

九

七

四

）

「

和

漢

混

淆

文

の

語

彙

」

山

田

俊

雄

・

馬

渕

和

夫

〔

編

〕

『

日

本

の

説

話

言

葉

と

表

現

』

（

東

7

京

美

術

）

峰

岸

明

（

一

九

八

六

ａ

）

『

平

安

時

代

古

記

錄

の

國

語

學

的

研

究

』

（

東

京

大

学

出

版

会

）

峰

岸

明

（

一

九

八

六

ｂ

）

『

変

体

漢

文

』

〔

国

語

学

叢

書

〕

（

東

京

堂

出

版

）

11

峰

岸

明

（

一

九

九

四

）

「

『

吾

妻

鏡

』

の

言

語

に

関

す

る

諸

問

題

」

佐

藤

喜

代

治

〔

編

〕

『

国

語

論

究

中

世

語

の

研

5

究

』

（

明

治

書

院

）

峰

岸

明

（

二

〇

一

一

）

「

漢

語

」

第

二

部

古

語

の

諸

相

『

古

語

大

鑑

』

（

東

京

大

学

出

版

会

）

村

木

新

次

郎

（

一

九

九

六

）

「

意

味

と

品

詞

分

類

」

『

国

文

学

解

釈

と

鑑

賞

』

六

一

︱

一

森

岡

健

二

（

一

九

九

四

）

『

日

本

文

法

体

系

論

』

（

明

治

書

院

）

八

亀

裕

美

（

二

〇

〇

八

）

『

日

本

語

形

容

詞

の

記

述

的

研

究

︱

類

型

論

的

視

点

か

ら

︱

』

（

明

治

書

院

）

安

本

真

弓

（

二

〇

〇

九

）

「

中

古

に

お

け

る

感

情

形

容

詞

と

感

情

動

詞

の

対

応

と

そ

の

対

応

の

要

因

︱

中

古

前

期

・

中

期

の

和

文

作

品

を

対

象

と

し

て

」

『

国

語

語

彙

史

の

研

究

』

二

八

柳

田

征

司

（

一

九

六

七

）

「

虎

明

本

狂

言

と

虎

寛

本

狂

言

と

の

語

彙

の

比

較

︱

困

惑

の

気

持

ち

を

表

す

感

情

語

彙

に

就

い

て

︱

」

『

安

田

女

子

大

学

紀

要

』

一

山

本

真

吾

（

一

九

八

九

）

「

平

家

物

語

に

於

け

る

漢

語

の

受

容

に

関

す

る

一

考

察

︱

「

上

皇

御

所

」

の

呼

称

を

め

ぐ

っ

て

︱

」

『

国

語

学

』

一

五

七

横

川

澄

枝

（

一

九

九

七

）

「

研

究

ノ

ー

ト

〝

迷

惑

〟

の

意

味

の

変

遷

に

つ

い

て

の

一

考

察

」

『

言

語

文

化

と

日

本

語

教

育

』

一

四

欒

竹

民

（

一

九

九

三

）

「

「

成

敗

」

小

考

︱

意

味

の

〝

転

用

〟

の

一

例

と

し

て

︱

」

『

鎌

倉

時

代

語

研

究

』

第

十

六

輯

欒

竹

民

（

二

〇

一

三

）

「

漢

語

の

意

味

変

化

に

つ

い

て

︱

「

迷

惑

」

の

続

貂

︱

」

『

広

島

国

際

研

究

』

一

九

呂

叔

湘

（

一

九

五

四

）

「

关

于

汉

语

词

类

的

一

些

原

则

性

问

题

」

『

中

国

語

文

』

九

（

使

用

テ

キ

ス

ト

：
呂

叔

湘

著

『

呂

叔

湘

全

集

』

第

二

巻

〔

汉

语

语

法

论

文

集

〕

遼

寧

教

育

出

版

社

、

二

〇

〇

二

年

）

呂

叔

湘

（

一

九

七

九

）

『

汉

语

语

法

分

析

问

题

』

（

商

务

印

书

馆

）

唐

賢

清

（

二

〇

二

一

）

『

东

汉

三

国

佛

教

文

献

副

词

研

究

』

（

商

务

印

书

馆

）

王

力

（

一

九

八

九

）

『

漢

语

语

法

史

』

（

商

务

印

书

馆

）

朱

德

熙

（

一

九

八

二

）

『

语

法

讲

义

』

（

商

务

印

书

馆

）

朱

德

熙

（

一

九

八

五

）

『

语

法

问

答

』

（

商

务

印

书

馆

）

張

愚

（

二

〇

一

二

）

「

本

邦

文

献

に

見

ら

れ

る

漢

語

「

迷

惑

」

の

受

容

︱

上

代

か

ら

中

世

前

期

ま

で

の

用

例

を

中

心

に

︱

」

『

文

献

探

究

』

五

○

張

愚

（

二

〇

一

四

）

「

「

む

ざ

ん

」

の

語

義

変

化

︱

形

容

詞

の

統

語

的

機

能

と

の

関

わ

り

か

ら

︱

」

『

日

本

語

の

研

究

』

一

〇

︱

一

張

愚

（

二

〇

一

九

）

「

山

田

孝

雄

の

漢

語

品

詞

論

︱

『

国

語

の

中

に

於

け

る

漢

語

の

研

究

』

か

ら

」

『

語

文

研

究

』

一

二

八

張

愚

（

二

〇

二

〇

）

「

漢

語

は

本

当

に

名

詞

と

し

て

受

容

さ

れ

た

の

か

︱

日

本

語

史

に

お

け

る

漢

語

の

品

詞

性

を

め

ぐ

る

諸

問

題

」

『

日

本

研

究

』

三

四
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張

愚

（

二

〇

二

一

）

「

日

本

漢

語

に

お

け

る

品

詞

判

別

上

の

諸

問

題

・

続

貂

」

『

語

文

研

究

』

一

三

〇

・

一

三

一

合

併

号

【

付

記

】

・

本

稿

は

『

訓

点

語

と

訓

点

資

料

』

第

一

四

七

輯

（

令

和

三

年

九

月

三

〇

日

発

行

）

に

掲

載

さ

れ

た

論

文

を

一

部

加

筆

・

修

正

し

た

も

の

で

あ

る

。

本

稿

を

執

筆

す

る

に

あ

た

り

、

有

益

な

ご

助

言

を

下

さ

っ

た

方

々

に

深

く

感

謝

申

し

上

げ

る

。
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